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序







　火ひ魅み亨とおるはその家で、二年前から独り暮らしをしていた。

　最近になって、三人の天使・魔ま族ぞくと同居を始めた。

　三人の天使・魔族の名はそれぞれセフィエル、テティス、そしてベルセルメルゼル。

　人間名は、それぞれ白しら瀬せ優ゆう輝き、桐きり原はら葵あおい、黒くろ部べ理り香か。

　半年振ぶりの父親からの電話は、その三人が留守にしている間にかかってきた。




　半年振りにかかってきた電話は、ほんの五分ほどで切れた。

　電話はたった五分で全すべての情報を伝達し、そして切れた。




「……」

　亨は、受話器を置いた。

　ふ、と小さくため息をつき、切れた電話から視線を逸そらす。

　その視線の先、家の玄げん関かんの上がり口に、

　見知らぬ少女が出現していた。




　火魅亨は瞬まばたきし、玄関に突とつ然ぜん出現した少女を見た。

「やあ」

　十代前半くらいの外見を持った少女だ。真まっ直すぐな清流のような黒くろ髪かみと、不敵な黒ダイヤのような瞳ひとみと、幼さの中にも凛りんとした神秘性を窺うかがわせる整った顔立ちと、そして容姿と背せ丈たけに似合わず魅み力りよく的てきに成熟した身体を持つ黒衣の少女。

「キミとは確か以前、電話で話した事があったが」

　唐とう突とつに出現した少女は、表情を変える事なく口だけを動かした。

「お目にかかるのは、初めてだな。『世界の卵ユグドラシル』の少年、火魅亨」

　気配も音もなく玄関に出現したその少女は、当然の断言のように喋しやべった。

「……と。ふむ。電話中であったか。少年」

　高い、舌足らずな声。幼い女の子の声。

「とんだ所にお邪じや魔ました様だ。すまないな」

　幼い声の女の子は、ほんの少しもすまないとは思っていなさそうに平へい坦たんに言葉を吐はいた。

「我の名は、魔族クラエルロウゼル」

　名乗った少女は、外見に似合わない大人びた動作で深々と頭を下げた。

「星型派ツアーカブに属する魔天イエツラーであり、黒部理香の上司だ。以後お見知りおきを」

　少女の左耳に吊つるされた星型のイヤリングが、仄ほのかに輝かがやきを放っている。

「この度たびキミの家にお邪魔したのは、他でもない」

　右耳には、鎖くさりだけが揺ゆれている。イヤリングの本体が無い。

「突然の事ではあるが」

　さっきまでついていたイヤリングを引きちぎったかのように、鎖だけが揺れている。

「これから、キミを殺す事にする」

　左耳だけにイヤリングをつけた少女は、真っ直ぐにこちらを見た。

「我は今、キミを殺しに来た。火魅亨」

　クラエルロウゼルは無表情のまま靴くつを脱ぬぎ捨すて、躊躇ためらう事なく家へ上がった。

「我はこれからキミを殺し、その身体から『世界の卵』を取り出して」

　真っ直ぐにこちらを見み据すえたまま、事実の公示のように言う。

「『世界の卵』の膨ぼう大だいなＭＰを、我のモノとして使わせてもらう」

　クラエルロウゼルと名乗った幼い少女は、ひゅっ、と右手を振ふった。

「そういう訳で、さらばだ。火魅亨」

　声と共に、その子供のような小さな右掌てのひらに黒い短たん剣けんが実体化する。

「『金枝ミストル：：世界論理ローフルローカス』」

　黒い短剣が、振り下ろされた。




　闇やみの中、小さな黒い箱の前に、妖よう精せいが座すわっている。

　妖精は口を開き、言葉を吐いた。

「有あり難がたきお慈じ悲ひをもって――」

　言葉と共に、妖精は深々と頭を下げる。

「――永えい劫ごう邂かい逅こうの栄えい誉よを戴いただき、恐きよう悦えつ至し極ごくにございます。我らが王よ」

　性別不ふ詳しようの幼い顔立ち、漆しつ黒こくの服装、背中に生えた昆こん虫ちゆうのような翅はね。

「さて、それでは」

　妖精の両耳で、黒いイヤリングが揺れている。

「最後の物語を、締しめくくりの呪のろいを、終わりのない物語を始めましょう。我らが王よ」

　そのイヤリングは、形を変える。

　この世界の物質では無いかのように、その形をめまぐるしく変える。
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「果てしなき呪いの、始まりの物語を、ここに完結しましょう」

　形の無いイヤリングをつけた黒い妖精は、闇の中、箱の前で、呟つぶやき続ける。

「只ただ今いま、世界へと出現した魔族……」

　妖精の右掌の中に、いつの間にか一体の人形が握にぎられている。

　十代前半くらいの外見を持つ、少女の人形。真っ直ぐな清流のような黒髪と、不敵な黒ダイヤのような瞳と、幼さの中にも凛とした神秘性を窺わせる整った顔立ちと、そして容姿と背丈に似合わず魅力的に成熟した身体を持つ黒衣の少女の人形。

「名を、魔族クラエルロウゼル」

　妖精は、クラエルロウゼルと呼ばれた人形を目の前に置いた。

「星型派に属する魔天であり、黒部理香の上司にございます」

　黒い箱の向こう、妖精の正面に座る『モノ』に見せ付けるように、人形を置いた。

「さて……この者がこれより、どのような物語を作り出すのか」

　妖精は人形を再び拾い上げ、そしてそれを目の前の黒い箱の中へと投げ込む。

「それは、これからの物語でございます。我らが王よ」

　空になった両手を掲かかげ、妖精は恭うやうやしく頭を下げた。

「さて、続けましょう。果てしなき呪いを、絶える事なく続けましょう。我らが王よ。

　全ては貴方あなたの望みのままに。我らが魔の王よ」

　黒い箱の前、魔ま王おうと呼ばれたモノの前で、妖精は深々と頭を下げる。




　クラエルロウゼルの黒い短剣が、空気を切きり裂さいた。

「わ――」

　火魅亨は何も考えず、ただ叫さけんだ。

「――ああああああ！」

　どん！　叫びをかき消すように鳴なり響ひびいた、鈍にぶい硬こう質しつの音と共に。

　亨は、『間かん一いつ髪ぱつ』という言葉の意味を、心底理解した。

　文字通り、間一髪。髪かみの毛け一本が挟はさまる程度の隙すき間ま。

　頭上、髪の毛一本の隙間を開け、少女の短剣が柱に突つき刺ささっていた。

　切断された数本の髪の毛が宙を舞まい、柱の脇わきにある電話の上にぱさりと落ちる。

「む」

　黒い短剣を持った少女は、口を開けずに声を出した。

　短剣を柱に突き刺したその姿勢のままぎょろりと眼球を動かし、下を見た。

「避よけたか。少年」

　不敵な黒ダイヤのような硬質の瞳で、短たん剣けん越ごしにこちらを見下ろす。

「よ」

　亨は短剣が突き刺さった柱の前、座り込んだ姿勢のまま反射的に叫んだ。

「よけるに決まってるだろ！」

　正確には、避けた訳ではない。たまたまだ。

　たまたま足を滑すべらせて尻しり餅もちをついたその上を、間かん一いつ髪ぱつ短たん剣けんが通過していった。

　尻餅をついた。亨は、気付いた。

　自分はさっき、この場所で尻餅をついた。自分は今、この場所で座り込んでいる。

　自分は今、家の廊ろう下かで、柱を背にした状態で、無防備に座り込んでいる。

　自分は今、退たい避ひ不可能の場所で、回かい避ひ不可能の姿勢を取っている。

　そして目の前には、短剣を持った襲しゆう撃げき者しやがいる。

　やばい。脳が、冷静な判断を下した。次は、避けられない。

「次は」

　少女は全く口調を変えず、柱から短剣を引ひき抜ぬいた。

「次は避けられないな。少年」

「あ、あの」

　亨は、思わず声を出した。

「話せば分かる」

「話す必要は無い。既すでに、我は結論を出している」

　いや、そっちは確かにそうかもしれませんが。

「襲しゆう来らいするユイに対たい抗こうする為ためには、これが最善策だ。反論は認めない」

「ユイって」

「説明する理由は無い。事態は切せつ迫ぱくしているのだ」

「あの」

「ユイは『最強の魔族』だ。故ゆえに、我はキミの『世界の卵』を以もつて対抗する」

　演算終しゆう了りようのように断言し、短剣の柄えを握り直す。

　そして短剣を再び振りかぶり、再びこちらに向けて真っ直ぐに――

「――！」

　――真っ直ぐに振り下ろす、その一いつ瞬しゆん前。

　クラエルロウゼルは何かに気付いたように、その形のいい眉まゆを顰ひそめた。

　黒ダイヤのような瞳をぎょろりと動かし、その視線を自分の右手に向ける。

「おしい」

　少女の視線の先、その右掌の中で、

「時間切れだ」

　その言葉が合図であったかのように、少女の黒い短剣がその形を失ってゆく。

　黒い短剣が輪りん郭かくを無くし形を無くし、そして黒い霧きりとなって散ってゆく。

　少女の右手に確かにあった短剣が、幻まぼろしのように消失してゆく。

　それを最後まで確かく認にんし、黒の少女は空になった右手を下ろした。

「時間切れ。ＭＰ切れだ。我のＭＰが、今この場を以て枯こ渇かつした」

　少女の左耳に吊るされていた星型イヤリングが、脱だつ力りよくしたように輝きを失っている。

「我の残存ＭＰが、先さき程ほどを以て『金枝ミストル』具現化不可能領域まで低下した」

　少女は左手でイヤリングに触ふれ、無表情で言った。

「我の右イヤリングは……魔炉セフイラは、先刻、ユイとの交戦により破損した」

　少女の右耳には、鎖だけが揺れている。イヤリングの本体が無い。

「故に今現在、我は新しいＭＰを生成出来ない。まずいな」

「あの……ええと、つまりお前は」

　マイペースに喋り続ける少女の前で、亨は座ったままおずおずと口を開いた。

「まずい」

　少女は構わず、口を開いた。

「キミを今ここで殺し、その『世界の卵』を取り出して我の体内に取り入れ、それを以てユイに対抗する。それが我のとり得うる最善策であったのだが」

「ええと……つまり」

「失敗だ。我はキミを殺し損そこねた。キミのせいだぞ少年」

　少女は、冷れい徹てつな視線でこちらを見下ろした。

「キミが避けたせいで、我の計画が頓とん挫ざしたぞ。キミのせいで」

「これほど理り不ふ尽じんな叱しつ責せきは久しぶりだよ」

「現状、ユイに対抗するにはこれしか無かったのだ。どうしてくれるのだ」

「ユイって誰だれだよ！　会話の根本を成り立たせろよ、おい！」

「ユイ？」

　クラエルロウゼルと名乗った少女は、初めてこちらの言葉に反応した。

「ユイは、最強の魔族だ」

　簡潔すぎる説明。

「そして、ここに接近している。我の後を追ってここへと迫せまっている」

「おい待てよ。それはつまり一いつ般ぱん的てきには『尾つけられた』と呼ばれる事態なのでは」

「そうだな……早くて、明日の夕刻にはここに到とう着ちやくするだろう」

　くいっ、と視線を動かし、こちらを見下ろした。

「以上だ。他に質問はあるか？　少年」

「し、質問？　ん、じゃあ」

　いきなりフられた。どこから手をつけていいのやら。ええと、何よりまずは……

「まずその『最強の魔族』って、一体どんなヤツ……」

「よし。質問は無いようだな」

　あっ。

「では以上を以て、キミは我の指揮下に入る。以後我の命令に従え」

　クラエルロウゼルは、当然のように断言した。

　……流石さすがにちょっとカチンと来たんだけど。亨は心の中で思う。おれ怒おこっていいかな。

「では、早さつ速そく」

　すたっ、と軽い音を立てて、クラエルロウゼルは一歩離はなれた。

「我にＭＰを注入しろ、少年」

　ふん、と鼻を鳴らして、上意下達のように言う。

「このままでは我は、ＭＰ完全枯渇により消失してしまう」

　その右耳のイヤリングが、どんどん輝きをなくしてゆく。

　少女の身体自体が、徐じよ々じよに輪郭を失い始めた。さっきの短剣のように。

「早くしろ」

　身体が消えかかっている少女は、偉えらそうに断言した。

「早くしないと、我が消えてしまう。ぐずぐずするな」

「はあ……」

　亨は息をつき、のろのろと立ち上がった。

「さっさと我の身体に触れ、我のＭＰを回復しろ、少年」

　クラエルロウゼルは、低い位置からこちらを睨にらみ上げた。

「どうした少年。キミが遅おくれると我は消える。それは我に不利益だ。早く」

　こんなに上から目線の命いのち乞ごいは初めて見た。

　亨は、口を開いた。

「あのさ、ちょっとその前に、一つ確認しておきたいんだけど」

「何だ。手早く済ませろ」

「お前、ほんの数分前、おれを殺そうとしたよな？」

「我の事情が変わった。過去の事は気にするな。さあ早く」

「…………」

　亨は無表情で少女を見下ろしつつ、思い出す。

　天使や魔族って、ＭＰを大量注入されると、性的快感に似た感覚が発生するんだったな。

　思い出して、もう一度少女を見下ろす。

　……で、この子は今、大量のＭＰを注入しろって言ってるんだよな。

　大量のＭＰを注入しないと、この子のこの身体は消えちゃうんだよな。

「で」

　亨は、再び口を開いた。

「今からおれがお前にＭＰを注入してさ、めでたく満タンになったらその後は」

「当然、我はさっきの案が続行可能になる。つまりキミを殺す」

『何故なぜそんな当然の事を聞くのか分からない』と言わんばかりの口調で、断言。

「……」

「さあ。早くしろ。セフィエルどもが帰ってくると面めん倒どうだ」

　うん。亨は、無言で頷うなずいた。

　うん、ちょっとこれは、教育の必要があるよね。

　この子、なんかすっげえ世間知らずの尊大っぷりだし。

　被ひ害がい者しやとなったおれが、世間の理ってヤツを教えてあげないとね。僭せん越えつながら。

　……さて、どうしてくれようか。




　黒い箱の前で、妖精は口を開いた。

「ところで、魔王様」

　暗黒の世界の中で、道化クラウンの名を持つ妖精は口を開いた。

「『魔王』とは、一体何者なのでしょうか？」

　呟きながら、道化はまたその右手を振った。

「『魔王』とは……数多あまたの魔ま物ものと深しん淵えんの恐きよう怖ふと共に、闇の居城に君臨する邪じや悪あくの化け身しん？」

　道化の右手の中には、いつの間にか、また新しい人形が出現している。

「『魔王』とは――」

　道化は右手の中の人形を、目の前で軽く振った。

「『魔王』とは……禁きん忌きの力をその身に纏まとい、神の定めた運命に逆らう逆理の英えい雄ゆう？」

　道化は、手を止めた。

「そして……『魔ま界かい』とは、一体どのような場所なのでしょうか？」

　手を振るのを止め、その人形を下に置いた。

「『魔界』とは……瘴しよう気きに穢けがれた大地の上、形状し難き魔ま獣じゆうが蠢うごめく暗黒の世界？」

　新しい人形が、黒い箱の横に出現した。

「『魔界』とは――」

　道化は、出現した人形を、恭うやうやしく目の前の『モノ』に向けて示す。

「『魔界』とは……滅めつ亡ぼうの大陸の上、圧あつ倒とう的てきな死と破は壊かいが支配する終末の世界？」

　新しい人形は、また、少女の人形。

「――いえ」

　新しい人形は、黄色の髪を長い三つ編みに纏めた、凛り々りしい少女の人形。

「『魔王』とは、『魔界』とは、断じてそのようなモノではありません」

　道化の手の中から新たに出現した、少女の人形――

「『魔王』とは、文字通り、『魔の王』」

　その少女の瞳は、敗北も挫ざ折せつも知らないプライドの輝きに満ちている。

「『魔界』とは、文字通り『魔の世界』」

　少女の口元は、周囲の者全すべてを見下ろすかのように、自信満々の笑えみを浮うかべている。

「恐おそるべき世界に君臨する、救いようのない王なのです」

　少女の身体は、女学生の制服、セーラー服に包まれている。

「さて……前置きが、多少長くなりましたが」

　道化は、少女の人形を指し示した。

「この、新しき者の名は……」

　道化は少女の人形を示しつつ、その名を呼んだ。

「ユイ」

　ユイと呼ばれた少女の両耳には、三日月形のイヤリングが揺れている。

「先程、クラエルロウゼルによって申し上げられました『最強の魔族』にございます」

　道化は、目の前に座る王に向け、恭しく頭を下げた。

「私が申し上げる『魔王』と『魔界』。その、恐るべき正体は……」

　道化は、頭を下げたまま、呟き続ける。

「物語の終わりの頃ころに――」

　道化は、頭を下げたまま、魔王に向かって言った。

「――貴方が、この物語を終える頃には、明らかになるでしょう。魔王様」







一章







　少女を前に、火ひ魅み亨とおるは呟いた。

「ＭＰ注入する前に、ちょっと確認しておきたいんだけど」

「確認だと？」

　クラエルロウゼルと名乗った黒衣の少女は、不満げに眉を顰ひそめた。

　非難の視線をわざと無視し、亨は言葉を続ける。

「お前確か、ついさっきおれを殺そうとしたよね？」

「そうだが」

「そしてこれでＭＰ回復したら、引き続きそれを再開するんだよな？」

「その通りだが」

　何か問題でもあるのか、とばかりに真まっ直すぐに断言した。

「キミを殺し、そしてその身体から『世界の卵ユグドラシル』を奪うばう案だ。変へん更こうは無い」

「…………」

「その為の繋つなぎＭＰを、『世界の卵』との接せつ触しよくにより補おうというのだ」

　悪びれた様子もない視線を受けつつ、亨は思い出す。

　おれを殺し、そしてその体内から『世界の卵』を奪う。それ自体は、魔族としてはそう斬ざん新しんな発想ではない。自分は二ヶ月前、この近くの河か川せん敷しきで『世界の卵』とやらを拾ってそれと一体化し、そして『世界の卵』をその身に宿す存在となった。

『世界の卵』とは天界のマジックアイテムで、そこからは大量のＭＰ（ｍｅｄｄｌｅ・ｓｏｍｅ・ｐｏｗｅｒ）を生成され、常に周囲へと溢あふれ出している……らしい。

　ＭＰとは世界に干かん渉しようし、変革する力。天使や魔族達たちはそれぞれこれを体内に蓄ちく積せきし、そしてそれを消費する事によりそれぞれ『金枝ミストル』と呼ばれる武器を実体化させたり、またはそれを媒ばい介かいとして『世界干渉力』と呼ばれる超ちよう常じよう的てきな技わざを使う。

　天使や魔族にとって『この人間界に存在し続ける』という行こう為い自体が小規模な世界干渉力の行使であり、蓄積ＭＰがゼロになってしまうと人間界に存在し続けることすら出来なくなる。ＭＰ消失に比例してその身体が色をなくし透すけていって、ついには完全に消えてしまうのだ。ちょうど今、目の前のクラエルロウゼルのように。

「おい少年。何をしている」

　ＭＰ枯渇寸前の少女は、変わらずに偉そうに宣言した。

「早くしろ。グズグズする男は好かん」

　――という訳で、

　亨はわざとその言葉を無視し、更さらに思い出す。

　という訳でこの自分は天使や魔族と縁えんが出来、そしてその関係で今この家には一人の天使と二人の魔族が同居している。天使の白しら瀬せ優ゆう輝き、魔族の黒くろ部べ理り香かと桐きり原はら葵あおい。以上三人。三人ともそれぞれの事情で、自身でのＭＰ生成装置（魔炉セフイラ）を失い、そしてこの『世界の卵』から溢れ出るＭＰを受けてどうにかその存在を保っている。『世界の卵』の近くで生活する事により、常にＭＰを補ほ充じゆうしている。つまり、おれと同居している。四人でこの家に住んで、そして東京都箱はこ内ない市立箱内高等学校に通っている。

　こちらの事情は以上で、そして……

「で、お前もさっき、魔炉を失ったと」

　亨は、目の前の少女に視線を戻もどした。

　さっき、ユイ……だかの魔族と交戦し、そして右のイヤリングを破壊された、と。

　で、緊きん急きゆう手段としてここへ来ておれを殺し『世界の卵』を奪おうとしている、と。

　成なる程ほど。一応の筋道は通った。筋道が通ったからといって、殺される謂いわれは勿もち論ろんないが。

「おい。少年」

　で、その同居している三人の天使魔族は生あい憎にく今ちょうど揃そろって留守。学校での部活の一いつ環かんとして、おれ以外の全員で映画館にチケットを買いに行っている。おれは家で一人父親の電話を待って留守番していた。……で、そこにちょうど折おり悪あしくこの少女魔族が襲来。おれは間一髪殺されかけた、死にかけた、と。

「おい！」

　で、この少女は。亨は目の前で険しい顔を浮かべる少女を、再び見た。

　この少女は、ついさっき殺人未み遂すいをしたその事実を踏ふまえた上で、

「さっさとしろ。我が消えてしまうではないか！」

　とっとと助けろ、とおれに命令している訳ね。成程。

「よく分かった」

「何がだ？」

「いや」

　亨は、無言で少女を観察した。

　大きな瞳ひとみ、低い背せ丈たけ、ふっくらとした頬ほお。一見は十代前半くらいの幼い容姿だが、しかしその全体の印象は子供のそれとは微び妙みように異なる。神秘的な瞳の色と気の強そうな顔立ちはハッキリとした意志を感じさせ、そしてその意志を裏付ける自じ我がに満ちているよう。幼い無む邪じや気きさと老ろう獪かいな尊大さが危あやういバランスで同居しているような雰ふん囲い気きに、身に纏う大人びたノースリーブワンピースのような黒衣が異様に似合っている。

　そして……。亨は、更に少女を観察した。

　そのアンバランスな雰囲気は、その容姿と身体つきにも採用されているようだ。幼い少女のような低い背丈に、しかしその身体つきは成熟した大人のそれ。幼い容姿に似合わない豊かな胸が、身体に張り付くワンピースの上からはっきりと窺うかがえる。

　部長といい、理香といい、桐原といい……

　亨は、少女の『その場所』を見つつ、しみじみと思った。

　本当最近、巨乳な人に縁があるなあ……あ、優輝さんだけは相変わらず例外ですが。

「我の言葉に無言を返すな。無礼者が」

　クラエルロウゼルは、腕うでを組んだ。

「とっとと、我を救え」

　ふむ……。亨は『その場所』を見たまま、深く頷いた。

　腕うで組くみをすると、やっぱり目立つなあ……その場所は……

「とっとと我にＭＰを注入しろ。我に接触し、『世界の卵』のＭＰを」

「……分かった。じゃあ、ＭＰを注入してやるから」

「ふん。やっとその気になったか。物分かりの悪い男だ」

　クラエルロウゼルは腕うで組ぐみをしたまま、ふん、と鼻を鳴らした。

　それに向け、亨は無表情で言った。

「ＭＰ注入の下準備として……ちょっと、おれの言う通りの姿勢を取ってくれるかな」

「……？　今、何だかとても邪悪な目をしているぞ、火魅亨？　何故だ？」




「おい。少年」

　クラエルロウゼルは、後ろ姿で言った。

「命令だ。説明しろ少年」

　変わらず偉そうな口調で、一方的な質問。

「何故我は、こんな姿勢を取らなければならぬのだ。釈しやく明めいを聞こう」

　クラエルロウゼルは、家の柱を両りよう腕うでで抱だき抱かかえ、こちらに背を向けた姿勢だ。

　その両手は柱を抱いており、後方を見るには肩かた越ごしに振ふり返かえるしかない。

「だって」

　亨は、その後ろ姿に向けて言った。

「死角に立ってないと、お前おれを殺すだろ」

「ふむ」

　クラエルロウゼルは、振り返ったまま頷いた。

「確かに、死角に立たれると殺しにくいな」

　殺人を否定する気はないのかよ。

「少しは頭が回るのだな。褒ほめてやる。ありがたく思え」

「言っておくけどな」

　亨は、無表情のまま言葉を吐はいた。

「お前がその柱から手を離したら、その瞬しゆん間かんおれは全力で逃とう走そうするからな」

「ふむ」

「そうなったら、お前はそのままＭＰ切れて消えるしかない。分かってるよな」

「なるほど」

「だから、その手は絶対に離すなよ」

「了りよう解かいした」

　本当に分かってるのかよ。

「じゃあ」

　亨はその背中に向け、呟つぶやいた。

「ＭＰ注入するから」

「うむ」

「ところでさ。おれ、『世界の卵』と融ゆう合ごうしてから、もう二ヶ月になるんだが」

「ふむ確かに、キミが『世界の卵』を拾ったのは四月、そして今は六月だな」

「この二ヶ月間さ、優輝達たち三人のＭＰタンクとして、色々やってきた訳で」

「それがどうした」

「その経験を生かして、全力でいくから。お前が反省するまで」

「反省だと？　我が反省？　何を？」

「…………」

「言っておくがな」

　クラエルロウゼルは、柱を抱いたまま宣言した。

「不ふ埒らちな箇か所しよに触れる事は許さんぞ。許される箇所のみに触れろ。分かっているな」

「…………分かってるよ」

　亨は、柱を抱いた少女の後ろ姿に手を伸のばした。




　亨は手を伸ばし、少女の右耳を摘つまんだ。

「……うっ」

　右耳を触さわられたクラエルロウゼルは、低く呻うめいた。

　呻いて、柱を両腕で抱き抱えた姿勢のまま身体をモゾモゾと動かす。

「お、おい少年。よ、予想外の箇所を……触るな」

　後ろ姿で、戸と惑まどったような声を出した。

「だって」

　亨は、左手の指で少女の小さな右耳を摘みつつ言った。

「不埒な箇所は、触っちゃダメなんだろ。耳なら大だい丈じよう夫ぶだろ」

「それは……そうだが」

　少女は慣れない感かん触しよくに、居い心地ごこち悪そうに身体を動かした。

「二ヶ月間の経験上、この場所はけっこう注入効率いいから。安心して」

　言いつつ耳たぶを摘み、そしてそっと撫なでる。

「…………？」

　暫しばらく、このまま放置。

「……」

　触ふれている場所が、少女の右耳が、じわじわと熱を持ってきた。

　徐々に熱くなってゆく。少しずつ確実に、その場所に火が通ってゆく。

「…………？」

　順調に、ＭＰが注入されています。

「…………お……」

　クラエルロウゼルは、身体を動かした。

「お、おい……な……？　な、なんだ、これは……？」

　両腕で柱を抱いたまま、感覚に戸惑ったように不ふ審しんな声を出す。

「み、耳が……我の右耳が……耳の中がっ……！」

　摘まれている右耳を、ぴくりと動かした。

　その後ろ姿から、顰しかめたような声が漏もれる。

「痒かゆ……い！　耳の中が……痒い！」

　絞しぼり出すように、クラエルロウゼルは呻いた。

「う……か、痒……おい少年！　何だこれは？　何をしている？」

「だから、ＭＰ注入だってば。望み通りに」

「ＭＰ……な、くっ……う、ぅあ！　まだ、どんどん痒く……か、……っっ」

　呻きつつ、柱を抱いた不自由な身体を目め一いつ杯ぱい反そらせる。

「こ、これは……この感覚は、この痒みは、尋じん常じようでは……な……！　これはっ」

　反そらせた身体を、辛つらそうにもどかしそうにもぞもぞとくねらせる。

「…………」

「これは、ＭＰ毛細共振増ぞう幅ふくによる触しよつ覚かくの鋭えい敏びん化とその共鳴累るい乗じよう加速……つっ！」

「おい」

　小さく息を吐いたその後ろ姿に向け、亨は低い声を出した。

「柱から、手を離はなすなよ」

「わ、わかって、い……く……あ、あ！　な、何っ、これは、この……っ！」

　柱を抱いたまま動くその身体が、右耳を意識するように傾かたむいていく。

「ま……まだ……痒く……耳の中、……どんどん痒……っ　お、おい少年！」

　右耳を摘んだ左手を離さないまま、亨は少女の耳元に口を近づけた。

「何？」

　少女の耳元で、囁ささやくように言葉を吐く。

「……ちょっ……そんな、ち、近…………！」

　クラエルロウゼルは驚きよう愕がくのように上ずった声を上げ、目を閉じた。

　真っ赤に染まったその顔を振って、そして立て直すように決然と口を開く。

「命令だ！　少年！　……我の右耳から、手を離せ！」

「……離して、いいのか？」

「み……耳っ……耳の傍そばで喋しやべるのもやめろ！　わ、我に近づくな、無礼者が！」

「耳から手を離して……で、どこを触ればいいんだよ？」

「ど、どこを触る……って、そ、そんな……」

「どこなら、触っていいんだよ？」

「そ、それは……」

「例えば……じゃあ……」

「…………あ、や、止めろ！　触れるなっそんな所は触れるなっ無礼者がああ！」

「なら、おれはどこに触れたらいい？　ほら、言って。自分で言って」

「う……うぅ」

　少女は目を閉じ、絞しぼり出すように言った。

「……み、耳にしろ……耳………っ」

　赤く染まった顔を苦く悶もんに振ふり、荒あらい息と共に言葉を吐く。

「じっとしてろよ」

　その耳の傍で、命令のように囁く。

「ぁ……や、」

　クラエルロウゼルは、息を吐いた。

「だ、だから……言っている……だろ。そ、そんな近くは、や……やめ……」

「ほら、ちゃんと聞けって」

「ぁ……はぁっ　う、ぁぁ……」

「その柱から手を離したら、お前は消えるんだよ。忘れるなよ」

「はっ……はぁっ…………は……か、かゆ……耳、耳の中……痒…………い」

　ぽたっ。廊ろう下かに、染しみができた。

　クラエルロウゼルの汗あせが、その額を伝って、下に落ちた。

「わかった……分かった！　なら、……我の耳を掻かく事を許す！　キミが掻け！」

「お前の耳の中を、おれが掻くのか？」

「そうだ」

　クラエルロウゼルは目を開け、近くにあるこちらの顔に向けて宣言した。

「キミは左手でＭＰ注入しているから、右手は空いているだろう。耳かきを用意しろ」

「用意して……で？」

「そしてそれで、我の耳の中を掻くんだ。早く」

「おれが耳かきを使って、お前の痒い所を……この、痒い所を」

　左耳を摘んだまま、その小さな耳にさらに口を寄せ、囁くように言葉を続ける。

「……カリッ…………て、掻くのか？」

「あ…………ああっ……はぁう………………うぅん…………」

「お前が今物もの凄すごく痒い所を、耳かきで、カリッ……って」

「はぁ……ぁはぁ…………あぁん…………」

　クラエルロウゼルは、熱い息を吐いた。

「そ……そう…………そう……だ。我の耳を、カリカリって……は、早く……」

　高こう揚ようした顔でうっとりと目を閉じ、熱っぽい薔薇ばらのような息。

「は……はやく…………は、はやく……う」

　感覚を想像して、そして止まらなくなったらしい。

「分かった」

　亨は少女の耳元から口を離し、頷うなずいた。

　そして柱の横、電話機の下の引き出しを開けて耳かきを取り出す。

　右手で耳かきを持って、少女の耳を覆おおっている左掌てのひらをそっと上げ、その隙すき間まから――

「あ……」

　――吐と息いきと共に震ふるえる少女の耳に向け、ゆっくりと近づける……

「…………はぁう……ふぅ…………」

　気配だけで、近づいていくその空気の流れだけで、少女は吐息を漏らした。

「は、早く……はやく……か、」

　目を閉じ、魂たましいの底から絞り出すような溜ため息いきが漏れる。

　その溜息が消える寸前、その意識がちょうど途と切ぎれるその狭はざ間まの刹せつ那なで、

「やっぱ、止め」

　亨は右手を、耳かきを止めた。

「な……！　お、おい、な、」

　少女は目を見開き、叫さけんだ。

「なぜ止まっ……なぜ止める！　おい！　我の命令……をっ」

　耳かきを寸前で止めたまま、少女の耳に囁きかける。

「『ごめんなさい』って、まだ聞いてない」

「あ……かぁあ……う…………うぁ……」

「『殺そうとしてごめんなさい。もうしません』。言って」

「はぁぅ……あ、うぅあ…………」

「言ったら、カリッ…………て、してやるから」

「はぁっはぁっはぁ……うっ……はぁ」

「その痒い所を……この硬かたい耳かきで……カリカリ……って、引ひっ掻くから」

「ぁはぁ…………あぁん……」

　ぽたっ。廊下に、染みができた。

　クラエルロウゼルの汗が、その長い黒くろ髪かみを伝って、下に落ちた。

「…………」

　耳かきを、ゆっくり、じわじわと、微かすかに引いてゆく。

「あ…………抜ぬけ……る」

　クラエルロウゼルは、息と共に言葉を吐いた。

「い……いや……ぬ、抜くの……抜くの？」

「うん」

　亨は容よう赦しやなく頷いた。頷いて、またゆっくりじわじわと右手を引く。

「だ、だめ……だめ、ダメえっ！」

　クラエルロウゼルは柱を全力で抱きつつ、うわ言のように言った。

「か、痒……耳の中っ……限界なのに、どんどん痒く…………あ……こ……ふぁ……」

　はぁっ、と息を吐き、最後の意地のように唇くちびるを噛かむ。

「『ごめんなさい』。……ほら、言ってやった。言ってやったぞ！」

「…………」

「言った……言っただろ……ほら、早く、掻け…………早く」

　亨は、右手を微かに動かした。

　少女の耳穴の縁ふち、震える敏びん感かんな入り口を、撫ぜるように――

　――かりっ。

「きゃあああああああああ――あああああああああ！」

　断だん末まつ魔まの小動物のように、クラエルロウゼルは吠ほえた。

「ああああ！　うぁああああああああああ！　あああああああああああ！」

　力ちから尽つきたようにぐったりしていた身体が、鉄板の上の生いけ贄にえのように跳はねる。

「があああああああ！　ひっ……ひきゃあああああああああああ！」

　それに構わず、ただその箇所だけを微かに僅わずかに、撫でるように引っ掻く。

「あああああひぃいいいいいいい！　あ、きゃああああああああああ！」

　肝かん心じんな箇所には触れず、ただその縁だけを、撫でるように――

「あああああ！　ひ……ひっ……ひぃいいいいいいいい！」
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　止める。

「ああ……あ、ひ……あ…………うぁ…………ああ………ぁあ……」

　落ち着いたら、また引っ掻く。

「ああぅあああああひぃいいいいいいいいうぁぁああああああ！」

　再び、止める。

「はっ……うはぁ……はぁ…………はぁう……うぁ…………」

　クラエルロウゼルは、嵐あらしの中で弄なぶられる少女そのままの息を吐いた。

「はぁ…………うぁぁ……お……お……………おぁ……」

「…………」

「おぉ……あ……お願…………お願……い…………」

「お願い？　何を？」

「お願……そんな事……しないで……縁だけなんて、いや……焦じらすの、いや……」

　ぽたっ。廊下に、染みができた。

　クラエルロウゼルの汗が、その黒い服に染みて、下に落ちた。

「……もっと、中……痒い…………お願い…………」

「…………」

「……ごめん、なさ……殺さない……クラエルロウゼルは、殺さない……から」

　亨は耳かきを動かし、耳の中に入れた。

「あ……ああ……やっと…………やっと……お」

　そしてその耳に向け、一言。

「クロちゃん」

「な……？」

　驚おどろいたように目を見開くその顔に向け、更に言う。

「『クロちゃん反省しました』。……って、言え」

「な…………そ、そんな……我は…………我は、魔天イエツラークラエル……」

「…………」

「クラエル………ロウ……ゼ…………」

「…………」

「だ……だめ…………だめ…………黙だまるの…………や、やだ……やめて……よ」

「…………」

「ダメえっ黙るのだめえっ反応しないのダメっ放っておくのやだあああああああ！」

「……反省した？」

「反省した！　クロちゃん反省したからっお願いっ動かしてっ止めないでっ」

「言ったな？」

「言いましたっクロちゃん反省しましたっ絶対にもうしませんっ」

「痒い？」

「痒いですっ耳の中が痒いっお願いっクロちゃん反省したっお願いしますうっ！」

「じゃあ」

　亨は、低い声で宣言した。

「『クロちゃん言う事聞く』って言ってる間だけ、掻いてあげる」

「クロちゃん、言う事き――」

　亨は、右手指に力をこめた。

「クロちゃん、言う事――き―――」

　震える少女の敏感な『その箇所』のど真ん中を、力強く引っ掻く。

「き――ぎゃあああああああああああああああああああああ！」

　柱を抱くクラエルロウゼルの身体が、跳ね上がった。

「あがあうあああああそれっそこっもっともっとっ掻いてっもっとああああああああ！」

「『クロちゃん言う事聞く』ほら言って。掻くのは言ってる間だけだよ」

「ひっひいっクロちゃんっ言う事聞くっクロちゃんっ言うぅぁああああ！」

「もっと。ほら。頑がん張ばってもっと言わないと。言うと気持ちいいよ。ほら」

「言っ言うっもっと言うっクロちゃん言う事聞くっあぅあああもっとおおおおお！」

「クロちゃん気持ちいい？」

「気持ちいいっクロちゃん言う事聞くの気持ちいいっ言うからっもっとおおおあ！」

「その調子」

「クロっクロひゃんっ言う事っひっはぁっ……ク、クロひゃんっ、ク」

「ダメ。息いき継つぎの間はダメ。言ってる間しか掻かない」

「ひ………ひぅあ……ク、クロひゃ……いっ嫌いやらっ止めるのっクロひゃんっ」

「だらしないなあ……クロちゃんは」

「だっ……はぁっはぁっひぃっ…………はっ、ク、クロちゃんっ言う事っ聞っ」

「だらしないなあ……魔天クラエルロウゼルは」

「ひっ……嫌っいやあああああダメっその名はダメっ今その名で呼ぶのダメえええ！」

「だからほら、他の事は言っちゃダメだってば。その間は掻かないってば」

「やっあっダメっ言う事聞くっクロちゃんダメっダメになっちゃうっもっとおおあ！」

「その調子。凄すごい凄い。流石さすがは星型派ツアーカブの上級魔族、クラエルロウゼル」

「ひっダメっ呼ばないでダメえっクロちゃんダメえっクロちゃん言う事聞くうううう！」

「あっ泣いた。星型派の上級魔族の癖くせに、魔天クラエルロウゼルの癖に泣いた」

「やめてえええええうわああああああんクロちゃんいやあああああ」

「泣かないで。ほら。クロちゃんって呼んであげるから泣かないで」

「呼んでっクロちゃんって呼んでっ嬉うれしいっクロちゃん言う事聞くううううう！」

「ここにいるクロちゃんは、星型派の魔天クラエルロウゼルじゃないよね？」

「そうっクロちゃん違ちがうっ気持ちいいっクロちゃん言う事聞くうううう！」

「ここにいるクロちゃんは、言う事を聞くクロちゃんなんだよね？」

「そうですっ言う事聞くっクロちゃん気持ちいいっもっとっもっとおおおお！」

「大丈夫。普ふ段だんのクラエルロウゼルは、クロちゃんじゃないからね」

「嬉しいっクロちゃん嬉しいっクロちゃん気持ちいいよおおおおおおお！」

「おれにクロちゃんって呼ばれたその時だけ、クロちゃんになればいいからね」

「呼んでっクロちゃんは気持ちいいっクロちゃんは言う事聞くっぁああああ！」

「おれにクロちゃんって呼ばれた時は、クラエルロウゼルはクロちゃんになるんだよ」

「クロちゃん言うこと聞くっ呼んでっクロちゃんって呼ばれたらっ気持ちいっ気持ちっ」

「いい子いい子。じゃあ今日は、この辺で……」

　その瞬間。

　ガラッ。玄げん関かんの戸が、開いた。

「あ」

　理香が、玄関に立っていた。

　黒部理香。別名をベルセルメルゼル。幼い外見とおかっぱツヤツヤの黒髪、上品な物もの腰ごし。しかしその容姿に似合わないゴージャス完かん璧ぺきなスタイル。

「あの」

　玄関の戸を開けた姿勢のまま、理香は口を開いた。

「ただいま……帰りました。亨さん」

　丁てい寧ねいに挨あい拶さつをする理香の前で、

　べしゃ。クラエルロウゼルは力尽き、床ゆかにうつ伏ぶせに倒たおれた。

「ちょっと、何でそんな所で立ち止まるのよ！　理香！」

　理香の後ろから、元気のいい声と共に優輝が顔を出した。

　白瀬優輝。別名をセフィエル。輝かがやくようにツヤツヤと流れる赤い髪かみ、負けん気の強そうな生意気そうな表情。「若い」と「幼い」のちょうど際きわどい中間点にいるような外見と雰囲気。その身体は年ねん齢れいにしては凹おう凸とつに欠け理香とは正反対。その背中に幻げん影えいのような白い翼つばさを背せ負おっている。

「玄関の戸を開けたんなら、とっとと中に入りなさ――」

　優輝は立たち尽つくす理香を両りよう腕うででどかして玄関をくぐり、そして、

「――い？」

　光景を見て、絶句した。

　汗まみれの乱れた姿で廊下の床に力なく倒れ伏ふす少女と、そしてその目前に立つ男。

「…………亨」

　すっ。優輝は一言呟き、右手を掲かかげた。

「お、おい優輝」

『倒れ伏した少女の目前に立つ男』火魅亨は、身体を動かさないまま声を出した。

「あの、この少女はこう見えて、クラエルロウゼルという立派な魔族で」

「『金枝ミストル：：空想創生アイン・ソフ・オール』」

　優輝は静かに、自らの『金枝』の名を呼んだ。

「で、ついさっき本気でおれを殺そうとして」

　優輝の右手に、光と雷かみなりの槍やりが顕けん現げんした。

「それをおれが返かえり討うちにしたわけで、これはあくまでバトルの結果であって」

　優輝の背中の翼が、漆しつ黒こく色に輝いた。

「そこら辺の普ふ通つうの少女を誘ゆう拐かいしてきて事に及およんだとか、そういう事では断じてなくて」

　ばちばちばちばち。槍の穂ほ先さきが更さらに剣けん呑のんな音を発し始める。

「え、えっとあの、優輝さん」

　亨は、目前の白瀬優輝に向け、おずおずと言った。

「あ、あの優輝さん。ええと、お出かけの用事は……無事に終わりましたか？」

　輝く槍を持つ暗黒の天使に向け、愛あい想そ笑わらい。

「あの……劇場版ラヴリィアイのチケットは、か、」

　全身から冷ひや汗あせをだっぷりしつつ、せめて最後の希望にすがる。

「買えまし……たか？　ねえ、葵……さん？」

　優輝の更に背後にいる人ひと影かげに向け、声をかける。

　桐原葵。別名テティス。女の子にしては背が高く、理香の近くに立つと余計に目立つ。凛り々りしい瞳ひとみと隙すきのない顔立ちは歴戦の戦士のような凄みを感じさせ、しかしその新雪のような白い肌はだとそしてその身体つきは確かに女の子のそれ。

「ああ」

　優輝の背後で、葵は素す直なおに頷いた。

「人数分、買えたぞ」

「そうかあ」

　亨は、満面の笑えみを返した。

「それは良かったなあ……なあ、優輝。良かったなあ。なっ」

「…………亨」

　優輝は、宣告のように名を呼んだ。

「あ、あの」

　ひゅん。天使の雷らい槍そうが、空気を切きり裂さいた。

「何やってんのよ人がちょっと出かけた隙に何やってんのよおらあああああああ！」

　ばちばちばちばちばちばちばちばち。

「何よっこの子はっこの倒れてる子は誰だれよっアンタどこで誘拐してきたああああああ私達たちが家を開けたその隙にあんたこの家で何をしていたああああああああああああ」

「ぎゃあああっだからっその子はっ魔族でっおれを殺しにっおれは正当防衛としてっ」

「うそつけこらあああああああああああああああ！」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああ」

　白瀬優輝の『金枝：空想創生』。その光と雷の力が、遺い憾かんなく発揮された。







二章







　夏になっても、基本的な生活は変わらない。毎日学校へ行って毎日授業を受け、そして放課後になる。亨とおるは放課後、特に用事がなければ部室へと行く事にしている。これは、この箱はこ内ない高校に入学してこの文化発表部に入部した時からの習慣だ。

「お邪じや魔ましまーす」

　挨あい拶さつをしながら、部室の戸を開ける。部室の中はいつも通り。並べられた長机とその前に置かれたパイプ椅い子す、片かた隅すみにパソコンとそして壁かべに本ほん棚だな。

「お。来たか火ひ魅み部員！」

　そして、中から迎むかえる部長の声。

「今日は遅おそかったな！」

　箱内高校文化発表部部長大おお道ち反がえし彩あや華かは、今日も元気に声を出した。

「まあその」

　亨はそれに向かって、笑え顔がおを作った。

「終業後ちょっと、担任の寒村先生や校長と話してまして」

「校長と？　何を？」

「あ、いやその。えっと……昨日の父親からの電話の件で、少し」

「昨日の電話？　……昨日の用事とは、お父さんからの電話だったのか？」

「……そうです」

　こんなに突っ込んで聞かれるとは思わなかった。

「そうか」

　部長は頷いてそして少し間を空け、遠えん慮りよがちに再び口を開く。

「……で」

「何ですか？」

「ど、どんな用事……だったんだ？」

　ここまで突っ込んで聞かれるとは思わなかった。

　部長はこれまでの二年間、あまりこの件には突っ込んでこなかったのに。この二年間、おれの家庭の事は二人の間で不ふ可か侵しん地帯みたいになっていたのに。

「え、ええと」

　部長の視線の前で、亨は手を振ふった。

「別に……何でもないです。部活には関係ない事です」

「……そうか」

　部長は、頷いた。

　箱内高校文化発表部部長、名前を大道反彩華。長い髪を愛あい想そなく後ろで括くくり、五歳さいの頃ころから味も素っ気もない真っ黒縁ぶちのメガネをかけている。外した姿を見た事のある者はこの高校の生徒の中では殆ほとんどいない。そんな感じの人だが、しかし実は意外にも瞳は大きく顔の形はよく身体もグラマーで、メガネを外してちゃんとした格好をすればきっと大本の素材は悪くない……というか学年どころか校内で言っても多分かなり上位のランクに位置する外見的才能を持つはずだ。

「しかし、我わが部の方には、とてもいい知らせがあったぞ！」

　が、本人は高校二年生になっても、そんな事にはあまり関心がない様子。

「元気を出せ！　テンション上げろ、火魅部員！」

　掛かけ声ごえと共に立ち上がり、左手を腰こしに当てて右手で部室の中を示す。

　亨は、その示す方に視線を向けた。

　部室の中には、六人の人間がいる。部長、優ゆう輝き、理り香か、葵あおい、そして自分。全員がこの部活の部員で、そして今日も全員集合。年度が始まった時点では自分と部長の二人だけだったこの部活だが、その四月のうちに優輝と理香が入部し、そして五月には葵が転校と共に入部してきた。それから現在まで、部室の中はいつもこのメンバーで……

　……って。六人？　部室の中にいる頭数を、もう一度数えなおす。六人。

　ええと、昨日まではこの部活の部員は五人だった筈はずで……

「ふん」

　部室の片隅、奥おくまった箇か所しよのパイプ椅子に、六人目の女の子が座すわっていた。

「我は、望んでここに居る訳では無いぞ」

　高い、舌足らずな声。幼い女の子のような声。

「勘かん違ちがいするなよ。少年。火魅亨」

　幼い声の女の子は、箱内高校の制服を着て、文化発表部の部室に座っていた。

「一応、我の人間名を名乗っておくか」

　昨日クラエルロウゼルと名乗った黒髪の少女は、傲ごう慢まんに言った。

「我が人間名は、黒こく龍りゆう寺じ真ま央お」

　黒龍寺真央と名乗った黒髪の少女は、パイプ椅子に座ったまま腕うで組ぐみをした。

「本日よりこの箱内高校の、この部活の一員となった」

　真央は腕組をしたまま、不ふ機き嫌げんそうにこっちを見た。

「繰くり返かえして言うが。望んでそうした訳では無いぞ」

　腕うでと脚あしを組んだ不ふ遜そんな態度のまま、ふん、と鼻を鳴らした。

「我の必要に迫せまられて、だ。くれぐれも誤解するなよ」

　その右耳に付けられた星型イヤリングが、鈍にぶい輝きを放っている。

「ユイに破は壊かいされた魔炉セフイラは、直らん」

　その左耳のイヤリング……魔炉は、昨日と同じく壊こわれたままだ。

「そういう都合で、だ」

　真央は、そっぽを向いたまま断言した。

「我は本日現時刻を以て、お前の家に住む。反論は無いな」

「うえっ」

　亨は、思わず呻うめいた。また一人増えるのか。そろそろ部屋が足りないんだけど。

「『うぇっ』とは何だ！」

　真央はこっちを向いて、怒ど鳴なった。

「我が同居してやるというのだ！　嫌がるな。この無礼者が！」

「ふむ」

　怒おこる真央を見て、部長は大きく頷いた。

「さてはツンデレかね。黒龍寺部員」

「大道反彩華！」

　真央は、部長の台詞せりふをかき消すような大声を出した。

「お前、余計な事を言うな！」

「あ……あの……」

　大おお荒あれの真央から心持ち距きよ離りを置きつつ、理香が恐こわ々ごわと声を出す。

「クラエルロウ……いえ、真央さん」

「何だ？」

　真央は、平へい坦たんな顔で理香に返事した。

「えっと……あの。今日からこの部活と、亨さんの家へ……ですか？」

「理香。お前、何か文句でもあるのか？」

　真央はすっと目を細め、静かに言った。

「い、いえ……その」

「ふん」

　心持ち後ずさる理香に向け、真央はまた鼻を鳴らした。

「そもそも……だな」

　傲慢な態度を崩くずさないまま組んだ脚を動かして、そして偉えらそうに言葉を吐はく。

「お前がとっとと仕事をこなさないからこんな事になったのだ、ベルセルメルゼル！」

　ああそういえば、この人って理香の上司だったなあ。亨は思い出した。確か二ヶ月ほど前、電話でそう自己紹しよう介かいしてたっけ。この二人、同じ派は閥ばつの上司と部下なんだったっけなあ。こりゃあちょっと理香は苦労しそうだなあ。

　しかし……まあ。思い出しついでに、二人の星型魔族の顔を見比べる。

　ボブカットでほんわか気弱な理香と、つやつや長ちよう髪はつでキッツい強気の真央。

　性格と雰ふん囲い気きは、対照的な二人だけど……

　そのまま、視線を下げる。

　二人とも、低身長低てい年ねん齢れい外見ながら、なかなか豪ごう華かなスタイルをお持ちで。

　目を引くのはやはり新しん鮮せんな真央。昨日はあまりじっくり見れなかったけど、こうして改めて眺ながめてみるとなかなか素す晴ばらしい。身体はあくまでも細く幼く、しかし肝心な箇所は魅み惑わく的てきな超ちようグラマー。一見アンバランスな取り合わせながらそれが逆に調和した完成品のような芸術的外見。魔族とか派閥とかの理り屈くつはよく分からんが、同じ派閥だとこういう所も同じなのだろうか。

「亨」

　横から、冷れい酷こくな声がかかった。

「どこ見てんの」

　凹おう凸とつに欠ける天使、優輝だった。

「今、何か考えた？」

「あっいえっ」

　急いで視線をそっちへ向け、慌あわてて言う。

「あの、おれは別にそんな。胸がどうとかなんて考えてないですよ！」

「…………」

　あっ。優輝さん怒った。

「あ、あの」

　なぜか言い訳みたいな口調で、続ける。

「新入部員だし。ほらあの、新鮮だし」

　我ながら、何を言ってるのかよく分からん。

「ふん。デレデレしてんじゃないわよ、みっともない！」

　別に悪い事した訳じゃないのに、なんでおれはこんなに焦ってるんだろう。何となく思う。理香が入部してきた時もそうだったけど、なんか女の子の新入部員が入ってくるたびに優輝さんは機き嫌げんが悪くなる。……まあ、魔族が同じ学校へ来てしかも同じ部活へ入ってくるっていうんだからイライラするのも無理はないんだけど、でもなんでいつもおれに八つ当たりしてくるんだ。

「何を苛いら立だっている、優輝」

　テティス……桐きり原はら葵が、それに声をかけた。

「私としては、部員が増えることは嬉しいのだが」

「そ、そりゃあ私だってそうよ。でもね、この男が……」

「『この男が？』」

「え、えっとね。亨が、また新しい女の子にデレっとして」

「ふむ。私はそういう事は、よく分からんが」

　葵は、首をかしげた。

「なぜ、亨の行動についてお前が怒る」

「なっ……！」

　優輝は、なぜか焦って立ち上がった。

「ちょっと、葵！」

「なんだ」

「あのね、私は、この男の事で怒ってる訳じゃなくて……」

「さっき『この男』と言っていなかったか？」

「え、えっと……そう、こいつの『世界の卵ユグドラシル』を心配してるのよ！」

「ふむ……」

　葵は、深く頷うなずいた。

「確かに、真央と亨が『男女の関係』になってしまったら、私は困るし悔くやしいが」

「なああああああああ！」

　優輝の顔が、一いつ瞬しゆんで真っ赤になった。

「葵！　こんな所でいきなり何言ってんのよ！」

『世界の卵』の持ち主が天使・魔族と接せつ触しよくすると、その濃のう度どに比例した量のＭＰがその身体に流れ込む。濃のう厚こうな接触をすればするほど流入ＭＰは多くなる。

　そして『濃厚な接触』の究極と言えば……つまり『男女の関係』だ。

『世界の卵』の持ち主……つまりおれが、天使や魔族と『男女の関係』になれば、その天使・魔族は『世界の卵』の圧あつ倒とう的てきなＭＰを、ほぼそのまま手に入れる事になる。

　以後『世界の卵』は二人の間での共有のような形となり、その天使・魔族は、超ちよう越えつ的てきな現世干かん渉しよう力を揮ふるえる存在となるのだ。理香などは一応、それを実行する為ために人間界に派は遣けんされてきた……のだが、今の所まだ実行に至っていない。

「私は何か、妙みような事を言ったか？」

　いきなり『その行こう為い』を口にした葵は、また首をかしげた。

「すまんな。私は戦せん闘とうの事以外はとんと疎うとくて」

「意味の分からない単語は、ちゃんと調べてから使いなさい、葵！」

　優輝は真っ赤な顔のまま、八つ当たりのように怒鳴った。

「アンタも高校生になったんだから、いい加減にそういう事を勉強しなさいよ！」

「言われなくても、最近は勉強している」

　優輝の言葉に、葵はムッとしたように言い返した。

「上司に教わり、日々学習しているぞ」

「……念ねんの為に聞くけど」

　真ま面じ目めそのものの顔で言う葵を、優輝はジトッとした顔で見つめた。

「最近は、どんな事を習ったのよ」

「『シルクのビスチェ＋ガーターベルトは最強だ』」

　真しん剣けんそのものの顔で、葵は宣言した。

「目標に対し、非常に効果的なダメージを与あたえるらしい」

「ちょっとアンタ、一回その上司とじっくり話してみたら？」

「なんだと。私の上司は真の戦士だぞ。目的の為には手段は選ばない」

「いいから一回疑ってみなさい。その『手段の選ばなさ』っぷりをよく考えてみなさい」

　ひょっとしたら葵も、理香と同じ意図でここに派遣されたのかもしれない。

「戦闘において、衣類や装備は非常に重要な要素だぞ」

　本人はイマイチ理解して無さそうだけど。

「一昨日も、亨に『犬ミミ＋黒ビキニも相当な戦せん闘とう力りよくを持つ』と教わった」

「亨」

　優輝はこちらを向いて、低い声を出した。

「アンタ、私の目の届かない所で、また何か」

「『更に犬尻尾しつぽを装備すると、総合数値が跳はね上がる』と説明を受けて」

「亨。どこ行くの。ここに居なさい。ちょっと暫しばらくこの部屋に居なさい」

「私には見慣れぬ装備品だったが『人間界では普通だよ』と言われて」

「亨。ちょっとこっち向いて。目ぇ逸そらさないで。ちょっと」

「『尻尾を装備してあげる。力抜ぬいて後ろ向いて床に手を着いて』と提案を受けて」

「亨。立って。ちょっとそのパイプ椅子から立って。早く」

「装備した後『犬ってさ、嬉しいと尻しつ尾ぽ振ふるよね。こんな風に』と実演されて」

「亨。正座して。ちょっとそこの床で正座。早く」

「『尻尾を振りながら、可愛かわいく鳴くよね。ほら鳴いてみて』と助言を受けて」

「亨。なんで遠くを見てんの。こっち見なさい。私の目を見なさい」

「私は自身戦闘力向上の意思に基もとづき、出来る限りの可愛さの鳴き声を」

「亨。なんで目泳いでんの。真まっ直すぐ見なさい。目を逸らさないで真っ直ぐ」

「『その調子。もっと尻尾動かすから、もっと嬉しく鳴いて』と実習を受け」

「亨。喋しやべりなさい。口を開きなさい。言い訳をしなさい。早く」

「私は自身の戦闘数値向上の為、尻尾の動きと共に可愛い犬のように」

「あっそう言えば」

　亨は、口を動かした。

「葵は、これで初めて部の後こう輩はいが出来たんだなあ。うん」

「わ、わう……。くぅうん……葵、嬉うれし……嬉しいから……尻尾、振るの……ぉ……」

「ねっ葵さんっ。後輩が出来るのは嬉しいよねっ。ねっほらっちょっとっ」

「もっと、尻尾ぉ……嬉しいから……鳴くから、尻尾動かして……後ろ、気持ち……ぃ」

「ほらっ葵さんっ。ここは家じゃないよっ。今は部活っ。ここは部室ですよっ」

「わぅぅ……葵、わんこになるの……首輪されたら……わんこになって……尻尾ぉ……」

「はいっ葵さんっ。これから三つ数えたら正気に戻もどります。一、二、三。はい」

「あ。　……あ？」

　はっ、と我に返って、葵は目をぱちくりした。

「ねっ葵さん。後輩が出来るのは嬉しいよねっ。ほら」

「？　……そ、そうだ。……ええと。そう。後輩が出来るのは、とても嬉しいぞ」

「そうだよねえ。いやあ、我が部活は今日も平和だねえ。優輝さん」

「…………」

　ばちっ。優輝の右手に、白銀色の雷らい槍そうが実体化した。

　ばちばちばちばちばちばちばちばちばちばちばち。

「あぎゃああああああああああああああああああああああああああああ」

　白しら瀬せ優輝の『金枝ミストル：：空想創生アイン・ソフ・オール』。その光と雷かみなりの力が、遺憾なく発揮された。




「我が、一番の後輩だと」

　真央は目前で起こった雷らい撃げきの惨さん劇げきを完璧にシカトし、自分の都合を言った。

「何度も言うが、お前のせいだぞ、理香」

　部室の隅すみで横たわる惨劇の被ひ害がい者しやを無視し、理香に向かって怒る。

「ひーん」

　理香が泣かされた。

「我は、これからお前と同居する事になる。お前は我の手足として働くのだ」

「うえーん」

「お前が今使っている部屋は、我が徴ちよう発はつする。いいな」

　なんでこの人は、他人の家の部屋を勝手に徴発してるんだよ。

　部室の隅で煙けむりを吐いて横たわりつつ、亨は薄うすれる意識で微かすかに思った。

「あ、あの、じゃあわたしは、今日からどこへ行けば」

「知るか」

「うひーん」

「我はお前の上司だ。よって、お前より高待遇を受ける権利がある」

「そんなー」

「以上だ。分かったな。反論は認めん。肯こう定ていしろ」

「……分かりました」

「当然だ。さてまず、お前の空間転移で、我の荷物を運び込むが」

「はい」

　真央の尊大な命令を前に、理香は素直に返事した。

　返事して、そして自ら言葉を続ける。

「クロちゃんの荷物を運び込むんですね？　真央さん？」

「そうだ理香。お前の魔ま力りよくで、我の、クロちゃんの荷っ」

　真央が停止した。

「…………」

　理香の口から発せられた『クロちゃん』の単語と共に、停止して動かなくなった。

　動かなくなって、そしてその全身からダラダラっと冷や汗あせを流す。

「あれ？」

　優輝は惨劇の雷槍を特にコメントすらなく仕し舞まいつつ、不ふ審しんそうな声を出した。

「どうしたの？　真央？」

「さあ？」

　理香は、不思議そうに首をかしげた。

「クロちゃん、どうかしたんでしょうか？」

「『クロちゃん』？」

　優輝は目をぱちくりして、その単語を復唱する。

「クロちゃんって何？　理香？」

「ええと優輝さん、クロちゃんというのはとても可愛い亨さんのペットで、」

「え？　亨、ペットなんか飼ってたの？　いつの間に？」

「亨さんの言う事を何でも聞く、鳴き声がとっても可愛い小動物さんで」

「…………」

　真央は硬こう直ちよくしたまま、目玉だけを動かして理香を見た。

「お……」

　微かな、囁ささやくような声がその口から漏もれる。

「そう言えばお前昨日、他の者より数秒早く『あの現場』に入った……な」

「そうでしたっけ？　クロちゃん、細かい事をよく覚えてますねえ」

　ぽたっ。部室の床ゆかに、染しみができた。

　真央の冷や汗が、その長い黒くろ髪かみを伝って、下に落ちた。

「み」

　息と共に、真央は言葉を吐いた。

「見ていた……のか？　理香？」

「何をですか？」

「聞いて……いたのか？　我の……あれを」

「何をですか？　『我のあれ』って、何ですか？」

　理香は不思議そうに、首をかしげた。

「不思議な事を言いますねえ。クロちゃ……あ、いえ。真央さんは」

「分かった」

　真央は突とつ然ぜん、大きく頷いた。

「よし。我が悪かった理香」

　大きく頷いて理香の方を向き、その両腕を握にぎって真っ直ぐその目を見る。

「あの部屋は、我とお前の共同としよう。それで良いな？」

「いいんですか？　クロちゃん」

「いやいやいやいやいいんだ理香。我らは仲間ではないか」

　真央は、理香の両腕をぶんぶんと振った。

「仲間である以上、双そう方ほうの利益となる道を共に模も索さくすべきだ。なっ」

「いえそんな、わたしはご命令通り、あのお部屋を明あけ渡わたしますから」

「いやいやいいんだ理香。我が悪かった。格上だからと調子に乗りすぎた」

「『格上？』」

「ああいやいや。そうそう今の我らはクラスメイトだったな。同窓だなっ理香」

「いえいえ真央さん、わたしは今日から優輝さんの部屋にお邪魔しますから」

「いやいやそう言わずに。同窓同士、仲良くしようじゃないか理香。なっ」

「そして夜とかに、可愛いクロちゃんのお話を一から十までガッチリ優輝さんに話して」

「だから理香、クロちゃんって何よ？」

「ええと優輝さん、クロちゃんというのはですね。先日、この真央さんが」

「悪かった悪かった色々と悪かったこれからは仲良くしよう理香っなっほらっなっ」

　ああ、理香と真央が仲良くなったようだぞ。良かったなあ。




「さてそれでは、本日は新入部員入部記念日として！」

　部長が、纏まとめるように宣言した。

「新人歓かん迎げい会かいをしようか！」

「新人歓迎会？」

　亨は、何も考えず復唱した。

「そんな事やるんですか？　他の連中の時はやらなかったのに」

「『そんな事』とは何だ、火魅亨！」

　理香と揉もめていた真央が、こちらに向けて鋭するどく言った。

「我が入部するのだ！　お前が歓かん迎げいしなくてどうする、無礼者が！」

「お前、入部したいのか入部したくないのかどっちだよ」

「順調なツンデレだな、黒龍寺部員！」

「違ちがうと言っているだろうが！」

「ふむ成なる程ほど。これがツンデレか」

　葵は、真面目そのものの顔で感心した。

「そういえば先日、上司が『ツンデレ＋リボン拘こう束そくは天下無む双そうだ』と言っていたような」

「いいからアンタ、一回その上司殴なぐってきなさい！」

「なに、明日もめでたい日だからな」

　二人の会話を華か麗れいに流し、部長は話題を続けた。

「その前夜祭も含ふくめてだ。そうだ。合宿はどうだろう。明日は土曜日だし！」

「明日だと？」

　真央は、眉まゆを顰ひそめた。

「明日、どんなめでたい事があるというのだ？　我は知らんぞ」

「明日は……」

　待ってましたとばかりに、部長は質問に答えた。

「明日は、いよいよ待ちに待ったラヴリィアイ劇場版の封ふう切きり日だ！」

　イキイキした目で、パイプ椅子から立ち上がった。

『究極天使ラヴリィアイ』。名前を聞いて、改めて思い出す。

　二年ほど前にテレビ放映された全二十六話のロボットアニメ。主人公のミライススムとヒロインのタチバナアカネ。そしてアカネに惚ほれたライバルのハルカワタル。以上三名が、次々と登場する敵を倒たおし世界の謎なぞを解き明かし、そして世界を救う話。

　放映当時大ヒット人気作となり、最近になってもその人気はまだ衰おとろえていない。ＤＶＤやグッズはいまだ絶えることなく次々と発売され、そして予定されていた劇場版が明日ついにやっと公開。何でも、テレビ版最終回の続きで、完全なる完結編らしい。

「テレビ版二十六話から、待つこと二年！　いよいよだ！」

　立ち上がった勢いで、ビシッ！　とこちらを指差した。

「今回は、大人になったミライススムが主人公らしい！」

「そうですか」

「敵の名は、魔ま王おうイーブルアイと言うらしい！」

「ラヴリィアイとイーブルアイ。非常に分かりやすいですね」

「ハルカワタルが、少し残念な事になるそうだ！」

「いきなりネタバレですか」

「映画館の予告デモを見ただけだ！」

　映画館の予告デモ……ああ。昨日三人でチケットを買いに行った時に見たのか。

「覚かく悟ごはいいか、火魅部員！」

「何の覚悟ですか」

「知らん！」

　うわテンション高っ。凄すごいワクワクしてるぞ。この人。

「今日は新入部員の入部、明日はラヴリィアイ劇場版の公開日……」

　こちらを指差したまま、湧わき出でるマグマを制せい御ぎよするように熱っぽく喋る。

「それで弾はずみをつけ、一気に夏コミの準備。イベント目め白じろ押おしだ。実にめでたい！」

　略して夏コミ、略さないと夏のコミカルマーケット。年二回、お盆ぼんと年末の頃に、東京のとある湾わん岸がん施し設せつで行われるビッグなイベント。

「私の夏コミ用原げん稿こうは、既すでに完成目前。後は最後の仕上げを残すのみ！」

　この部活は、この部長は、そのイベントの場で部発行の創作文芸誌を頒はん布ぷする予定だ。

「これから〆切まで、一いつ気き呵か成せいに行くぞ！」

「良かったわねえ。部長」

「他人事のように言うな、優輝部員！」

　部長は、優輝の方をビシッ！　と指差した。

「次の冬コミには、優輝部員にも何か『文化発表』をして貰もらうからな！」

「ええっ」

「当然だ」

　絶句する優輝に向け、ふふん、と機関車のように鼻息を吐く。

「我が部の名を言ってみろ、優輝部員」

「文化発表部……だけど」

「その通り」

　文化発表部。名前の通り、自分たちで色々な文化創作をしてそれを発表する部活。

　と言っても今の所「文化創造」をしているのは部長だけ。部長が一人で同人誌の執しつ筆ぴつや新人賞への投とう稿こうなどを行い、他の四人は専もつぱら、既き存そん作品の鑑かん賞しようと吸収……つまりまあ、適当にアニメなどを見つつ適当に部室に来て適当にぶらぶらしていた。

「そして……」

　部長は立ったまま、今度はこちらの方を見た。

「火魅部員。キミはどうなんだ」

「あ」

　突然話を振られ、慌てる。

「あ……いや、その」

　言われるまでもなく、そりゃそうだ。優輝と理香と葵は見習い部員だとしても、この自分は一年生の時からここにいる、いわば古株。折せつ角かくの夏コミだし、何か「文化発表」をした方がいい……のだが。

「いや……ええと」

　真っ直ぐな部長の視線に耐たえられなくなり、目を逸らす。

「あの……おれは、今は、ちょっと」

　自分の声が、どんどん小さくなっていくのが分かる。

「……書けないん、です」

　最後は、みっともない小声になってしまった。

「何故なぜ」

「…………」

　今回だけじゃない。亨は思い出す。おれは二年前から、家庭にあの問題が発生したあの日から、自分で物語を書けなくなってしまった。理由は……理由は大体自分でも察しがついている。けど、今それについて考えるのは嫌いやだ。

「…………いや」

　部長は立ったまま、ふっ、と息を吐いた。

「強制して書けるモノでもないか……すまんな」

　部長が謝あやまる理由なんて、これっぽっちも無い。

「すいません」

　亨は頭を下げた。

「しかし……いつでも、待っているからな。火魅部員」

「はい」

「と……とにかくさあ、部長、亨！」

　優輝が、わざとのような明るい声を出した。

「そんな事置いといて、明日はラヴリィアイなのよ！」

　言って、スカートのポケットから自分の分の映画チケットを取り出す。

「ほら、明日の朝一にスタート！　とりあえずそれ見てテンション上げましょう、ねっ」

「ふん。仲のいい事だな」

　真央は冷酷に言って、不ふ機き嫌げんな声になった。

「五人分のチケットまで買って、ご苦労な事だ」

「真央部員！」

「何だ？　ふん。我に気を使う必要はないぞ。我はそんなものには、興味は」

「キミの分のチケットだ！」

　ぐっ。部長は真央の右手を取り、その手に一枚のチケットを押おし付つけた。

「な」

　右手に押し付けられた部長の手を見て、真央は瞬まばたきをした。

「今朝、新入部員が来ると聞いてな」

　部長は真央の手を握りつつ、機関車のような勢いで言った。

「昼休みに急きゆう遽きよ家へ電話し、家の者に追加チケットを取ってもらった」

「……」

「気にするな。ウチの父親は今、関西転勤の準備で休きゆう暇か中。ヒマだ」

「…………」

　真央は繋つながった手を、その中のチケットを暫く見て、そして部長を見上げた。

「ちょうど一枚、何処どこかからキャンセルがあったらしくてな。運が良かった」

　部長は、手を離はなした。

「む……」

　真央は不機嫌な顔を作ったまま、自分の手と部長の手を見比べた。

　違う手に、同じチケット。

「金なら気にするな」

　部長は更さらに胸をはって、頷いた。

「昨日と同じように、部費で領収書をきった」

「えっ部長。それはちょっとマズいんじゃないんですか」

「大だい丈じよう夫ぶだ。芸術家の合言葉は『遊びも全すべて取材経費』」

　あっ。部長が密ひそかに大人の発言をっ。

「あ、ああ、まあ……」

　真央は右手のチケットを、ポケットの中に入れた。

「チケットがあるのなら、付いて行ってやる」

「ふむ」

「それに良く考えれば、我わが『世界の卵』と離れるのは好ましくないしな」

「成程」

「くれぐれも言っておくが、馴なれ合あうつもりは無いからな」

「実に理想的なツンデレだ！」

「違うと言っているだろうが！」




　闇やみの中、小さな黒い箱の前に、道化クラウンと名のついた妖よう精せいが座っている。

「さて……魔王様」

　道化の手には、先さき程ほどの人形が握られている。

「目前に迫せまった、ラヴリィアイ劇場版」

　黄色の髪かみを三つ編みに纏めた、凛り々りしい少女の人形。

「更に、それによって繋がるささやかな絆きずな――」

　少女の身体は、女学生の制服……セーラー服に包まれている。

「それはそれで、とても美しく楽しい物語でございますが」

　少女は、セーラー服の上に、更に鎧よろいを着込んでいる。

「こちらも、このように――」

　セーラー服と鎧を着込んだ少女の両耳には、三日月形のイヤリングが揺ゆれている。

「――準備は、完かん了りようにございます」

　頭には豪ごう華かな飾かざり羽のついた金色の兜かぶとを被かぶり、上半身には同じく金色のプレートメイルを装備。プレートメイルの胸の部分はやけに胸の形を強調するデザインが成されてあり、首から下がるセーラー服のスカーフがその無骨で魅み惑わく的てきな膨ふくらみに彩いろどりを添そえる。

　しかし、鎧が防ぼう御ぎよの体を成しているのはそこまで。その下、肝かん心じんの守るべき腹は完全に剥むき出しとなっており、まくれ上がるセーラー服越ごしに臍へそすら見える。下半身も同じく、まるでショートパンツかブルマを思わせる形状の鎧が腰こしの辺りを僅わずかに守るのみで、後はスカートが飾り布のようにはためいているだけ。全体的に戦闘自体の事はあまり考えず、ただ女性の身体を強調し魅み力りよく的てきに演出するその為だけのような外装。

「この者こそが……ユイ」

　道化は、ユイと呼ばれた人形を、ふっ、と放ほうり上げた。

「間もなく『あの世界』に襲おそい来る、最強の魔ま族ぞくにございます」

　ユイと呼ばれた人形はそのまま宙を舞まい、そして、

「そう、間もなく……」

　宙を舞い、そして、黒い箱の中に入った。

「さあ、今、まさに！」




「チケットは人数分あるとしても、だ」

　ポケットに入れたチケットを上から触さわりつつ、真央は呟つぶやいた。

「明日、それが全て無事に使われる保証は無いのだぞ。分かっているのか？」

「ん？　どういう事よ。真央」

「もう忘れたのか」

　質問した優輝に向け、真央は冷たく言い放った。

「これから間もなく、この地に、最強魔族ユイが襲しゆう来らい……」

　言葉の途と中ちゆうで、




　ぴりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり




　優輝の翼つばさから、魔族接近の警報が鳴なり響ひびいた。

「こ……これは…………この気配はっ」

　緊きん張ちように満ちた声とともに、真央はパイプ椅い子すから立ち上がった。

「ユイ！」







三章







　ぴりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり




　優ゆう輝きの翼から再度、魔族接近の警報が鳴り響いた。

「あらあらまあまあ。クラエルロウゼルさん！」

　二度目の警報音と共に、部室の中に聞きなれない声が響き渡る。

「先日、私の前から無様に逃とう走そうしたと思っていたら……」

　まだまだ幼い、しかしその年ねん齢れいの割には落おち着つき払はらった女の子の声。

「このような所に潜ひそんでおられたのですね！　ほほほほほほほほほ！」

　狭せまい部室に、けたたましい笑い声が響き渡る。

「そして……あらあら。他の魔族と、なんと天使さんもご一いつ緒しよ。賑にぎやかですのね！」

　声はすれども姿は見えない。ただ声だけが、部室の中に響いている。

「なんと『世界の卵ユグドラシル』の少年もご一緒なのですね。これはこれは凡ぼん夫ぷどもが勢せい揃ぞろい！」

　高らかな女の子の哄こう笑しようが、部室の中に響き渡る。

「そちらの戦せん闘とう員いんは四人、そして対する私は一人。なんと、四対一！」

　敗北も挫ざ折せつも知らない、プライドの塊かたまりのような声。

「一人一人潰つぶす手間が省けて、非常によろしいですわね！　ほほほほほ！」

　周囲の者全てを見下しているかのような、自信満々の声。

「一度に四人もの天使・魔族を葬ほうむれるなんて、私はなんと運のいい！」

「大口はいい。姿を見せろユイ」

　油断無く立ち上がりながら、葵あおいは言った。

「ほほ。血気盛んな事」

　声の主は、高みからのように笑い声を返した。

「声だけか。最強魔族と聞いていたが、意外と気は小さいのだな」

「おやおや。挑ちよう発はつですかテティスさん。凡夫にしては知ち恵えが回る事」

「口だけは達者ね、ユイ！　口だけじゃなくて、姿も出したらどうなの！」

　優輝も立ち上がり、天てん井じように向けて怒ど鳴なった。

「ほほほほほほほほほほ！」

　声の主は、何も気にしていないように笑った。

「この私に向けて……出向けと？　私が、凡夫の方へとわざわざ出向く？　まあ。非常にユニークな発想ですわね。とても、真似まねできませんわ」

「出てくる気が無いなら、とっとと帰りなさいよ！　誰だれも呼んでないわよ！」

「あらあら……優輝さん。この私が、そのような狭っ苦しい所に出向くとでも？」

「確かに狭っ苦しいな」

「ちょっと亨とおる！」

　優輝はこっちを見て、怒鳴った。

「アンタ何同意してんのよ！　双方激論バトル中でしょっ見て分かんないの？」

「いやだって優輝、正直この部室そろそろ手て狭ぜまに」

「敵の意見を受け入れてどうすんの！　気持ちで負けんな気持ちで！」

「そのような狭っ苦しい場所、私の戦いの舞ぶ台たいとして相応ふさわしくありませんわ！」

「ほらっ！　なんか負けたカンジになったじゃないの！　アンタのせいよ！」

「おれのせいか……」

「折角、葵と二人で頑がん張ばってたのに！」

「ごめん……」

「あっ。亨ちゃんが落ち込んだっ。打たれ弱っ」

「あなた達から、私の所へと出向きなさいな！」

　声の主は、姿を見せないまま命令した。

「こんな狭っ苦しい所ではなく、見晴らしのいい屋上でお待ちしております」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで、場所指定。

「全員、駆かけ足あしで！　……と言いたい所ですけれども……弱者に情けをかけるのは王者の嗜たしなみ。充じゆう分ぶんに準備と別れを済ませた後、心の準備を整えてからで宜よろしいですわ！　私の最後の心こころ遣づかい、有あり難がたく感謝して噛かみ締しめなさい！　ほほほほほほほほほ！」

「よし、お言葉に甘あまえて今のうちにトイレ行っといてやるよ！」

「亨、アンタちょっと黙だまってなさい！」

「だって、さっき気持ちで負けるなって」

「いいからもう喋んな！　センスないのよアンタは！」

「ごめん……」

「あっ亨ちゃんが沈しずんだっ。打たれ弱っ！」

「――まあ、とは言え」

　沈んだ人間を放置し、優輝は冷静に分ぶん析せきした。

「こちらは複数。狭い室内で籠ろう城じようするより、広い所の方が有利かもね」

「む……一対多数は、私の望む所ではないのだが」

　葵は、少し不満げに唸うなった。

「それは仕方ないでしょ！　戦争に状じよう況きようは付き物よ！」

「そうとも、白しら瀬せ部員！」

　なぜか部長が、力強く言った。

「ラヴリィアイ十八話『愛と誠まこと』のエピソードもそうだった！」

　またそれですか。

「愛と友情のコンビネーションで、巨きよ大だいな敵を倒す！　合体バトルの醍だい醐ご味みだ！」

「いい事言うじゃん部長！　その通りよ！」

「うむ！　流石さすがは我わが文化発表部武装決戦課課長、白瀬優輝！」

「おい理り香か」

　真ま央おが、横にいる理香に向けて声を出した。

「武装決戦課とは何だ。我はそんなモノに参加した覚えは無いのだが」

「あっ真央さんダメです。ノってる部長さんはそっとしとかないとダメです」

「『合言葉は、合体だ！』」

　ラヴリィアイ二十話のサブタイトルを宣言しつつ、部長は力強く右みぎ腕うでを上げた。

「全員の気持ちを一つにすれば、出来ない事など何もない！　恐おそれる事など何もない！」

「おい理香。この者は普ふ通つうの人間の癖くせに、なぜバトルを仕切って」

「しっ。逆らっちゃダメです真央さん。静かにしないと」

「『世界など関係ない！　ただ意思さえあれば、必ず道は開ける！』」

「おっけえええええええええ！」

　部長と優輝は、熱血同士でかなり気が合うらしい。

「バトル、開始だ！」

　部長は、叫さけんだ。

「全員無事に、一人も欠ける事なく明日の日を迎むかえるのだ！」




　まだ学校に残っている生徒を横目に見つつ、全員で屋上への階段を上がってゆく。

　その途中、優輝は真央に声をかけた。

「ねえ、真央」

「気安く呼ぶな、天使」

　真央は、ムッとした顔で言い返した。

「え？　なんでよ。同じ部活でしょ」
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　それに向け、優輝は当然のように言った。

「だから、我は……」

　真央は更に言いい募つのろうとして、途中で口を閉じた。

「……いや、いい。何の用だ白瀬優輝」

「アンタってさ、昨日、ユイと戦ったのよね」

「ああ、そう言えば」

　亨は、思わず頷うなずいた。

　真央は昨日ユイと戦って敗北し、そしてウチの家に逃にげ込こんできたんだった。

「ユイの能力の情報とか『金枝ミストル』の正体とか、ないの？」

　優輝の質問に、真央はちょっと目を逸らして返事した。

「情報……そんなものは、無い」

「何でよ。味方なんだから、出し惜おしみしないでよ」

「出し惜しみなどせん」

　真央は階段を上がりつつ、平へい坦たんに聞こえる口調で言った。

「ユイは、『金枝』を発動する事無く、その魔力のみによって我の魔炉セフイラを破は壊かいした」

「え」

　優輝の代わりに、思わず絶句。

　天使や魔族は本来、その『金枝』を媒ばい介かいに現世干かん渉しよう力を発動する。よって、『金枝』を実体化しない状態では大した事は出来ない筈はず……なのだが。

「最強魔族の名は伊達だてではない、という事か」

　先頭を歩く葵は、視線を前に向けたまま冷静な声を出した。

「なんの！　恐れる事は何も無い！」

　しんがりを務めていた部長が、吹ふき飛とばすように言う。

「我ら武装部員のコンビネーションは、完かん璧ぺきだ！」

「だから、何を根こん拠きよにそんな事を……」

「信じれば奇き跡せきは起こる！　奇跡が起こるまで、信じ続けるんだ！」

　ツッコミを入れる真央に、部長は断言した。

「世界がどんな形をしていようと……進む意思は、変わりはしない！」




「あら」

　箱はこ内ない高校の屋上は、がらんとしていた。

「意外と、お早い到とう着ちやくですのね」

　だだっ広いコンクリート広場の中央に、ただ一人、女の子が立っているだけ。

「てっきり、このまま逃げるか……」

　下から響く運動部連中の練習声をＢＧＭに、女の子は一人静かに立っていた。

「または、夜よ更ふけまで延々時間を稼かせぐ心算つもりかと思っておりましたわ」

　ユイと名のついた女の子は、屋上の中心で、堂々と立っていた。

「そして……まあ」

　六人全員の前で、一いつ切さい怯ひるんだ様子も無く女の子は笑う。

「こうして見ると、つくづく大所帯ですのね。ええと、魔族が三人と……」

　女の子は、黄色の髪を長い三つ編みに纏めている。

「天使が一人。数だけが頼たよりの凡夫は、実に涙なみだぐましいですわねえ」

　女の子の瞳ひとみは、敗北も挫折も知らないプライドの輝かがやきに満ちている。

「更に、『世界の卵』の少年……と。以上かしら？」

　少女の口元は、周囲の者全てを見下ろすかのように、自信満々の笑えみを浮うかべている。

「そちらの人間の方は？　見学？　ええ、私の力、充分に見学するといいわ」

　女の子の身体は、女学生の制服、セーラー服に包まれている。

「それでは、戦いに先立って」

　女の子はこちらに向け、こつっと一歩踏ふみ出した。

「改めて、自己紹しよう介かいと参りましょうか」

　一歩を踏み出して、優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

「私の名前は、ユイ」

　ユイと名乗った少女は、六人を相手に、余裕綽々の笑みを浮かべた。

「三日月派ケムダーのユイ」

　その両耳には、三日月形のイヤリングが揺れている。

「以後、お見知りおきを……あ、いえ、その必要はありませんわね」

　屋上を、軽い風が吹き抜ぬけていった。

　ユイの三つ編みとセーラー服のスカートが、見事に風にはためく。

「『以後』など、あなた方には存在しないのですから」

「大層な口を利きいてるけど」

　優輝は、冷静に言葉を返した。

「アンタ、自分の状況分かってんの？」

「ええ。充分に理解しておりますわよ」

　ユイは更に一歩足を踏み出しつつ、優輝に向けて笑いかける。

「『空想創生アイン・ソフ・オール』の、白瀬優輝さん」

「む……」

　名乗った筈の無い『金枝』の名前を宣言され、優輝は軽く唇くちびるを噛んだ。

「その能力は……確か光と雷かみなり、そして光翼の力でしたっけ。そして……」

　ユイはゆっくりと歩を進めながら、徐じよ々じよにこちらとの距きよ離りを詰つめながら、言葉を続ける。

　まず、葵に目を止める。

「斥せき力りよくと引力の金枝ミストル『裂光残影クトウーラ』の桐きり原はら葵さん」

　次に、理香の方を向く。

「空間移動『世界閉鎖クロウズ・ワールド』の黒くろ部べ理香さん」

　最後に、真央に目を向ける。

「そして、限定範はん囲いの絶対精神干渉力『世界論理ローフルローカス』の黒こく龍りゆう寺じ真央さん。以上かしら？

　……ふう。皆みな様さま、凡夫に相応ふさわしい、ささやかな能力ですこと」

「ふむ」

　葵は、特に不快な風でも無く口を開いた。

「下調べも完璧、という事か。流石さすがだな」

「あら葵さん。失礼な。私は凡夫ども相手に、わざわざ下調べなど致いたしません」

　ユイは形のいい眉を顰ひそめ、葵の方を見た。

「たまたま知っていただけですわ。こんな情報、私には何の価値もございません」

　わざとらしく不ふ愉ゆ快かいそうに言って、その足を止める。

「なんなら、私の能力もここで明かしてしまいましょう。私の能力は……」

　ユイは足を止め、腰を深く落として、息と共に呪じゆ文もんを吐はいた。

「『金枝ミストル：：七味戦乙女ニーヴエルング』！」

　ユイの呪文と共に、そのセーラー服の上から金色の鎧が実体化する。

　頭には豪華な飾り羽のついた金色の兜を被り、上半身には同じく金色のプレートメイルを装備。プレートメイルの胸の部分はやけに胸の形を強調するデザインが成されてあり、首から下がるセーラー服のスカーフがその無骨で魅惑的な膨らみに彩りを添える。

　しかし、鎧が防御の体を成しているのはそこまで。その下、肝心の守るべき腹は完全に剥き出しとなっており、まくれ上がるセーラー服越しに臍すら見える。下半身も同じく、まるでショートパンツかブルマを思わせる形状の鎧が腰の辺りを僅かに守るのみで、後はスカートが飾り布のようにはためいているだけ。全体的に戦せん闘とう自体の事はあまり考えず、ただ女性の身体を強調し魅力的に演出するその為ためだけのような外装。

「ほほほほほほほほほほほほほ！」

　黄金の鎧を身に纏った魔族は、その場で高らかに笑った。

「ムカつくお嬢様笑いじゃのお」

　言い返す真央の手に、いつの間にか黒い短たん剣けんが実体化している。

「あら真央さん、素す早ばやい事！」

　金色の戦乙女は、それを見て愉ゆ快かいそうに笑った。

「しかし私の能力の前では、そのようなモノは無力！」

　笑ってそして、その黄金の手てつ甲こうに包まれた右手を天に掲かかげる。

「先日は！」

　右手を天に掲げたまま、ユイは叫んだ。

「先日は、大変失礼致しましたわ、真央さん！」

　天に掲げられた右腕から、禍まが々まがしい黒い影かげが陽かげ炎ろうのように立ち上る。

「私の魔ま力りよくが桁けた外はずれなばかりに、とんだ恥はじをかかせてしまって！」

　黒い陽炎が、意思を持つ黒龍のようにその右掌てのひらに集結し、凝ぎよう縮しゆくされてゆく。

「今度は、そのような手加減は致しません！」

　幾いく条じようもの黒龍が集結したその右掌の上で、闇が脈動する。

「私の『金枝』の、全力を以て、貴方あなた方を一いち撃げきの下に葬って差し上げます！」

　脈動した闇が、実体を備える。

　ユイの掌の上に、小さな、円柱形の物体が具現化した。

「ご覧あれ！　これが我が能力！」

　円柱形の物体を掲げ、金色の戦乙女は叫んだ。

「私自身の魔力によって実体化する、史上最強にして空前絶後たる最強の武器！」

「『史上最強にして空前絶後たる、最強の武器』……？」

　優輝はその円柱を見み据すえ、油断無く叫んだ。

「一体、どんな武器だというの……！」

「『最強の武器』……即すなわち」

　ユイは円柱を手に取り、叫んだ。

「地球破は壊かい爆ばく弾だんですわ！」

「えっ」

「一撃で、この地球を丸ごと破壊します！」

「あの」

「爆ばく破は！」







三章・第二稿こう







　闇の中、小さな黒い箱の前に、道化クラウンと名のついた妖精が座すわっている。

「おや……これはこれは。少し、やりすぎたようで」

　焼やけ焦こげた黒い箱を覗のぞき込こみ、道化は呟いた。

「流石さすがに『一撃で地球破壊』は過か剰じようであったようです」

　おどけたように嘆なげきながら、その右手を軽く振ふる。

「これは失敗なる設定でございました……とんだ失礼を。魔王様」

　その右手には、いつの間にか長い杖つえが握にぎられている。

　先に輝く宝石が取り付けられ、全体には得体の知れぬ文字が刻まれた杖。

　まさに、絵に描かいたような『魔ま法ほうの杖』。

「それでは今より、多少のお目こぼしをいただきまして」

　道化は、黒い箱に向け『魔法の杖』を、振った。

「……物語を、少し前へと戻もどします」

　焼け焦げた黒い箱が、元の姿に戻ってゆく。

　時を逆さに進むがごとく、元の姿を取とり戻もどしてゆく。







　ぴりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり




　優ゆう輝きの翼から再度、魔族接近の警報が鳴り響いた。

「あらあらまあまあ。クラエルロウゼルさん！」

　二度目の警報音と共に、部室の中に聞きなれない声が響ひびき渡わたる。

「先日、私の前から無様に逃走したと思っていたら……」

　まだまだ幼い、しかしその年齢の割には落ち着き払った女の子の声。

「このような所に潜んでおられたのですね！　ほほほほほほほほほ！」




　闇の中、小さな黒い箱の前に、道化と名のついた妖精が座っている。

「ではこのように、世界が少し遡さかのぼりました所で」

　少し前の姿を取り戻した黒い箱の前で、道化は呟いた。

「ではこのように、物語が少し遡りました所で」

　道化の右手には、先程の人形が握られている。ユイと呼ばれた少女の人形。

「この者の能力を、再調整致しまして」

　道化は、ユイと呼ばれた人形を、再び放り上げた。

「先程の場面を、今一度――」

　ユイと呼ばれた人形はそのまま宙を舞い、そして、

「――やり直し、繰くり返かえし、書き直す事をお許しください。我らが王よ」

　そして、黒い箱の中に入った。

「どうか、以前の事はお気に留めず――」

　道化は目の前の魔王に向け、恭うやうやしく頭を下げた。

「――引き続き、お楽しみ下さいませ。魔王様」




「『金枝ミストル：：七味戦乙女ニーヴエルング』！」

　ユイの呪文と共に、そのセーラー服の上から金色の鎧が実体化する。

　頭には豪華な飾り羽のついた金色の兜を被り、上半身には同じく金色のプレートメイルを装備。プレートメイルの胸の部分はやけに胸の形を強調するデザインが成されてあり、首から下がるセーラー服のスカーフがその無骨で魅惑的な膨らみに彩りを添える。

　しかし、鎧が防御の体を成しているのはそこまで。その下、肝心の守るべき腹は完全に剥き出しとなっており、まくれ上がるセーラー服越しに臍すら見える。下半身も同じく、まるでショートパンツかブルマを思わせる形状の鎧が腰の辺りを僅かに守るのみで、後はスカートが飾り布のようにはためいているだけ。全体的に戦闘自体の事はあまり考えず、ただ女性の身体を強調し魅力的に演出するその為だけのような外装。

「ほほほほほほほほほほほほほ！」

　黄金の鎧を身に纏まとった魔族は、その場で高らかに笑った。

「ムカつくお嬢様笑いじゃのお」

　言い返す真ま央おの手に、いつの間にか黒い短剣が実体化している。

「あら真央さん、素早い事！」

　金色の戦乙女は、それを見て愉快そうに笑った。

「しかし私の能力の前では、そのようなモノは無力！」

　笑ってそして、その黄金の手甲に包まれた右手を天に掲げる。

「先日は！」

　右手を天に掲げたまま、ユイは叫んだ。

「先日は、大変失礼致しましたわ、真央さん！」

　天に掲げられた右腕から、禍々しい黒い影が陽炎のように立ち上る。

「私の魔力が桁外れなばかりに、とんだ恥をかかせてしまって！」

　黒い陽炎が、意思を持つ黒龍のようにその右掌に集結し、凝縮されてゆく。

「今度は、そのような手加減は致しません！」

　幾条もの黒龍が集結したその右掌の上で、闇が脈動する。

「私の『金枝ミストル』の、全力を以て、貴方方を一撃の下に葬って差し上げます！」

　脈動した闇が、実体を備える。

　ユイの掌の上に、虹にじ色いろの光こう珠きゆうが出現した。

「ご覧あれ！　これこそが我が能力！」

　赤・橙だいだい・黄・緑・青・藍あい・紫むらさきの七色に輝く光珠を掲げ、金色の戦乙女は叫んだ。

「私自身の魔力によって実体化する、『力ある光珠』！」

「『力ある光珠』……？」

　優輝は虹色の光珠を見据え、油断無く叫んだ。

「一体、どんな能力が……！」

「その力は……」

　ユイは光珠を手に取り、力強く叫んだ。

「七色の力を持つ、七つの光珠ですわ！」

　叫びと共に光珠が炸さく裂れつする。虹色だった光珠がそれぞれの色を持つ七つの光珠へと分ぶん裂れつし、そして飛び上がる。それぞれ意思を持つかのような様々な軌き道どうで空中を駆け巡めぐる。七条の光が暫しばらく夢む幻げんのように天空を舞い、そして――

「『金枝ミストル：：七味戦乙女・第一陣橙芥子ニーヴエルング・ブリユンヒルデ』！」

　ユイの掛かけ声ごえと共に、流星のように地上へと降り注ぐ。一つ一つがそれぞれの意思を持つかのように、それぞれの軌道で四人の天使・魔族に襲い掛かる。

　七つのうち一つ、橙色が優輝に襲い掛かった。橙の軌き跡せきがごおっと空気を切きり裂さいて飛行し、そしてまるで飛び掛かかる獣けもののように的確にその身体を狙ねらって突っ込んでゆく。

「くっ……何コイツ！」

　横に飛んでギリギリで橙光珠をかわし、優輝は自らの武器の名前を叫んだ。

「……『金枝ミストル：：空想創生アイン・ソフ・オール』！」

　かわして体勢が崩くずれたその身体に、続く緑光珠が突っ込んでゆく。

　完全な死角から、完全に必殺の勢いで殺さつ到とうしてくる緑色の光珠。それを、

「おらぁ！」

　かきん！　優輝は見事に槍やりで弾はじき返かえした。弾ひかれた光珠は緑の軌跡を引いて吹っ飛び落下防止の柵さくに激げき突とつ、バウンドし方向転てん換かんして再び優輝へと襲い掛かる。

「な！　は、早……」

　優輝は槍を振ふりぬいた姿勢で、呆ぼう然ぜんと呟いた。

　完全に無防備な優輝めがけて突っ込んでゆく、緑光珠の素早い追つい撃げき――

「『金枝ミストル：：裂光残影・陽クトウーラ・ホワイト』！」

　それを防いだのは葵あおいだった。葵は自分に接近していた紫の光珠を斥力で吹き飛ばし、それを緑にぶつけてその軌道を変え、間かん一いつ髪ぱつ優輝を助けた。まるでビリヤードのような按あん配ばいで飛ばされた緑と紫の光珠は、しかし空中で踊おどるかのように互たがいにくるくると周りを回転しそして何事も無かったかのように再び両者へと襲い掛かる。

「ぬう……！」

　勿もち論ろんその間も、他の光珠の攻こう撃げきが途と切ぎれることは無い。赤と青と藍の三つが理り香かと真央を襲しゆう撃げきしている。赤と青が抜ばつ群ぐんのコンビネーションで真央に襲い掛かる。

「こいつ……！」

　真央は地面を蹴けり、宙を舞った。

　長い黒くろ髪かみを従えた見事な跳ちよう躍やくで赤と青を避よけ、さらにその位置から理香に襲い掛かる藍の珠を短剣で弾く。見事に攻こう撃げき軌き道どうの隙すき間まを掻かい潜くぐりつつ、真央は唸った。

「強い！」

「おほほほほほほほほ！」

　防戦一方の四人に向け、ユイの笑い声は上から降ふってきた。

　亨は思わず、そちらを見上げた。

　ユイは、宙に浮いていた。

　静かに浮かぶ黄色の光珠の上に両足を揃そろえて乗り、高い位置から哄笑していた。

「これこそが、我が能力！」

　屋上を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡る六つの光珠を見つつ、ユイは高らかに笑った。

「いかがかしら、圧あつ倒とう的てきなる我が武器『金枝：七味戦乙女』は！」

「……？」

　亨は、瞬きした。

「おい火ひ魅み部員」

　部長に後ろから声を掛けられ、我に返る。

「何をボーっとしている。我が部員がバトル中だろうが。気を抜くな」

「あ。いえ、あの……」

　亨は振り返り、小さく声を出した。

「おほほほほほほ！」

　小さな声を掻き消けすように、ユイの笑い声が響いた。

「火魅亨！　私の力の圧倒的さに恐れ戦おののいているのかしら？　無理も無いですわね！」

　上空、ユイの足元の黄色光珠が誇ほこらしげに点てん滅めつする。

「けれども、ご安心を！　私は、貴方とそこの部長さんにはまだ手を出しません！」

　残る六つの光珠が、屋上を、優輝達たちの周囲を駆け巡っている。

「私の求めるモノは、ただの勝利ではありません！　即ち、『完全勝利』！」

　ユイは自信満々に、演説する独裁者のごとく両りよう腕うでを広げた。

「あの天使と魔族達を全員完全に撃げき破はし、その後に――」

　ユイは黄色の光珠の上で、高らかに宣言した。

「――貴方の『世界の卵ユグドラシル』をいただきます！　それが、私の順序ですわ！

　そこで首を洗って眺ながめていなさい火魅亨！　おほほほほほほほほほほ！」

「……？」

「おい火魅部員、何をやっている」

　部長は、不満げにこちらの肩かたを突つついた。

「こういう場面で『……？』はないだろ。何かガツンと言い返せ」

「え、ええと……」

　上空のユイを見つめ、口を開く。

「あの……おい、ユイ！」

「何ですの？」

「わっ」

　目が怖こわい。この人自信満々だから、見据えられたら物もの凄すごく怖いぞ。

「呑のまれたら負けだぞ！　火魅部員！」

「分かってます！　ええと……そうだ！　ユイ！」

　とっさに、心の中に浮かんだ事を口にする。

「ち……地球破壊爆弾は、どうした？」

「はあ？」

　ユイはこちらを見据えたまま、思いっきり眉まゆを顰ひそめた。

「何を言っているんですの？　あなた？」

「おい何を言っているんだ火魅部員！」

　部長までツッコんできた。

「ちょっと大だい丈じよう夫ぶか？　何か錯さく乱らんしているのか？　地球破壊って何だ？」

「あの、さっき確か」

「『さっき確か』？　……何を言っている？」

「え……だ、だって」

　至近距離にズイッと近づいてくる部長の顔に向け、思わず挙きよ動どう不ふ審しんな声を出す。

「だって、一撃で地球を破壊したら最強じゃないですか」

　なんかおれ、今すっごいバカな事言ってるぞ。

「……確かにそうだが、なんだそれは。そんな能力の魔族が、何処どこかにいるのか？」

「あ、いえ……いませんよね、うん」

　うん。いないよなそんなヤツ。心の中で思う。そう。そんなヤツがいたらそれこそお話にならない。もしユイがそんな能力を持っていたら、否いや応おうなく一いつ瞬しゆんで世界が終わってそれっきりだ。ラヴリィアイにもそんな敵なんか出てこなかった。いやラヴリィアイだけじゃない。その他の創作世界も、その辺はちゃんと考えられている。当たり前だ。

　もしそんな敵キャラを設定してしまう創作者がいるとしたら、そいつはきっとヘタクソだ。あっという間に展開が行いき詰づまってしまって、そして書き直すハメになる。核かく兵へい器き設定をなかった事にして、その代わりに適当な技わざを設定しなおして、そして最初から書き直しだ。その敵キャラが登場する辺りまで遡って、またそこから執しつ筆ぴつ再開……

　え？

　亨は、部長の顔を見た。

「部長」

「何だね？」

　部長は、そのメガネの奥おくの目をぱちくりした。

「あの……」

　それに向かって、おずおずと口を開く。

「今、何か、妙みような事が……起きませんでした……か？」

「妙な事なら、火魅部員が『世界の卵』を拾って以来ずっと起きているが」

「いえ、そういう事ではなく……」

「一体何をヒソヒソしているんですの！　火魅亨！」

　取り残されていたユイは、焦じれたように叫んだ。

「この私に話しかけておいて途と中ちゆう放置とは、無礼にも程ほどがありますわね！」

　律りち儀ぎに待ってたのかよ。やっぱ凄すごくプライドが高い。

「貴方あなた達たちは大人しく、そこで私の崇すう高こうなる姿の見学と華か麗れいなる技の解説を……」

「でかした！　火魅亨！」

　ユイの言葉を遮さえぎるように、真央の声が響いた。

「そして、間ま抜ぬけな集中力欠けつ如じよだなユイ！　長期戦は初体験か！」

　黒い短剣を構えつつ、真央は叫んだ。

「なっ……」

　反射のようにそちらへと目を向け、その右手を振りかざすユイ――

　――に向け、真央は宣せん誓せいのように呪文を唱えた。

「『金枝ミストル：：世界論理ローフルローカス！』」

　呪文と共に、黒い霧きりが膨ふくれ上あがる。黒い短剣から、黒い陽炎が流出する。白い半紙に墨ぼく汁じゆうをぶちまけたかのように、周囲の空間に黒が染しみ出だしてゆく。侵しん食しよくしてゆく。

　世界を侵しん略りやくする黒い闇が、屋上の空間を呑み込んでゆく。優輝を、理香を、葵を、そして飛び回る六つの光珠をその身の内に呑み込み肥大する。肥大する黒がユイに迫せまる。

「ぬう！」

　ユイは黄色の光珠の上で、複ふく雑ざつ怪かい奇きな回路を操あやつる技術者のように両腕と指を動かした。黒い霧の中から六つの光珠が飛び出しユイの元へと戻り、その周囲を旋せん回かいする。光珠を従えるユイの目前に、広がる黒い闇がじわじわとその領土を広げてゆく。

　独立した一体の生物のように増ぞう殖しよくし、正常な世界を侵食してゆく黒い闇やみを前に、

「これはこれは。真央さんの『世界論理』ですわね」

　ユイは、余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。

「自らを中心に黒い霧を発生させその内部に結界空間を作り出し、契けい約やくによって結界内全員の精神を強制支配する能力――だったかしら？」

　じわじわと迫り来る黒の塊かたまりを見据えたまま、半ば面白おもしろがっているような口調。

「契約はそれなりの手順を要するが、一度承しよう認にんされた契約は完かん遂すいまで継けい続ぞくし術者にすら解除出来ない。反ほ故ごにしようとしても強制精神干渉が発動し『絶対に果たされる』。

　つまり、私がその黒い霧に囚とらわれて契約成立した時点で敗北確定――と。

　ほほほ。凡ぼん夫ぷにしてはソコソコの能力ですこと」

　ユイは足元の黄色光珠を蹴り、上に跳とんだ。

「けれども！」

　掛け声と共に黄色を含ふくむ七つの光珠が空中で軌跡を辿たどり、そして合体する。

「相手が！　悪かったですわね！」

　見事な姿勢で跳び上がったまま、ユイは両手を掲げた。合体して大きくなった光珠が、訓練された忠実な戦闘生物のようにその手元に駆け戻りその両手に収まる。

「『金枝ミストル：：七味戦乙女・第二陣白菜種ニーヴエルング・ヘルムヴイーゲ』！」

　呪文と共に、合体した大光珠が白く輝きを放った。

「食くらいつくしなさい！　『第二陣白菜種』！」

　白く輝く大光珠が、その両腕から発射された。黒霧の中を白い光が突き抜けてゆく。

「あ……！」

　亨は、思わず息を呑んだ。

　黒い霧が晴れてゆく。真央が作り出した黒が、ユイの白によって払はらわれてゆく。ユイの大白光珠が、まるで消しゴムのように黒い霧を消してゆく。

「私の七つの光珠は、単なる飛び道具などではありません！」

　すたっ。屋上の床ゆかに見事に着地しつつ、ユイは勝かち誇ほこった。

「私が所持する七種類の能力の発現体、その、それぞれの具現化ですわ！」

　ユイの叫びに嗾けしかけられるように、白い光珠が黒い霧を食い荒あらしてゆく。

「これはその七種の一つ『第二陣白菜種』！　発動前の全すべての世界干渉を食い破り無に還かえす、いわば能力封ふうじ！　この白光珠の前では、貴方は無力ですわ！」

　白の乱らん舞ぶと共に、屋上を覆おおっていた黒が見事に消えてゆく。

「さあ、真央さん！」

　散り行く黒い霧の中から、術者が露出する。

「覚かく悟ごは出来ましたかしら！」

　ユイは、術を破られた真央に向けて宣言した。

「凡夫にしては健けん闘とうでしたわ。褒ほめてあげます！　では、まず一人！」

　宣言と共に、白の大光珠が緑色に染まる。

「貴方が最初の脱だつ落らく者しやですわ！　『金枝ミストル：：七味戦乙女・第三陣緑山椒ニーヴエルング・オルトリンデ』！」

　緑色に染まった大光珠が立たち尽つくす真央にめがけて一直線に殺到、直ちよく撃げき――

　――する寸前、ユイは何かに気付き、声を上げた。

「な！」

　他の三人が、いない。

　真央が発生させた黒い霧は、優輝、理香、葵を呑み込んで広がった。

　今、それが晴れて真央が露あらわになり……しかし、他の三人がどこにもいない。

「ど……どこへ！」

「ふん」

　真央はその手の短剣を仕し舞まいつつ、静かに呟つぶやいた。

「我は、コンビネーションなどには興味は無いが、」

　呟くその背後に、黒い霧とは別の黒が渦うずを巻いている。

「それで勝てるのなら、特に文句は無い」

　真央は言葉と共に見事に跳躍し、突とつ進しんしてくる緑の大光珠を避けた。

「そ……の黒渦はっ……」

　避けられた必殺の一撃を気にする余裕もなく、ユイは渦うず巻まく黒渦に向けて呻うめく。

「……黒くろ部べ理香の空間転移！　おのれ、小こ癪しやくな事を！」

　真央の黒い霧は、目め隠かくしだ。亨は気付いた。その能力を警けい戒かいさせて対処させ、しかしその目的は単なる煙えん幕まく。その煙幕が破られ、取り払われるまでの僅わずかな隙すきに理香がワープの入り口を開いて、そして優輝や葵と共にそこに飛び込んで――

　――そして、ワープの出口は。

　ユイの、直上。

「ぐっ……！」

　開いた黒渦から、優輝と葵が飛び出した。真下にいる無防備なユイ目め掛がけて。

「戻りなさい！　私の『金枝』！」

　反転して戻ってくる緑の大光珠が空中で虹色に変化し、また七つに分かれる。

「小こ賢ざかしい！　私を……私を誰だと思っているんですの！」

　虹色の光の軌跡が殺到し炸裂する、その目前で、

「『金枝ミストル：：裂光残影風魔月斬・陽クトウーラクリトル・ホワイト！』」

　葵は、斥力を全力発動した。全力斥力で、優輝を発射した。

　発射された優輝が槍を構え、七つの光と対たい峙じする。

「『金枝ミストル：：空想創生・輝翼顕現アインソフオール・フレースフエルニル』！」

　七つの光と交こう錯さくした光の槍が――

　――ユイに、届いた。




「ちょっ……勢いが……あ、いたたたたたたた！」

　勢い余って、悲鳴と共に屋上の床に不時着する優輝の後方で、

「……く……!!」

　ユイは、驚きよう愕がくするように息を吐いた。

「……お…………」

　その右耳の三日月形イヤリングが欠け、輝く欠片かけらとなってキラキラと宙に散る。

「おのれ！」

　欠けた自らの魔炉セフイラを押おさえ、ユイは呻いた。七つの光珠が、空中で苦く悶もんのように回転し……そして、徐々に光を失っていく。大きさを失っていく。形を失っていく。

「今だ！　白しら瀬せ優輝！」

　優輝に向け、真央が怒ど鳴なった。

「とどめを！」

「させませんわ！」

　ユイの方が先に動いた。ユイは、優輝より早く体勢を立て直した。

　大きさと力と光を失った七つの光珠をそれでもその右手に戻し、そして叫ぶ。

「『金枝ミストル：：七味戦乙女・第四陣黄陳皮ニーヴエルング・ジークルーネ』！」

　呪文と共に、七つの光珠が再び合体し――そして、光の炸裂。

　合体した光珠が、黄色の眩まばゆい光を放った。視界を覆いつくす、激しい光。

「うっ……！」

　床に着地した葵は、上から落ちてくる理香を両腕で受け止めつつ呻いた。

　視界を奪うばう超ちよう閃せん光こうの中、ユイの声が鋭するどく響ひびく。

「ここは、一時撤てつ退たい……いえ、戦略的退たい却きやくですわ！」

　声と共に、風を切る音が微かすかに響く。

「覚えておきますわよ、白瀬優輝！　桐きり原はら葵！　黒部理香！　そして黒こく龍りゆう寺じ真央！」

　声と共に光は消失し、そしてその後――

　ユイの姿は、どこにもなかった。




「おっしゃああああああああああ！」

　敵が撤退した戦場で、真っ先に鬨ときの声こえを上げたのは部長だった。

「勝ったああああああああ！　流石さすがは我わが武装部員達！」

「確かに、勝ったが」

　受け止めた理香を下ろしつつ、葵は浮かない声を出す。

「惜おしかった。あと一手あれば、ユイを倒たおせたのだが」

「気にすることは無い！　桐原部員！」

　部長がそれに向け、力強く頷く。

「兎とに角かく、勝ったのだ！　皆みなが力を一つにし、そして全員で敵を退けた！」

「ま、まあ……そうだが」

「抜群のコンビネーションだった！　なあ、真央部員！」

「む」

　真まっ直すぐな部長の視線を受け、真央は少し目を逸そらした。

「わ、我はその、ああした方が有利だったから、そうしたまでで……」

「素す晴ばらしいツンデレだ！」

「違ちがうと言っているだろうが！」

「さて、ではこうして全員揃って明日を迎むかえるのが確定した所で！」

　真央の非難を真っ向から聞き流しつつ、部長は断言した。

「いよいよ、合宿をやろう！　明日まで語り明かそうではないか！」

「あの……ところで、『合宿』って」

　亨は、声をかけた。

「む？」

「どこで、やるんですか？」

「どこで、って」

　優輝が、当然のように言った。

　全員の視線が、こちらに集中した。

「やっぱり」

　亨は、口に出して言った。

「おれの家……か」







四章







　そのまま陽は傾かたむき、そのままのメンバーで家へ移動。

「『金枝ミストル：：世界論理ローフルローカス』！」

　暮れ始めた陽の残ざん滓しが差し込む夕暮れの居間に、真ま央おの呪じゆ文もんが響き渡った。

　呪文と共に、その手に現出した黒い短剣から黒い霧がじわじわと流出してゆく。蠢うごめく黒い霧は何に妨さまたげられる事無く部屋全てを覆いつくし、そして自ら意思を持つかのように成長を止めた。黒い霧によって染まった暗黒の視界――が一瞬後、ぱきん、という爽さわやかな音と共に開ける。開けた世界は白と黒のモノトーン。

「我わが『世界論理』。これで展開完かん了りようだ」

　部員全員が見守る中、居間の中央で真央は宣言した。

「あの……ちょっとさあ。こんな大げさな事をしなくても良かったんじゃないの？」

　珍めずらしく、優ゆう輝きが気弱な声を出した。薄うす気き味み悪わるそうに周囲を見回しつつ、恐こわ々ごわと言う。

「たかが、テレビゲームの勝負……」

「何を言うか、優輝。テレビゲームとは言え、真しん剣けん勝負だ」

　優輝の横に座っていた葵あおいが、ゲームのコントローラーを手にしつつ言った。

　コントローラーに繋つながるテレビ画面には、とあるゲームのタイトルが映っている。最大六人まで参加できる、数年前のテレビゲーム。その名を『スマッシュファミリーズＤＸ』。二チームに分かれてバトルし、相手全員を場外へ突つき落おとしたチームの勝ち。

　優輝の言う通り、単なるパーティ向けのテレビゲームなのだが……

「真剣勝負には、厳然たるルールが必要だ」

「って言ってもさあ……それはちょっと、やりすぎじゃないの？」

　優輝の視線の先にある真央の金枝ミストル、『世界論理』。その能力を分かりやすく言うと『予あらかじめ決めておいた約束を、絶対に実行させる能力』だ。能力発動時の契約合意により精神強制力が発生し、後から反故にしたり無視したり出来ない。必ず果たされる……らしい。

「そういう力を使って罰ばつゲーム設定って、やりすぎだと思うんだけど」

「わたしも、そう思います……」

　理り香かは、心なしか涙なみだ目めで頷うなずいた。

「真央さんの能力は、恐おそろしいんですよ。安易に使ったら、危ないと思います……」

「そんな事は無いぞ！」

　部長が横から、ビシッとキメるように発言した。

「若いうちは、リスクを恐れないくらいの方がいい！」

「部長、ちゃんとリスクについて深く考えた上で言ってるんですか？」

　不安になったので、つい確かく認にんしてみる。

「当然だ！」

　部長はコントローラーを手に取りつつ、断言した。

「その方が盛り上がる！　バトルに盛り上がりは必ひつ須すだ！」

　やっぱりあんまり深く考えてねええええええ毎度毎度この人はもおおおおおお。

「はあ……場所が変わっても、部長は全然変わらないんだから……もう」

　優輝が、密ひそかにため息をついた。

　金曜日の夜。放課後の続き。家の居間に、さっきの部室のメンバーがそのままいる。

　急きゆう遽きよ決まった『部の合宿』で、部室から全員そのまま移動してきた。今日は全員がこの家に宿しゆく泊はくし、そして明日の朝このままラヴリィアイ劇場版を見に行く予定だ。

「契約内容を決定しろ。契約の完了と共に、強制力が稼か動どうを始める」

　モノトーンに染まった合宿会場で、術者の真央が催さい促そくした。

　全員がこの居間に集まった所で、優輝が昔のテレビゲームを引っ張り出してきた。

　次に部長が「三人ずつの二チームに分かれて、ゲームをやろう」と言い出した。

　更さらに葵が「真剣勝負なのだから、勝者は栄えい誉よを得るべきだ」と提案した。

　真央が待ってましたかのように「ならば我が力を見せてやる」と宣言した。

　そして、こうなった。

　六人で三人ずつ二チームに分かれてのチームバトル。敗者三人は罰ゲーム。罰ゲームは真央の『金枝』の能力で強制実行され、逆らったり反故にする事は出来ない。

『金枝』を、こんな事に使っていいんだろうか。大丈夫なんだろうか色々と。

「ええと……じゃあ、その罰ゲームの内容なんだけど」

　心の中の不安を振り払いつつ、声を出して提案。

「『勝者三人は敗者三人に対し、一つだけ何でも命令できる』というのはどうだろうか」

「亨とおる！　アンタは黙だまってなさい！」

「何を言う。優輝」

　優輝に向け、諭さとして言う。

「敗者を貶おとしめる必要は勿論無いが、しかし勝者が栄誉を得てこそ真剣勝負の意味が」

「キメ顔で言ってもダメっ！　アンタまた要いらん事企たくらんでる！」

「何を言う」

　企んでなんかいない。ちょっとしか企んでいない。ちょっと敗者全員をうつ伏ぶせに並べて、そして『言う事を聞くんだよな？』と確認しながらその全身をくまなく

「その全身をくまなく、色々とするつもりでしょ！」

　え？　優輝さん今おれの心を読んだ？　エスパー？

「ふむ」

　葵はコントローラーを構えつつ、待ちかねたように言った。

「それで勝負が白熱するのなら歓かん迎げいだ。私は亨の意見に賛成だぞ」

「葵！　アンタも意味分かってないくせに、無む闇やみに同意すんのやめなさい！」

「意味なら分かっているぞ。要するに、負けたら命令を聞けばいいのだろう」

「そうだよ葵さん。何も考えずに、ただおれの言う事だけを聞くお人形さんに……」

　ぼくっ。

「ぐお…………」

　台詞せりふの途中で脇腹を押さえつつ、その場にくずおれる。

「む。どうした火ひ魅み部員」

「あらあ亨くん」

　優輝が拳こぶしをしまいつつ、すっとぼけた声を出した。

「気分が悪くなったのかしら。体調管理には気をつけないとね」

「ゆ……優輝…………」

　脇腹を押さえつつ、苦しい息を吐く。

「肝かん臓ぞうは……内臓系の打だ撃げきは…………やめろっつっただろ……」

「何か言った？」

「い……いえ…………何でもない……です」

　リアルな暴力表現、反対。

「敗北した時の事など、考える必要は無いぞ白しら瀬せ部員！」

　部長がまた力強く、かつテキトーに頷いた。

「勝利に全力を尽くす！　戦いにおいては、ただそれだけだ！」

「部長、自分が負けた時に何が起こるか、ちゃんと想像してる？」

　優輝は、ジトッとした目で部長を睨にらんだ。

「？」

「亨が無む茶ちやな命令してきたら、どうするつもりなのよ」

「ほう。例えばどんな？」

「『そこに立って、いいって言うまで絶対に動くな』とか命令されたらどうすんの！」

「ふむ。それは動けないな」

　部長は、呟いた。

「いっつも思うんだけどアンタもうちょっと色々と危機感持ちなさいよ！」

「立ったまま不動を強制だと。それは恐ろしいな」

　葵が、横から口を挟はさんできた。

「私は何の抵てい抗こうも出来ず、身体を好き勝手にされるではないか」

「そうでしょ。そういう事になるのよ」

「決死の意地のみで抵抗しようにも、動けない身では時間の問題でしかなく」

「うんうん。葵は分かってる。だからさ、部長」

「抵抗の意思は徐じよ々じよに確実に削けずられ、そしてやがて必然的に時間が訪おとずれ」

「そうでしょ。その通りよ。怖いでしょ」

「ついに全ての尊厳と自尊を砕くだかれた私は、不動のまま脱だつ力りよくするしかなくなり」

「うんうん。だからさ『金枝』を遊びに使うなんて、そんな危ない事」

「亨はそんな無様な私の全身を仔し細さいに眺めつつ、蔑さげすむように『降参か？』と」

「葵。そこまで想像しなくていいわよ。だからね、私は……」

「『さっき強気だったその口で、「許して」って言え』と非情なる宣言をし」

「葵？」

「既すでに精根尽き果はてていた私は、その言葉についに屈くつ服ぷくし」

「……葵？」

「『許して……お願い……許して』と力なく嘆たん願がんする私に向け、亨は」

「ちょっと……葵？」

「身動き取れない私に……私の身体に……亨は、手を伸のばして……」

「…………？」

「……あの時みたいに、また道具を……！　動けない私の身体に、道具を……」

「道具って何？　『あの時みたいに』って何？　ねえ、ちょっと葵！」

「ま、まさか……？　耳かきでっ……腋わきの下したの窪くぼみを、擽くすぐるなんてっ……！」

「耳かき？　耳かきが何？　腋の下が何？　擽るって何？」

「ひ……！　はっ羽箒ぼうきはダメっ許してっ脇腹わきばらはダメっひっ許してっああっ」

「羽箒って何？　脇腹って何？　ねえ？」

「な……何……なんで……電動の振しん動どう機を、太ふと腿ももの内側に固定……？」

「電動？　振動機？　太腿の内側？　何それ？　ちょっと？」

「そんな……こ、このまま……授業だなんて……！　誰だれかに、見つかったら……っ！」

「何？　このまま授業って何？　誰かに見つかるって何？」

「……ぁ……好きなように、される……私の身体っ……蹂じゆう躙りんされるぅ……」

「葵、なんで自分の身体を両腕で抱だいてんの？　ねえ葵？」

「嫌いや……そんな、絶対いや……ぜった……い……いい……気持ち……い……ぁあん……」

　葵さんは最近、実に順調に仕上がってきていますなあ。

「命令、ですか……」

　ずっと黙っていた理香が、小さく独り言を言った。

「あっ理香。ねえアンタも一言言ってやってよ。こいつらに」

「な、何でも、言う事を………皆が、わたしの言う事を……何でも聞く……」

「……理香？」

「わたしが勝ったら……命令できる……わたしが、皆に命令……ふふ……ふふ」

　目がイッてる。

「り、理香さん？」

　恐々と、その名を呼んでみる。

　理香は遠くを見つめたまま、葵と同じような夢見る瞳ひとみで笑った。

「命令を……わたしの言う事を、なんでも…………うふふふ」

　あっヤバい。意外とこの子一番ヤバい。

「契約内容賛成者は火魅亨、大おお道ち反がえし彩あや華か、桐きり原はら葵、黒くろ部べ理香。以上四名！」

　騒さわぐ全員の中心、裁判官のように真央は宣言した。

「よって、この契約を採用し、実行する！」

「あ、真央、あのちょっと、もう少しきちんと……」

　優輝の声を無視し、真央は言葉を続けていく。

「これを以もつて、『世界論理』が稼動した！」

　決断の言葉と共に、モノトーンの世界が音も無く割れて世界が色を取とり戻もどす。

「契約内容は『スマッシュファミリーズＤＸ』ルール準じゆん拠きよ！　尚なお、勝利チーム三名は敗者チーム三名に対しそれぞれ一つ命令でき、敗者はこれを拒きよ否ひ出来ない！　以上！」

　真央は短剣を机の上に刺さし、コントローラーを構えた。

「ゲーム、スタート！」




　ゲーム、終しゆう了りよう。

「おおおおおお……」

　優輝がコントローラーを持ったまま、机に突っ伏ぷして唸うなった。
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「くっ……」

　葵は『敗北確定！』のテレビ画面を見たまま、悔くやしげに息を吐いた。

「なんだと……」

　真央は、コントローラーを取り落としながら呆ぼう然ぜんと言った。

「勝っ……」

　三人の敗者を前に、理香は口を開いた。

「勝ちましたああああああああ！」

　珍しい大声と共に右手でガッツポーズをし、こちらを振り返って興奮した様子で確認。

「ねえ、部長さん、亨さん！　勝ちましたよね！　わたし達たち勝ちましたよね！」

「う、うん」

　部長、理香、そして自分のチームが勝利。あっさり勝負がついてしまった。

「う……ふふ……うふふ…………命令……これで、わたしが三人さんに命令……」

　理香はコントローラーを置いて、低く笑った。

「うふふ……真央さんが……葵さんが……優輝さんが、わたしの命令を……ふふ」

　あっヤバい。今なんか、恐るべき魔ま獣じゆうを野に放った予感。

「ふうむ」

　余裕のコントローラー捌さばきを見せた部長が、メガネを上げつつ呟いた。

「と言っても、私は別に部員に命令したい事など無いのだが」

「ええっ。そうなんですか部長さん！」

　理香は、熱気と情熱に満ちた視線で部長の方を見た。

「ま、まあな」

　珍しく気け圧おされたように、部長は頷いた。

「なら、部長さん！」

　イキイキとした燃える瞳で、理香は更に部長に迫る。

「その権利、わたしに譲ゆずってください。部長さんの一回命令権を、わたしに！」

　あっ。今、魔獣が更なる力を身につけようとしています。

「あ、ああ……いいぞ」

「よっしゃあああああああああああ！」

　うわああああなんかキャラが壊こわれだしたぞこの子大丈夫か本当に大丈夫か。

「あ、あの理香……」

　優輝は身を起こしつつ、細い声を出した。

「命令って言ってもね、そんな大層な事は……そうだ。ジュース買ってこようか？」

「黙らっしゃい！　この敗者！」

　理香がっ理香が変わっていくっ。キャラがどんどん壊れていくっ。

「わたし……ふふ、命令…………ふふ。あ！　そうだ！」

　何かを思いついたように、三人に向けて言う。

「今から四人でお風ふ呂ろに入りましょう。親しん睦ぼくを深めましょう。それが一つ目の命令です」

「お、それはいいな」

　部長は、大きく頷いた。

「新入部員も入ってきた事だし、それはなかなかいい命令だそ。黒部部員」

「ふふ……そ、そして、お風呂の中で……わたしが、わたしが命令を……ふふ」

「流石さすがだな黒部部員。ちゃんと部の事を考えていたのだな」

「ふふふ……命令……わたしが……真央さんに命令……くっくっくっ……」

　おお……理香が味方で良かった……本当に良かった……

「さあっほら立ってっ。着き替がえ用意してっお風呂行きましょう命令ですよおおおお」

「真央、アンタの『世界論理』ってさあ」

　優輝がしぶしぶ立ち上がりつつ、真央に質問した。

「無む理り矢や理り逆らったら、どうなるの？」

「私の『金枝』を愚ぐ弄ろうするか」

　真央は素す直なおに立ち上がりながら、ムッとした顔で返事した。

「絶対に逆らえん。あくまで逆らおうとすると、自動的に精神強制執しつ行こうが行われる」

「何それ精神強制執行って何よ！　ちょっと物凄い単語出たんだけど！」

「自由意思が強制消去され、ただ契約を果たす為ためだけの人格となる」

「何それすっげえ怖いじゃないの！　なんでそんなモンをあんな気軽に発動」

「現在の人格が惜しければ、執行前に大人しく従っておくことだな。これは助言だ」

「私は、逆らうつもりは無いぞ」

　葵はすっくと立ち上がった。

「敗北を受け入れるのは敗者の誇ほこりだ。優輝、真央。しゃんとしろ」

「葵……現状分かってるのかしら……」

　三人でブツブツ言いながら、それでも言う通り理香について居間を出ていく。




　カラカラカラ。風ふ呂ろ場ばのサッシが開く音が、遠くから聞こえた。

「ち……ちょっと……！」

　優輝の焦あせった声が、早さつ速そく響ひびいてきた。

「り、理香！　今まだ私、服着て……あ、や、やめ……自分でっ自分で脱ぬぐからっ」

「うふふふふふふふやっぱり優輝さんは胸ですかあ胸が弱いんですかああああ」

「ちょっとっ理香っやめてよっまだ服がっねっあのっアンタ以前もこんな……あっ」

「ふふふふじゃあ命令しますよおおさあ優輝さん覚悟はいいですかあああ」

「そ……そんな、命令って」

「じゃあ命令です。優輝さんはこれからここで、――を、してください」

「えっ……だ、だってそんなっ。あ、やっやめっ。そんな命令っ私そんな事っ」

「ほら、早く。……名前を呼びながらやると、盛り上がるらしいですよ……」

「あ……と、亨……だっだめっ私っそんなのっ私そんな子じゃなっ……あ、あぅ……あ」

「『亨』？」

「あ……ああ、う……あっ亨っやめてっダメっこんな事っああっ」

　カラカラカラ。ピシャ。サッシが閉まって、音が聞こえなくなった。

「……」

　ウチの風呂場って、防音設備が完かん璧ぺきだなあ。無心で思う。




　何となく取り残された気分で、亨は居間に座すわり直した。

　そう言えば……。ゲームのコントローラーを片付けつつ、ふと思う。

　そう言えば、この家で部長と二人っきりになるのって、ずいぶん久しぶりなような。

　ええと……小学校の時以来か？

　ゲーム機を片付ける動作をしつつ、ちら、と部長の方を見る。

「あ」

　ちょうどバッチリ、目が合ってしまった。

　こっちを見ていた部長と、しっかり目が合ってしまった。

「あ、う……うん」

　意味不明に頷きながら、なぜか素す早ばやく視線を逸らす。

　逸らした視線の先、なぜか空白になった思考の片かた隅すみで考え込む。

　ええと……何を話せばいいのかな。

　小学校の時とかって……毎日、彩華と何を喋しやべってたっけ？

「あ、あの」

　……。

　おい。何やってんだよ。心の奥から、なぜか焦ったような声が聞こえてきた。

　沈ちん黙もくすんな。何か喋れよ。いつも部室でやってるだろ。何でもいいから喋れよ。

　そんなこちらの心中が伝わったかのように、部長が声を出した。

「あ、あの」

「何？」

　何も考えず、その顔を見る。

「え。あ、……えと」

　彩華は反射のような動きで、また目を逸らした。

「あ……そ、その」

　そっぽを向いたまま、瞬まばたきをしつつ口を開く。

「……と、」

　その口から、やっと意味のある単語が出てきた。

「亨ち……亨ちゃん」

「え」

　亨ちゃん。なぜか新しん鮮せんに響くその呼こ称しように、ちょっと驚おどろく。

　亨ちゃん。そうだ。うん。おれは彩華にそう呼ばれていたっけ。

　おれと彩華はそんな風に呼び合っていて、一いつ緒しよに色々な世界を空想したりして……

「あ、ご、ごめん」

　彩華はこちらの反応に、上ずった声を重ねてきた。

「な……なんかさ、この家で二人で話すのって久しぶりだな、と思って」

　上ずった声の言い訳のように更に言いい募つのって、頭を掻かいた。

「う」

　その姿を見て、何だか突とつ然ぜんやけに緊きん張ちよう。

「うん。そ……そうだな。そういえば、小学校以来かもな。な、彩華」

　何だこれ。自分が出した言葉の響きに、少し衝しよう撃げき。おれ今、彩華って呼んだぞ。おれって部長の事を下の名前で呼んでたのかよ。おい、大丈夫なのかよこれ。

「あ、あの」

　内心の動どう揺ように急せかされるように、急いで口を開く。

「あ――」

　口を開いたものの、言う事は無い。この家で、二人きりで喋るのは、本当に久しぶりだ。

　この家も、おれ自身も、あの時とはだいぶ変わってしまったけど。

「あ、そうそう」

　彩華は、何かを思いついたようにわざとらしく声を出した。

「そうだ。あれ見ようあれ。ラヴリィアイの最終話。ねっ亨ちゃん」

　物凄い早口で言って、わたわたとした動きで自分の鞄かばんを探さぐり出す。

「あ……あれ？　ど、どこにしまったっけ……た、確かここに」

「落ち着けって。彩華。落ち着いて探せよっ」

　お前が落ち着け。意味不明の自己批判。

「あ、あった！」

　いつもらしくなく鞄の中を引ひっ掻き回まわした末、やっとＤＶＤが出てきた。

「よし、じゃあ早さつ速そく見よう。ねっ。だって明日、映画館行くしっ」

　必死で間を取るように汗あせをかきつつ、急いでデッキにＤＶＤを挿そう入にゆう。

　画面に『ラヴリィアイ最終話！　未来へ向かって永遠の愛を！』が表示された。

「あ、あの」

　続いて始まるオープニングシーンと共に、彩華は口を開いた。

「と……亨ちゃん」

　勇ましいオープニングテーマを背後に、意を決したように言葉を続ける。

「な、なんだよ」

　意味不明の緊張感で上ずった口を動かし、どうにか返事。

「と、亨ちゃん。あのね。わ、私ねっ、わらひっ」

　あっ。台詞せりふ噛かんだ。

「私――」




　カラッ。風呂場のサッシが、少し開いた。

「ねえ、葵さん」

　理香の声が、漏もれ出でてきた。

「葵さんって、好きな人とかいるんですか？」

「好きな人……？　ふむ」

　葵の真ま面じ目めな声が、質問に答えた。

「一応、部員の皆の事は好きだが」

「いえそうじゃなくてですね。その……一番気になる男の人とか」

「それを聞いてどうするのだ」

「え……えっと、まあ興味あるな、って」

「……さては、その情報を基に私への命令を考案するつもりだな？」

「あ、あの」

　迫はく力りよくに気け圧おされたように、理香は気弱な声を出した。

「その男の名を聞きだし、その男に関する命令を出すつもりだな？」

「あ、あの、わたしそんな、そんな事は全然」

「とぼけるな。私には分かる」

　静かな迫力の籠こもった声が、風呂場から響いてきた。

「あ、あ、あの。葵さん、ご、ごめんなさい。でも、そんな」

「『その男の人に襲おそわれる様子を、克こく明めいに想像しなさい』と命令するつもりだろう」

「え？　いえ、わたしはそんな酷ひどい事しようなんて、ちっとも……」

「『目を閉じて、その男が今まさに襲ってきたと想像しなさい』と命令するだろう」

「そんな、わたしそんな」

「『その男はなぜか五人に増ぞう殖しよくしました。さあ想像しなさい』と命令するだろう」

「あ、あの、葵さん、ちょっと、そんな」

「お、おのれ理香！　まさか、そんな命令をこの私に！」

「ごめんなさいごめんなさい！　すいませんすいません許してくださいっ！」

「ご……五人だと……？　あの男が、五人がかりで……私を、襲う……だと」

「あの……わたし、まだ何も言ってませんけど……？」

「そ……そんな想像を……わ、私にしろだと？　……そんな……」

「葵さん？」

「あの男が……ご、五人も……？　止めろ！　そんな命令は止めろ！　わ、私……私」

「葵さん」

「や……やめ……お願い……そんな、乱暴になんて……そんな……ぁあ……」

「……葵さん？」

「く……首輪っ！　首輪はやめてっダメっそれはっそれ付けられたらっ私っ」

「あの……葵さん？」

「わ……わふ……くぅん……葵、わんこなの……だから、お願い……尻尾しつぽ、付け……て」

「葵さん！」

「ぁあっ……滅め茶ちや苦く茶ちやにされる……私、無残に……蹂躙されちゃうぅ……ぁあん……」

「葵さんちょっとっ正気にっ葵さんっ！　ほらっ命令っ命令ですっ正気に返ってっ！」

　カラカラカラ。ピシャ。サッシが閉まって、音が聞こえなくなった。




「私――ね、あの……新人賞の最終選考候補に、残ったんだ」

　彩華は、一気に言った。

「し、新人賞？」

　なぜか拍ひよう子し抜ぬけしたような気分で、思わず鸚おう鵡む返し。

　鸚鵡返ししつつ、単語を噛かみ締しめる。新人賞の最終選考候補。

　思い出す。一ヶ月ちょっと前、彩華は投とう稿こう小説を新人賞に送っていた。五月十日の〆切ギリギリに郵便局に駆かけ込んだんだっけ。そう言えばそろそろ結果が出る頃ころだ。

「新人賞の最終選考候補に残った……って……え、凄いじゃん！」

　新人賞の最終選考ってのは、その名の通り選考の最終段階だ。ここまで生き残れるのは総投稿作品のほんの数パーセント、数にしてほんの十作品足らず。

「じ、じゃあさ、彩華！」

　亨は、続けて声を出した。

「じゃあ、このまま受賞しちゃうかもしれないんだな！」

　最終選考に残った作品の中から、さらに受賞作が選別される。受賞作品数は年によって違いはあるが、大たい抵ていは候補作のだいたい半分くらいが受賞する仕組みだ。

　そして、受賞すれば本になる。彩華の作品が本になって、それが本屋に並ぶ。

　コミケに次いで、次は全国の本屋で彩華の作品が売られる。

「うん……そう」

　彩華は、頷いた。

「最終選考の日取りは、一週間後だって。その結果によっては……そうなるかも」

「良かったじゃん彩華！」

「う、うん。本当に良かった！」

　彩華は、興奮した口調で言った。

「昨日、家に連れん絡らくあってさ。最初は悪戯いたずらじゃないかなとか疑って」

「でも彩華、自信はあったんだろ？」

「けど、やっぱりその、現実になると信じられないっていうか……そうだ！」

　言葉の途と中ちゆうで、彩華はこちらにズイッと身を乗り出した。

「そうだ、ねえ！　亨ちゃん！」

　その勢いに任せたように、一気に言う。

「あのさ亨ちゃん、どっちにしても結果は一週間後に出るわけで」

「何だよ？」

「その日を記念して……って訳でもないんだけど！」

「何？」

「あの……えっと、さ」

　意を決したように、彩華は言った。

「亨ちゃん、さあ……」




　カラッ。風呂場のサッシが、少し開いた。

「ね、真央さあん」

　理香の声が、響いてきた。

「な、何だ。理香」

「真央さんって以前わたしに、『亨さんと結ばれて来い』って命じましたよね？」

「あ、ああ。上司としてお前に命じた。それがどうした？」

　しどろもどろで何とか答える真央に向け、理香は更に質問する。

「なんで、自分で試ためさなかったんですか？」

「な……え？」

「だって、そうでしょ？」

　ニヤリ、という音が外まで聞こえてきそうな口調で、理香は言葉を続ける。

「亨さんと結ばれれば、『世界の卵ユグドラシル』が手に入るんですよ？」

「り、理香。そんな、……わ、我が結ばれるなんて、そんな」

「なんで真央さんは、自分で亨さんと結ばれようとしなかったんですか？」

「や、やめろ。言うな。そんな事を我に言うな。そんな……」

「真央さん、こういう話されると恥はずかしいんですか？」

「……！　ち、違う！　違うぞ！　だって、そんな」

「亨さんと真央さんが、もし――」

「や、やめろ理香！　言うな！　そんな事言うな！」

「へえええ……じゃあ、命令、してみようかなあ……」

「！　や、やめ……や、やめて、それはっ」

「亨さんが、真央さんに興味を持つような命令を、今、ここで……」

「あ……いや、やめ……う……やめ……」

「そう……例えば、風呂上がりのパジャマ姿で、亨さんに向かって――」

「う…………うぇえ……うぇぇぇ……ひっく」

「あっ」

「ひっく……うぇえ……」

「あっごめんなさいちょっと真央さん泣かないでっあのっほら冗談っ」

「うぇぇぇぇ……うっ……」

「はいっもう命令しませんっ確定ですっ。これでゲーム終了っ罰ゲーム終了っ」

　ピシャッ。サッシが、閉まった。




　意を決したように、彩華は言った。

「亨ちゃんも執しつ筆ぴつ再開してさ、で、来年の新人賞に出してみたら？」

　勢いの余熱を煽あおるかのように、上ずった声で言葉を続ける。

「ほら……ええと」

　また頭を掻きつつ、彩華は言葉を続けた。

「亨ちゃん、最近……ここ二年くらい作品作ってないしさ、こ、この機会に……ねっ」

　照れながら、それでも真っ直ぐにこちらを見つめつつ懸けん命めいに提案する彩華。

　それに向け、亨は口を開いた。

「あ」

　亨は、口を開いた。口を開いて、暫しばらく考えて――そして、言葉を続ける。

「ご……」

　おい。何を言うつもりだ。心の中で声がする。

　何だよ『ご』って。まさか『ごめん』じゃないだろうな。

　ここで言うべき事は『うん、分かった』だろうが。なんで『ごめん』なんだよ。
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　折せつ角かく彩華が誘さそってくれたんじゃないか。折角彩華がああ言ってくれたんじゃないか。

　彩華はここ二年くらい、ずっとそう言い続けてくれたじゃないか。

　これは彩華にとってとても大切な提案で、多分その為に新人賞の話題を出して……

　そしてそれを、おれは。

「ごめん」

　亨は、首を振ふった。

「書けない」

　さっきまで周囲に満ちていた、熱気と興奮の空気。

　それが一気に、凍いて付ついたように冷めてゆく。

「ごめん」

　亨は、また首を振った。

「……おれは、もう書けない」




　カラッ。風呂場のサッシが、少し開いた。

「よし。これで理香の命令は使い切ったな」

　真央の冷静な声が漏れ出てきた。

「え？　ま、真央さんあの、なんでそんないきなり冷静な声を」

「ふん。我の芝しば居いに気付かぬとは、まだまだだな理香」

「し、芝居？　だって真央さん、さっき本当に涙を」

「うるさい！　芝居と言ったら芝居だ！」

　真央は誤ご魔ま化かすように怒鳴って、そして続いて呪文を唱えた。

「『金枝：世界論理』」

「え？　なんでこんなお風呂場で能力を発動するんですかっ真央さんっ」

「契けい約やく！　『理香はこれから十分間、その皮ひ膚ふ感覚が三倍になる！』」

「なっ何ですかそれっ。そんな契約アリですかっ」

「我の『金枝』は精神に干かん渉しようする。本人の精神に関する事はアリだ」

「そんなっ」

「そしてもう一つ……葵！」

「葵さんっのぼせてないで頭オーバーヒートしてないで抵抗して下さいっ葵さんっ」

「『葵はこれから十分間、自分を亨と認にん識しきし、理香を葵と認識する！』」

「げええええええ何だかマニアックなプレイの予感がしますけどちょっとあの」

「そして、亨となった自分の欲望を、葵となった理香に向けて全力で発動」

「ちょっとおおおおお真央さあああああああん」

「私は……葵じゃない……おれは、亨。そして……理香が……理香が、葵……」

「待って葵さん！　あの、落ち着いてっ術を解いてっ」

「葵……ふふ、……逃にげても無む駄だだよ。……この火魅亨は、容よう赦しやしないよ……」

「あっあのっ。わたしは理香ですっ。葵さんは貴方あなたですっちょっとっ」

「ふふ、ちょっと揉もまれただけで、こんな風に。変態だなあ、葵は……」

「あっ。なんかどこかでわたしが言った言葉がっこんな場面で戻もどってっ」

「普ふ段だんは澄すました顔して……いつも、こんな事を考えてたんだな。変態の葵……」

「きゃああああああやめてっ止めて下さいっわたし今っ感覚がっ三倍にっ」

「変態の葵には、お仕置きが必要だな……この亨が、お仕置きしてやる……」

「ひいいいいいいいいいやああああああ何っ何これっこれ何っいやあああああああ」

「ふふ……抵抗か？　無駄だ。この亨に見られながら、無様に泣くんだ。葵……」

「はっひぃっきゃあっうわあああっひぃっいやあああああああああああああ」

「……ふ、ふふ。あ、葵が亨に、こんな風にされてる……、ふふ。うふふふ。ふふ」

「いやあああああああああああああああああ」

「ふふ。ふふふ。葵が泣いてる……葵が、亨に泣かされてる。うふふ。ふふふ」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいい」

「ふん。調子に乗るからだ」

　理香の悲鳴の横で、真央は落ち着いた声を出した。

「ん？　……そこにいるのは……真央か？」

　葵の声が、それを追いかけるように響いた。

「え？」

　真央が、驚いたような声を返す。

「ふふ……真央、お前も、この火魅亨の前で、そんな格好を……」

「お。おい、葵？」

「葵？　……葵じゃない。おれは、火魅亨……」

「お、こ……うわっ！　ちょっと……こっこらあっどこに手をっ指をっ息をっ」

「ふふ…………この亨の前で、そんな格好を……真央は、悪い子だなあ……」

「ちょっと、おいっ正気にっ……優輝っおいっ我を助けろっこらあっ！」

「え、何が？」

　脱だつ衣い所のあたりから、優輝の声が響いた。

「優輝っ貴様っ何故なぜ一足先に上がっているっこらっ助けろっ我をっ助けろおおお」

「ふふ……慌あわててる。本当に可愛かわいいなあ……クロちゃんは可愛いなあ……」

「！　なっ……何っ！　おい葵っお前今っ何とっ何と言ったっ」

「葵？　違う。おれは亨。……ほら、クロちゃん。亨がクロちゃんって呼んだよ。ほら」

「ひ……う、うああっやめろっその名で呼ぶなっ亨が我をっその名で呼ぶなあああ！」

「……いい子だよ……クロちゃん。ほら、亨がクロちゃんって呼んだよ。ほら……」

「やめてっやめろっお前は葵だっ亨じゃないっやめろっやめろおおおおおお！」

「クロちゃんは、いい子だなあ……この亨の前で、気持ちよくなるんだよ………」

「いやあああああああ許してっお願いっクロちゃん言う事聞くっ聞くからっ許してえっ」




　亨は、彩華に向けて言った。

「ごめん」

　ごめんじゃないだろ。心の中で、自分が自分を叱しつ咤たしている。

　ごめんじゃないだろ。なんでそんな情けない事言ってるんだよ。

　昔は、中学生の頃は、元気に気楽に書いてたじゃないか。

　ラヴリィアイを見て素直に感動して、素直に書いてたじゃないか。

　ラヴリィアイの世界と、ミライススムの意思を信じてたじゃないか。

　あんな作品を作りたい、あんな主人公を作りたいって、頑がん張ばってたじゃないか。

　彩華と一緒に、世界を夢想していたじゃないか。

　なんで今、そんな情けない事になってんだよ。

　なんで書かないんだよ。なんで書こうとしないんだよ。

　なんで――

　――なんで、書かないか、って？

　自問に、自答が返ってきた。

　――なんで書けないかって？　なんで書きたくないかって？

　自答は、心の奥おく底そこ、闇やみの中から聞こえてきた。

　――お前、知ってるじゃないか。なんで書きたくないか、自分で知ってるじゃないか。

　自答は、心のごく近い場所から、聞こえてきた。

　知っている。おれはこの声を知っている。亨は思う。

　おれは、自分が書けなくなった理由を知っている。ずっと知っていた。

　――お前は、信じられなくなったんだよ。

　亨は、自答を返した。

　分かりきっている自答を、自問に向かって投げ返した。

　――お前は、あの世界を、信じられなくなったんだよ。

　二年前からずっと分かりきっていた自答を、また、再確認した。

　――お前は、あの世界のあいつらを、信じられなくなったんだよ。




「……亨ちゃん」

　彩華は昔の呼び方のまま身体の位置を変え、テレビの方を向いた。

　視線をテレビ画面に向けたまま、後ろ姿で言葉を吐はく。

「亨ちゃん、さ。……やっぱ、アレのせいで、書けないの？」

「アレって？」

「あの……」

　後ろ姿でかなりの間を空け、そして意を決したような言葉を続ける。

「家の問題のせいで、書けなくなったの？」

「…………」

「亨ちゃんの両親は、どうしたの？」

　聞かれた。

　一いつ瞬しゆんで凍こおりついた心の空くう洞どうから、空くう虚きよな音が響く。

　ついに、聞かれた。二年間聞かれなかった事を、ついに聞かれた。

「小学校の時さ、亨ちゃんの両親はこの家にいたよね？」

　彩華は、後ろ姿で言葉を続けた。

「なんで亨ちゃん、一人になっちゃったの？」

「両親は」

　おい。よせ。心の中で声がした。

　よせ。今は口を動かすな。今のおれは、碌ろくな言葉を吐かない。

　彩華はこの不ふ可か侵しん地域に、決死の覚かく悟ごで入ってきてくれたんだよ。

　受け止める覚悟がないなら、黙ってろ。いつもみたいに笑って誤魔化してろ。

　覚悟に応こたえる気が無いなら、口を動かすな。黙っていろ。

「両親はさ」

　亨は、自動的のように口を動かした。

「出て行ったよ」




　テレビの中で、ラヴリィアイの最終回がクライマックスを迎むかえている。

『結けつ婚こんしよう、アカネ！　この戦いが終わったら式を挙げるんだ！』

　テレビの中で、ミライススムがタチバナアカネにプロポーズしている。

『この戦いに勝って……そしてその後、二人の未来を作り出すんだ！』

　テレビの中で、主人公がヒロインにプロポーズしている。

『ぼくらの愛は永遠だ！　どんな障害があろうと、永遠にキミを愛するよアカネ！』

　テレビの中で、誰かが何かを喋っている。

『愛に満ちた未来を、愛に満ちた家庭を作り出そう！　それこそが最強だ！』

　テレビの中で、登場人物が何かを喋っている。

『最愛こそ、最強なんだ！　家族こそが、愛こそが、最強だったんだよ！』

　何処どこかの誰かの声を聞きつつ、亨は口を動かした。

「昨日の電話はそれ。正式に離り婚こんが成立して、もう帰ってこないって報告。

　……もうこの家は要いらないから、餞せん別べつとしておれにくれるってさ」

　そうだ。自分の声を確認しながら、亨は自答する。

　そうだよ。これが理由だったんだよ。

　こいつらのこの世界は、つまり、そういう世界だったんだよ。

　だからおれは、書きたくなくなったんだよ。

「つまり、おれはさ」

　やめろ。言うな。心の中から、悲鳴のような声が響く。

　止めろ。口を閉じろ。続きを言うな。

「おれはもう、こんなモノとは――」




「おれはもう、こんなモノとは、縁えんを――切」

　碌でもない言葉の途中で、

「おらっしゃああああああああ！」

　カラカラカラビシャッ。風呂場のサッシが勢いよく開き、優輝が飛び出てきた。

「ちょっと部長、亨！　なんか音が聞こえてくると思ったら！」

　頭からほかほかと湯気を立ち上らせつつ、元気にテレビを指し示す。

「なんで二人で先にＤＶＤ見てんのよ！　しかも最終回！」

「お、おい優輝……」

「折せつ角かくの合宿なのに、二人だけで見てちゃダメじゃないの！」

　こちらの声を完全に無視し、ふん、と鼻息を吐いてテレビのボリュームを上げる。

　テレビの中で、ミライススムが宣言した。

『世界がどんな形をしていようと……進む意思は、変わりはしない！』

「おっ。間に合ったっキメシーン間に合ったっ」

「おい優輝ちょっとお前、あの」

「うるさい黙れ」

「いいや今日こそ言わせて貰もらうけどあのなお前、」

「静かにしろ」

「よしまず根本から始めよう。お前が見てるそれはおれのテレビであって」

「うるさい黙れ静かにしろ」

　テレビを見み据すえる優輝の目の前で、アニメのヒーローが宣言した。

『これは、おれの世界のおれの物語だ！』

「よっしゃああああああキメ台詞来たああああああああサイコー！」

「おい優輝！　今はこっちの話をしてるんであって、アニメの話は」

　テレビに向かって拳こぶしを突つき上あげる優輝の前で、主人公が宣せん誓せいした。

『おれが選せん択たくした、おれの物語だ！　他人の世界や他人の物語なんか、知った事か！』

「テンション上がってきたああああ明日の劇場版が楽しみすぎるうううう」

「話を聞け、コラー！」




　闇の中、小さな黒い箱の前に、妖よう精せいが座っている。

「私と同じ、『翼ある者アツシヤー』」

　背中に翅はねを生やした少年は、黒い箱を覗のぞき込んで呟つぶやいた。

「私と同じ、『世界の卵』の使者……光が遣つかわした、天の使いか」

　道化クラウンの名を持った少年は、光の天使を見つつ顔を歪ゆがめた。

「だが、魔ま王おう様は私と共にある。『世界の卵』の全すべては、私と共にある」

　黒い箱の中で、光の翼を持つ天使を前に、道化は呟き続ける。

「お前は、私の手中だ。作中人物に過ぎぬお前に、何が出来る」

　道化は顔を上げ、魔王に向かって呟いた。

「ご安心くださいませ、魔王様」

　いつも通りの顔に戻った道化は、魔王の前で深々と頭を下げた。

「……この物語はこれからが本番、これからが暗黒でございます」

　深々と頭を下げたまま、道化は呟き続ける。

「私めは、貴方あなた様さまより力を授さずかり墜天した、貴方の世界の一部」

　道化の両耳で、イヤリングが揺ゆれている。

「たかが力を失った天使一人。我が『姉』とは言え、物の数ではございません」







五章







　闇の中、小さな黒い箱の前に、妖精が座っている。

「天使による多少の計算違ちがいには目を瞑つぶっていただき、気を取り直しまして」

　妖精は、芝居じみた仕草で指を鳴らした。

「四章は先さき程ほどにて終了、そろそろ終しゆう盤ばん。五章の開始でございます」

　音と共に、黒い箱の横に場ば違ちがいな旧式のテレビが出現する。

「いよいよ始まる、ラヴリィアイ劇場版」

　妖精の声と共に、場違いな旧式テレビに明かりが灯ともった。

「愛に満たされた者達が、その愛の力で輝かがやける人生を切り開く物語」

　テレビの画面に、映画が映し出される。

「愛の力で戦い、そして愛によって世界に歓かん迎げいされる、美しき者たちの物語」

　映画鑑かん賞しようの注意事じ項こうの後に、『ラヴリィアイ劇場版』のタイトルが映し出される。

「その物語が――愛に満たされたその物語が、どのような意味を持つのか」

　主人公のミライススムが、その妻であるアカネが、画面の中で動き始める。

「いよいよ――本番でございます。我らが王よ」

　場違いな旧式のテレビの前で、妖精は恭うやうやしく頭を下げた。

「さて、締め括くくりましょう。果てしなき呪のろいを永えい劫ごうとしましょう。我らが王よ。

　……全ては、貴方の望みのままに。我らが魔まの王よ」

　黒い箱の前、魔王と呼ばれたモノの前で、妖精は深々と頭を下げる。




　火ひ魅み亨とおるは、映画館でスクリーンを見ている。

　スクリーンの中で、大人になったミライススムが叫さけんでいる。

『オレは戦う！　世界の未来の為に……そして、オレの子供の未来の為に！』

　少年の日に乗ったロボットに向け、自ら歩を進めてゆく。

『大人になっても……世界が変わっても！』

　ロボットの周囲には、ミライススムの家族が待っていた。

『オレの魂たましいは変わりはしない！　オレの正義は、オレの愛は、変わりはしない！』

　年老いた両親と妻であるアカネと、そしてその腕うでに抱かれた幼い子供がいる。

『オレはかつて、両親から愛を貰った……』

　ミライススムは年老いた両親に向け、最敬礼をした。

『そしてその愛によって戦い、アカネに出会った！　自分の愛を作り出したんだ！』

　ミライススムは、妻の手を取ってそっと微笑ほほえんだ。

『今度はオレが、世界に、子供に、愛を与あたえる番だ！』

　その腕に抱かれた愛するわが子に向けて、力強いガッツポーズ。

『愛は、永遠だ』

　幼い子は、愛する父に向けて笑え顔がおを返した。

『故ゆえに、この世界も永遠だ！　愛の力で、オレは魔王を倒たおす！』

　父と母と妻と、そして幼い子。温かい愛に包まれ、ミライススムは出しゆつ撃げきする。

『待っていろ、魔王イーブルアイ！　オレの愛は、無敵だ！』




　ミライススムは、映画のスクリーンの中の、光の世界にいる。

　火魅亨は、映画館の中の、闇の世界にいる。




　ミライススムの乗るロボットが、魔王の居城に到とう着ちやくした。

『クックックッ……待っていたぞミライススム……愛の使徒、愛の戦士よ……』

　薄うす汚ぎたない暗黒をこり固めたような闇の居城から、声が響ひびく。

『愛を信じ、愛の力で戦う……か。お前は、大人になっても何も変わっていない……』

　声と共に城の扉とびらが開き、黒ずくめのボロを着た人ひと影かげが姿を現す。

『我わが名は……』

　深い皺しわが刻まれた額、落おち窪くぼんだ眼がん窩か。白しら髪がの交じった頭とう髪はつ。

『我が名は、魔王イーブルアイ……』

　醜みにくい老人のような外見のその男は、低い声で自己紹しよう介かいした。

『お前は！』

　ミライススムは、醜い老人に向かって叫んだ。

『お前は……ハルカワタル！』

　ミライススムは、かつてのライバルの名を呼んだ。

『くっくっくっ……』

　醜い老人となったハルカワタルは、卑ひ屈くつに笑った。

『ミライススム……お前は、大人になっても変わらぬのだな……』

　かつてのミライススムのライバルは、捻媚びたような声で呻うめいた。

『愛を信じ、愛と共に大人になり、お前は何も変わっていない……』

　かつてタチバナアカネに惚ほれていた男は、その夫となった男を睨み上げつつ呟いた。

『俺おれは大人になって、そして……変わったのだ！』

　魔王イーブルアイは、薄うす汚よごれた瞳を見開いて絶ぜつ叫きようした。

『愛など……愛など下らぬ！　子供向けの戯たわ言ごとよ！』

　闇の中の醜い老人は、醜く裂さけた口を開いて叫んだ。

『俺おれ達たちは大人になったのだ！　子供向けの綺き麗れい事ごとを並べるのは、もう止めだ！』

『愚おろかな事を！』

　ミライススムは、醜い老人に向かって断言した。

『愚かな事を……！　オレは人に愛され、人を愛する為に大人になったのだ！』

　ミライススムは、魔王イーブルアイに向けて宣言した。

『かつて大人から受けた愛、それを子供に返す為に、オレは大人になったのだ！』

　ミライススムが、魔王イーブルアイを断罪した。

『大人になったオレが手にしたのは、家族愛！』

　キラキラのロボットに乗った美しい主人公が、薄汚れた暗黒の魔王を断罪した。

『それこそが、過去から未来へと伝わる永久で不ふ滅めつの愛……そう、人類愛だ！

　人類は、愛によって幸福になった！　この世界は、愛によって続いてきたんだ！

　……オレは愛だ！　愛は無敵だ！　オレは、無敵なんだ！』




　闇の中、亨は立ち上がった。

　主人公の決戦口上の途中で、亨は席を立った。

「トイレ」




　闇の中、小さな黒い箱の前に、妖精が座っている。

「さて」

　黒い箱の横には、場違いな旧式のテレビが置かれている。

「そろそろ、お気づきになられたでしょうか？」

　妖精は、場違いな旧式のテレビに映し出される物語の横で、笑えみを浮うかべた。

「そろそろ、私の意図に、お気づきいただけたでしょうか？」

　妖精は、作られた物語の前で、笑みを浮かべた。

「お気づきになられたようですね。そう。その通り」

　妖精は、作られた『黒い箱』の前で、笑みを浮かべた。

「これらは全て、貴方への呪いだったのですよ」

　妖精は、作られた物語の前で、笑みを浮かべた。

「この主人公は、この物語は、最初から、貴方を呪っていたのですよ」

　妖精は、テレビに映し出される物語の横で、笑みを浮かべた。

「この物語の主人公は、『何処かの誰か』だったのです」

　妖精は、魔王の前で、笑った。

「……貴方とは、何の関係も無い者だったのですよ」




　映画館のトイレ個室の中、壁かべに貼はられたポスターを見ながら、亨は思う。

　壁に貼られたポスターにはミライススムの姿が、映画の主人公の姿が描えがかれている。

　愛の中で愛を信じ、愛の為に悪と戦う正義のヒーローの姿が描かれている。

　ヒーローの上に、変わらないキャッチコピーが書かれている。

『掴つかみ出せ、キミの選択を！　選び出せ、キミの世界を！』

　亨は、便器の前にしゃがみ込みつつ思う。

　ミライススムはこうして戦い、そして幸せを掴むのだろう。

　最後にいつものキメ台詞ぜりふを叫んで、魔王を倒すのだろう。




　じゃあ、おれは？

　便器にゲロを吐き出すように、亨は思う。

　それを見ているおれは、どこにいるんだ？

　それを見ているおれは、何をしているんだ？




　ミライススムには両親がいる。両親がいて、そして愛に満たされている。

　ミライススムは愛に満たされていて、そして無敵で最強のヒーローになる。

　じゃあ、おれは？

　おれの両親は、どこにいる？　おれの愛は、どこにある？

　両親に愛されるのは素す晴ばらしくて、そしてそれで無敵になるだって？

　じゃあ、その愛を持たないおれは、どうしようもないヤツなのか？

　どうしようもないから、あんな風にボロクズの老人になっていろって言うのか？

　どうしようもないから、あんな風に主人公の踏ふみ台だいになれっていうのか？

　どうしようもないから、世界の外でガタガタグチグチ叫んでろって言うのか？

　ミライススムは、他の誰かだったんだ。

　あれが、おれだったんだ。

　魔王イーブルアイこそが、おれだったんだ。

　ミライススムに断罪され、踏み躙にじられた、あの薄汚れた醜い老人。

　あれが、おれだったんだ。

　追いやられて、軽かろんじられて、嫉しつ妬として、醜く歪んで、魔道に堕おちる。

　満たされている者に断罪され、踏みつけられ、世界の外へと追いやられる。

　あれが、おれだったんだ。




　ミライススムとおれは、他人同士だ。

　ミライススムはミライススムであって、おれじゃない。

　愛に満たされているのは『ミライススム』であって、おれじゃない。

　ラヴリィアイの世界とおれの世界は、無関係だ。

　ラヴリィアイの世界はラヴリィアイの世界であって、この世界じゃない。

　家族の愛に満ちているのは『ラヴリィアイの世界』であって、おれの世界じゃない。

　おれとは無関係な場所で、何処かの誰かが活かつ躍やくしている。

　おれとは無関係な奴やつらが、何処かの誰かと愛を得ている。

　あれは、他人の愛の物語だったんだ。

　これは、他人の物語なんだ。




　他人の愛なんか見て、何が楽しいんだ？

　他人の愛なんか応おう援えんして、何になるんだ？

　なんで、こんな事を続けてきたんだ？

　なんで、こんな物語を喜んで追いかけてきたんだ？




　そうだ。

　便器にゲロを吐き出しながら、亨は思う。

　そうだ。そんな事、ずっと前から分かっていたんだ。

　おれは二年前のあの日に、全部分かってしまったんだ。

　だからおれは、物語を作りたくなくなったんだ。

　だからおれは、架か空くうの物語を書けなくなったんだ。




　物語の主人公が幸せだからって、それが何だって言うんだ？

　物語の主人公が理想的な両親を持っているからって、それが何になるって言うんだ？

　理想的な両親を持っているのは主人公であって、おれじゃないんだよ。

　物語の主人公が楽しい仲間に囲まれているからって、それがどうだって言うんだ？

　楽しい仲間に囲まれているのは主人公であって、おれじゃないんだよ。

　物語の主人公が誰だれかに愛されたからって、それがどうだって言うんだ？

　誰かが愛しているのは物語の主人公であって、おれじゃないんだよ。

　物語の中で誰かがにっこり可愛く笑ったからって、それが何だって言うんだ？

　にっこり笑った誰かの笑顔は、おれに向けられたものじゃなかったんだよ。

　おれ以外の、他の満たされた者に向けられた、他人への愛の笑顔だったんだよ。




　物語の主人公と誰かが結ばれたからって、それが何だって言うんだ？

　誰かと結ばれたのは物語の主人公であって、おれじゃないんだよ。

　物語の主人公と誰かが愛し合ったからって、それが何だって言うんだ？

　誰かと愛し合ってるのは物語の主人公であって、おれじゃないんだよ。

　誰かの愛の告白の瞬しゆん間かんは、誰かがおれ以外の男を愛すると決めた、その瞬間なんだよ。

　誰かが決しておれを愛してくれないと確定した、その決定の瞬間なんだよ。

　何処かの誰か二人が幸せになって、そしておれは省かれた。その決定の瞬間なんだよ。

　なんでそんなものを喜んでたんだ？　世界に省かれて、なんで喜んでたんだ？

　世界にたった一人取り残されて、それで何が嬉うれしかったんだ？




　全ては最初から、恐おそるべき呪いだったんだよ。

　満たされぬ者に満たされた光景を見せつけ、断罪し踏み躙にじる呪いだったんだよ。

　なんで分からないんだ？　何処かの誰かへの笑顔を、なんで分からなかったんだ？

　なんで平気なんだ？　見せ付けられて断罪されて、なんで平気だったんだ？

　なんで気付かないんだ？　踏み躙られて嬲なぶられて、なんで気付かなかったんだ？

　なんで笑ってたんだ？　誰かの愛を他人に取られて、なんで笑ってたんだ？

　なんで喜んでいるんだ？　世界に一人取り残されて、なんで喜んでたんだ？

　全ては最初から、恐るべき呪いだったんだよ。

　呪われているのは――




　暗黒の世界の中で、道化クラウンは笑った。

「呪われているのは――」

　目の前に座るモノに向け、道化は笑った。

「呪われているのは――貴方だったのですよ。我らが王よ」

　道化は、魔王の前で笑った。

「私は、貴方を」

　道化は、魔王に向かって言った。

「永遠に、呪い続けております。我らが王よ」

　道化の背中で、昆こん虫ちゆうのような翅が暗黒に輝いている。




　優ゆう輝きの背中で、天使のような翼が光に輝いている。

「ちょっと、亨！」

　映画館を出て開口一番、優輝は怒ど鳴なった。

「アンタ、何クライマックスでトイレなんか行ってるのよ！　信じられないわ！」

「あの優輝さん、亨さんはお腹なかが痛くなったんですから、そんなに責めないで」

「黙だまってなさい理り香か！　体調管理は本人の責任よ。ねえ葵あおい！」

「その通りだな。戦いの場においては、体調の悪さは言い訳にすらならん」

「そうでしょ！　映画途中にトイレとか、気が緩ゆるんでる証しよう拠こよ！」

「おい白しら瀬せ優輝！　我の近くでトイレトイレと連呼するな！」

「真ま央おも黙ってなさい！　今大事な話してんのよ。ほら、何とか言いなさい亨！」

「…………」

　亨は一人、無言で闇を見ている。

「む！　何その無言は！　喧けん嘩か売る気？　このウンコ野や郎ろう！」

「おい白瀬部員。今のダブルミーニングは多少下品では無いかね」

「口出さないでよ部長！　ウンコ野郎をウンコ野郎と言って何が悪いの！」

「我の近くで下品な単語を連呼するな！　この無礼者があああああ！」

「あっ真央さん怒おこっちゃダメです。荒あれてる優輝さんはそっとしとかないとダメです」

「何よ文句あんの真央！　何ならここでバトル開始する？　天てん魔ま大戦する？」

「何だと？　この魔天イエツラークラエルロウゼルに勝てると思うのか？」

「ふん。デカい胸して、動きにくいんじゃないの？」

「な！　な、何を……む、胸は…………か、関係ないっ！」

「何な故ぜ突とつ然ぜんうろたえるのだ真央。戦いにおいて、身体は大事な要素だ」

「お……おいやめろ葵！　我の前で、そんな恥ずかしい話をっ」

「一週間前など、亨に『制服の胸むな元もとから鰻うなぎを入れると戦せん闘とう力りよくが上がる』と教わって」

「こらああああああああああ亨ううううううアンタちょっとこっち向けえええええ」

「ああああああもうお前らうるせええええええええ！」

　亨は口を開いて、怒鳴った。

「人が暗黒とか見てんだから静かにしろ！　沈しずんでんだから邪じや魔ますんな！」

「あっ。やっと口を開いた。この男」

　優輝は、ピクッと眉まゆを動かした。

　それに向かって、非難の声を出す。

「昨日も言っただろ優輝！　おれ今落ち込んでんだよ！　空気読め！　流れ読めよ！」

「何？　アンタ、ラヴリィアイ見といて落ち込んでんの？　それは許せないわね！」

「なんで感想強制されてんだよ！　じゃあもう言ってやるよ。つまんないよアレ！」

「なっ……何ィ！　まさかの反逆！　アンタ物語の大本を否定する気？」

「『何ィ』とか言うな！　必ひつ殺さつ技わざをかわされたみたいに言うな！」

「必殺じゃないの！　あれに必殺されないヤツはどうかしてるわよ！」

「必殺されない！　やってる事がテレビ版と変わってないだろ！　進歩ないよ！」

「なん……だと……？」

「『なん……だと……』とか言うな！　必殺技が無効だったみたいに言うな！」

「言ったなこのー！　ラヴリィアイを侮ぶ辱じよくしたな！　そこに直れ、おらー！」




　暗黒の世界の中、道化は声を出した。

「……多少、光が混じっている」

　黒い箱の横で、道化は呟いた。

「確かに『あの言葉』を吐いたのに。世界を呪う、あの言葉を吐いたのに」

　黒い箱を覗き込みつつ、道化は呟いた。

「世界から、光が消えない……セフィエルが消えない。何故だ？」

　覗き込んだ顔を歪めつつ、道化は呟いた。

「私の創作世界が、何故、私の思い通りにならない？」

　その両耳のイヤリングが、形を変える。

「存在を歪められ、たかが登場人物の一人に成り下がった分際で……あの天使」

　道化の両耳のイヤリングが、十じゆう字じ架かの形になった。

「この道化が――」

　道化のイヤリングが、天使の形になった。

「――本来の姿を以もつて、直接行うしかないか？」







六章







　闇の中、小さな黒い箱の前に、妖精が座っている。

「我が『姉』が……いま一人の天使が、多少の不ふ手て際ぎわを起こしているようですが」

　十字型のイヤリング、天使の形のイヤリングを耳につけた妖精は、静かに呟いた。

「我が物語の、たかが登場人物の一人。どの道大した事は出来はしません」

　天使のイヤリングを耳につけた妖精は、魔の王に向かって呟いた。

「創生主である私の意思に逆らう事など、出来る筈はずもございません」

　昆虫のような翅を持つ妖精は、彼かれの王の前で恭しく頭を下げた。

「我らが王よ。私は永遠に、貴方を呪い続けます」

　翅を生やした堕だ天てん使しは、魔に堕ちた王の前で恭しく頭を下げた。

「全ては、貴方様の御お意い思しのままに――」

　道化クラウンと名のついた暗黒の天使は、魔王の前で恭しく頭を下げた。

「貴方様が『世界の卵ユグドラシル』を拾った時の、その御意思の暗黒のままに。我らが王よ」

　道化は頭を下げて、そして、

「我らが魔のモノの王――」

　そして、魔王の名を呼んだ。

「魔王、火ひ魅み亨とおる様」




　映画館からの帰り道、六人全員で河か川せん敷しきを歩いている。

「だいたいアンタねえ、亨！」

　歩きながら、まだ優ゆう輝きは怒っている。

「ラスト十分よ、ラスト十分！　なんでたった十分我が慢まん出来ないの、亨！」

「十分くらい観みなくても、オチは完かん璧ぺき読めるだろあんなもん！」

　亨は、優輝に向かって言い返した。

「どうせ愛の力でイーブルアイを破は壊かいして終わりなんだろ。ワンパターンなんだよ！」

「む。火魅部員。世には『王道こそ王の道』という言葉があってだな」

「ふみ。賛成するぞ。戦いにおいては、正せい攻こう法ほうこそが最も重要なのだ」

「わたしは面白おもしろかったですよ。ねえ、真ま央おさん」

「……ま、まあ、な」

「ほら、皆みなもそう思うでしょ！　なのにこの男は」

「お前ら、そんな気楽に賛美してるけどさ！」

　亨は、口に出して言い返した。

「じゃあ、ハルカワタルはどうなるんだよ！　あいつに救いは無いのかよ！」

「え？　ハルカワタル？　あれがどうしたのよ」

「一人取り残されて魔王になって、挙句に退治されて、そんな終わり方」

「アンタ……何言ってんの？　だから、ちゃんと最後まで観てなさいって言って――」

　優輝の言葉の途中で、




　ぴりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり




　優輝の翼から、魔族接近の警報が鳴なり響いた。

「えっ……おいちょっと、今」

　亨は、反射的に周りを見回した。いつもの光景だ。箱はこ内ない川堤てい防ぼう上の歩道、進行方向の右に河川敷公園が広がり、その向こうで箱内川が静かに流れている。

「おっほほほほほほほほほほほ！」
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　いつもの光景の中、上空から聞きなれた笑い声が響き渡わたった。

「一日ぶりですわね、皆さん！」

　上空の声と共に、ユイがスカートを翻ひるがえしながら降ふってきた。

「火魅亨さん！　白しら瀬せ優輝さん！　黒くろ部べ理り香かさん！　桐きり原はら葵あおいさん！　黒こく龍りゆう寺じ真央さん！

　……そして、大おお道ち反がえし彩あや華かさん！　ご機き嫌げんいかがかしら、皆みな様さま！」

　七つの光こう珠きゆうを周囲に従えつつ、確かく認にんするようにこちらの全員の名を呼ぶ。

「昨日はほんの少しだけ、油断しましたけれども！」

　最強魔族は、河川敷公園の歩道の上で自信満々に叫んだ。

「今度は、私の全力を以て挑いどませていただきます！　光栄に思いなさいな！」

　一同の視線が集中する中、ユイは堂々と右みぎ腕うでを天に掲かかげた。

「いざ、尋じん常じように！」

　七つの光珠が空中で虹にじの軌き跡せきを描き、ユイの頭上へと駆かけ上がる。

「勝負ですわ！」

　最強の魔族は、光の光景の中で、呪じゆ文もんを唱えた。

「『金枝ミストル：：七味戦乙女・第五陣紫紫蘇ニーヴエルング・ゲルヒルデ！』」




　闇の光景の中で、道化は言葉を続ける。

「物語の決着に先立ち……今いま更さらの説明など、大変な野や暮ぼかとも存じますが」

　闇の中、黒い箱の前で、道化は呟き続ける。

「王より力を預かり道化の名を頂いた者として、最後の義務をお許しください」

　闇の中、彼の王の前で、道化は呟き続ける。

「『この世界』の創生主としての、最後の義務をお許しください、我らが王よ」

　闇の中、魔王の前で、道化は呟き続ける。

「貴方様はあの時、かの河川敷で『世界の卵』を拾って一体化し」

　闇の中、黒い箱の前で、道化は呟き続ける。

「その膨ぼう大だいな世界干渉力、世界改変力をその身に宿し……そして」

　闇の中、作られた暗黒の中で、道化は呟き続ける。

「その意思、その願望によって『世界の卵』は、その場で発動しました」

　闇の中、作られた世界の前で、道化は呟き続ける。

「世界改変システム『世界の卵』。その発動と共に発生した、二体の案内役」

　闇の中、作られた物語の前で、道化は呟き続ける。

「それは二人の天の使い。――光のセフィエルと、闇のクラウン」

　闇の中、作られた黒い箱の前で、道化は呟き続ける。

「貴方様が選択したのは、闇の世界。私が、貴方様の全権代行者」

　闇の中、作られた世界の前で、世界の創生者は呟き続ける。

「故に私は、この黒い箱を、この箱内市を、この物語を――」

　闇の中、作られた全ての前で、暗黒の天使は呟き続ける。

「――貴方と天使の世界を、創生しました」




　おれは。

　昼の光の世界の中、乱らん舞ぶする七つの光珠に照らされるユイを見つつ、火魅亨は思った。

　いつもの河川敷公園、いつもの下校で通りがかる光景の中で、火魅亨は思った。

　おれはここで二ヶ月前、世界干渉力の塊かたまり『世界の卵』と、一体化した。

『世界の卵』に触ふれて一体化して、その膨大な世界改変力をこの身に宿した。

　あの時そういえば、こんな声が聞こえた筈だ。

『汝なんじはたった今、我と接せつ触しよくし一体化した。我の全ては汝の中に。世界を、産み出せ』

　そう。

『世界の卵』はあの時、確かにそう言った。

『世界を、産み出せ』




　黒い世界の中で、道化が呟いている。

「その『世界の卵』と名のついた石は、そもそも一体何なのか」

　黒い世界の中で、道化は笑っている。

「天界のマジックアイテム？　天界の金庫に保管されていた、世界改変の宝具？」

　黒い箱の前で、道化は笑っている。

「まあ……そういった認にん識しきで、そういう設定で、何の不都合もありますまい」

　黒い世界の中で、道化は恭しく頭を下げた。

「元々、単なる舞ぶ台たい装置。どんな設定であろうと、何の不都合もありますまい」

　黒い世界の中で、道化は魔王に向かって、恭しく頭を下げた。

「私がそう決めたのですから、その『石』は、そうなのですよ。我らが王よ」

　世界改変の代行者は、世界改変の主に向かって、恭しく頭を下げた。

「私が、そう決めたのですから――」

　世界改変の代行者は、世界改変の主に向かって、恭しく頭を下げた。

「……私がそう設定したのですから、この物語はそういう設定なのですよ。我らが王よ」




　世界改変力？

　ユイの頭上で合体する七つの光珠を見つつ、火魅亨は思った。

　おれがこの身に、世界改変力を、膨大なＭＰを宿した？

　合体し、一つの大きな大光珠となるユイの武器を見つつ、火魅亨は思った。

　おれは、誰にそれを聞いた？　いつ、誰の口から初めてそれを聞いた？

　誰が最初に、おれにそう言った？

　ユイの頭上で紫むらさき色いろの輝きを放ち始める大光珠を見つつ、火魅亨は思った。

　思い出せる。何故かハッキリと思い出せる。

　おれは二ヶ月前、ここで『世界の卵』を拾って、そして。

　そしてその直後、――あの男に、それを聞いた。

　あの男。流れる川の水の上に立っていた、あの魔族。

　ルキッフ。おれの前に出現した、第一の魔族。

　おれの前に出現した、最初の非日常。

　おれが『世界の卵』を拾った、そのまさに直後に、あの魔族が出現した。

　日本人離ばなれした長身、憂うれいに歪んだ俳優のような美形、闇のような長ちよう髪はつ、その身を包つつむゆったりとしたローブのような黒衣。そして、両耳に黒色三角形のイヤリング。

　水に立つ男は、たった今そこに出現した暗黒のように、唐とう突とつにそこに立っていた。

　あの魔族は、その瞬間にここに立っていた。

　おれが『世界の卵』を拾ったその直後に、そこに立っていた。

　……『たった今、そこに出現した暗黒のように』。そこに立っていた。

　そして奴は、続けてこう言った。

『それは因果の定め、彼の意思、我らが王の意思、道化の作さく為い』

『彼は我らが王となり、そして我らが王の御意思のままに我らは在る』

『この場で魔王は誕生し、そして魔王の意思がなくては我は在りえぬ』




　暗黒の世界の中で、道化は呟いている。

「私が、この物語を作り出しました」

　目の前の王、創作世界の王にひれ伏ふしつつ、暗黒の天使は言葉を続ける。

「貴方様が『世界の卵』と一体化したその瞬間に、この物語は始まったのです」

　道化と名づけられた妖精は、彼の創作物の前で呟き続ける。

「――世界なんか、とっくに滅ほろびていたのですよ。我らが王よ」

　目の前の王にひれ伏したまま、王の使いは言葉を続ける。

「そもそも『その石』は、何なのか。最も早はや、それは重要な事こと柄がらではありますまい」

　道化と名づけられた妖精は、魔王の前で言葉を続ける。

「何処かの誰かが願った『最後の世界』。そのはぐれの欠片かけら……既すでに、過去の話です」

　道化と名づけられた妖精は、火魅亨に向けて、呟き続ける。

「貴方が望んで、そして私の世界がここにある。それが全てでございます。我らが王よ」

　道化と名づけられた妖精は、『彼』に向けて、呟き続ける。

「私どもは最初から、たかが名も無き創作者――

　――貴方様の、忠実なる僕しもべでございます。我らが王よ」




　光の光景の中、紫色に輝く大光珠を掲げつつ、ユイは叫んだ。

「ご覧あれ！　あれこそが私の『金枝：七味戦乙女・第五陣紫紫蘇』！　その力は」

　大光珠の紫むらさきの光が、渦うずを巻き始める。

「魔ま界かいより、私の部下を三名召しよう還かんする能力！　ですわ！」

　渦うず巻まく紫の光の中に、三体の人影が映し出される。




　黒の光景の中、道化はとめどなく呟き続ける。

「私は、魔王様の『世界そのものの力』の全てをこの身に預かり」

　道化は呟きながら、黒い箱の前でその右手を軽く振った。

「このように」

　その右手の中には、いつの間にか人形が握にぎられている。

「様々な者どもを、様々な人形を、様々な魔族を……作り出してきました」

　道化の右手に、三体の人形が握られている。

　一つ目の人形は、ショートカットの女の子の人形。

　緑色の髪かみを短く切り、活動的なＴシャツとハーフパンツに身を包んだ少女の人形。

　一見男の子のようにも見える、元気一いつ杯ぱいの顔をした女の子の人形。

　道化は、一つ目の人形を、箱の中へと投げ込んだ。




　渦巻く紫色の大光珠の渦から、一人目の人影が姿を現す。

「うっひゃー」

　一人目の人影は、ショートカットの女の子。

　緑色の髪を短く切り、活動的なＴシャツとハーフパンツに身を包んだ少女。

　一見男の子のようにも見える、元気一杯の顔をした女の子。

「久しぶりの人間界だあっ」

　一人目の少女は、宙返りのような動作でひらりと着地し、元気よく叫んだ。

　そのままその右手を顔の近くに上げ、勢いよく挨あい拶さつ。

「初めまして！　ボクはイミナ！」

　イミナと名乗った少女の両耳には、三日月形のイヤリングが揺れている。

「三日月形のイミナ！　ユイ様の第一の部下だよ！」




　黒の世界の中で、道化はその手に人形を握っている。

　道化の右手には、あと二体の人形が握られている。

　二つ目の人形は、ダルダルの白衣を着た目つきの悪い少女の人形。

　紫色の髪をボサボサに伸のばし、大きな瞳ひとみの下に薄うすい隈くまを浮かべた少女の人形。

　よく見るととても可愛い瞳をしているのに、とても不健康そうに見える少女の人形。

　道化は、二つ目の人形を、箱の中へと投げ込んだ。




　渦巻く紫色の大光珠の渦から、二人目の人影が姿を現す。

「ふくく……くく」

　二人目の人影は、ダルダルの白衣を着た目つきの悪い少女。

　紫色の髪をボサボサに伸ばし、大きな瞳の下に薄い隈を浮かべた少女。

　よく見るととても可愛い瞳をしているのに、とても不健康そうに見える少女。

「くくく……くすくすくす……」

　二人目の少女は、受身も取らずにドサッと地面に墜つい落らくした。

　墜落した姿勢のままその隈の浮いた瞳を輝かせ、独り言のように笑う。

「くく……人間界……ああ、このルミナの前に……新しい研究材料が……くす」

　ルミナと名乗った少女の両耳には、三日月形のイヤリングが揺れている。

「三日月形のルミナ……ユイ様の、第二の奴ど隷れい……くすくす」




　黒の世界の中で、道化はその手に人形を握っている。

　道化の右手には、あと一体の人形が握られている。

　三つ目の人形は、侍さむらいのような衣装を身に纏まとった少女の人形。

　真っ白な肌はだにツヤツヤとした黒くろ髪かみを肩かたまで垂らした、幼い少女の人形。

　幼い外見に似合わない凛りんとした瞳を輝かせる、幼い少女の人形。

　道化は、三つ目の人形を、箱の中へと投げ込んだ。




　渦巻く紫色の大光珠の渦から、三人目の人影が姿を現す。

「義により」

　三人目の人影は、侍のような衣装を身に纏った少女。

　真っ白な肌にツヤツヤとした黒髪を肩まで垂らした、幼い少女。

　幼い外見に似合わない凛とした瞳を輝かせる、幼い少女。

「現在、只ただ今いま」

　三人目の少女は、音も無く地面に着地し膝ひざをついた。

　姿勢を崩くずさないまま、その凛とした瞳を真まっ直すぐに向けて宣誓するように言う。

「カミナ、参上致いたしました」

　カミナと名乗った少女の両耳には、三日月形のイヤリングが揺れている。

「ユイ様の、第三の家臣。……義により、助すけ太刀だち申す」




　暗黒の世界の中、三つの人形を投げ込み終わった道化は呟いた。

「私はこのように、ここで次々と人形を作り」
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　投げ込んだ腕をそのままに、目の前の魔王に向かって言葉を続ける。

「この黒い箱の中へと……この箱の中の世界――箱内市へと投げ込み」

　腕を胸の前へと戻し、また、恭しく頭を下げる。

「魔の者を、魔に連なる魔族どもを、出現させ続けました」

　黒い世界の中、黒い箱の前で、道化は呟いた。

「貴方様のご希望に沿えたのなら、何よりの喜びでございます。我らが王よ」




「魔天イエツラークラエルロウゼル！　いや、黒龍寺真央っ！」

　元気よく真央の名を呼ぶイミナが、素す振ぶりのように拳を動かす。

　その両りよう腕うでに、グローブのような『金枝ミストル』が実体化した。

「キミは、ボクが相手だ！」

　ボクシンググローブのような『金枝』を挑ちよう戦せんするように掲げ、宣言。

「ボクの力とキミの力どっちが強いか、力比べだよっ！」

「ふん」

　熱血な挑戦に対し、真央は冷血に鼻を鳴らした。

「我に挑戦する、だと？」

　ふっ、という息と共に、その右手に漆しつ黒こくの短たん剣けんが実体化する。

「自分の力量を――」

　短剣を構えつつ、真央はイミナと対たい峙じする。

「――弁わきまえろ、三日月形のイミナとやら！」




「ふふふ……くく」

　独り言のように笑うルミナが、その右手を振りかざした。

　その右の指に挟はさまれるように、試験管のような『金枝』が四本実体化した。

「くく…………うふふ」

　実体化した『金枝』をだらりとぶら下げたまま、不健康な瞳で葵を睨にらみ上げる。

「あなたの身体……とても、可愛かわいい……わね。ふふふ」

「何を言っている」

　とん、と足の位置を変えながら、葵は返事をした。

　その身体を舐なめるように見つめつつ、ルミナは低い声で呻くように言う。

「ふふ……その胸……その身体……羨うらやましい…………くく」

「戦いの場に、胸は関係ない」

「ふふふ……」

　ルミナは、欲望に満ちた笑みを浮かべた。

「その身体……じっくりと…………私の、モノに……」

「私の身体は、」

　葵の両腕に、腕うで輪わのような『金枝』が実体化した。

「お前の物では、無い！」




「ええ……そ、そんなあ」

　理香が涙なみだ目めで、か細い悲鳴のような声を出した。

　引けた腰こしでおどおどと周囲を見回し、そして恐きよう々きようとカミナの方を見る。

　カミナはそれに向け、くいっ、と視線を返した。

「私の相手は、お前か」

「ひー！」

　純じゆん粋すい真っ直ぐな視線を受け、理香は縮み上がるように硬こう直ちよくする。

「星型魔族ベルセルメルゼル、黒部理香」

　その小さな手に、日本刀のような『金枝』が実体化する。

「相手にとって、不足は無い！」

「うえーん！」




　暗黒の世界の中で、道化は呟いた。

「あの者は――私では無いもう一人の天使、光のセフィエルは」

　黒い箱を覗き込みつつ、暗黒の天使は呟いた。

「貴方が選ばなかった光の天使は、『世界の卵』発動と共に力を失い地に落ち、」

　黒い箱を示しつつ、暗黒の天使は呟いた。

「世界の創生主となった私の力により、記き憶おくと力と存在を歪ゆがめられ」

　暗黒の天使は、光の天使を示しつつ呟いた。

「この物語の、たかが登場人物の一人となりました」




「ユイ、アンタさあ」

　三人を背後に、優輝はユイに声をかけた。

「昨日『凡ぼん夫ぷは数が頼たより』とか言ってなかったっけ？」

「ほほほほほほほほ！　昨日は昨日！」

　露ろ骨こつな挑ちよう発はつに、ユイは変わらず笑いを返す。

「先さき程ほど既すでに、『全力を以て相手します』と申し上げましたでしょう、白瀬優輝！」

「……ま、別にアンタがいいならいいけど」

「ほほ」

　笑いを止め、真ま面じ目めな顔になってユイは言った。

「恥はずかしくも、久しく忘れていた感覚ですわ」

　言葉と共に、上空で渦巻く紫の大渦から一つの光珠が分ぶん離りする。

「心から礼を言いますわよ、白瀬優輝」

　分離した光珠が、ユイの右手に戻る。

「私は、もう負けはしません」

　ユイの手に戻った光珠が、赤い輝きを放つ。

「『金枝ミストル：：七味戦乙女・第六陣赤辛子ニーヴエルング・シユヴエルトラウテ！』」

　赤く輝いた光珠が、真しん紅くの剣けんへと変化した。

「私の全ぜん霊れいを以て、勝利の為ために全力を尽つくさせてもらいますわ！」

　実体化した真紅の剣を掲げ、最強の魔族は叫んだ。

「いざ尋常に、勝負ですわ！　白瀬優輝！」

「それは――」

　優輝は雷らい槍そうを掲げ、対たい抗こうするように叫んだ。

「――こっちの台詞よ！　ユイ！」




　黒い世界の中、黒い箱の前で道化は呟いた。

「魔の者らには、私に連なりしかし対立する様々な派は閥ばつを設定し、」

　魔王に向かって、道化は呟いた。

「色々な戦いが起きるよう、世界と人形の設定を調整し続けてきました」

　中が騒さわがしくなった黒い箱を示しつつ、道化は呟いた。

「貴方あなた様さまを全ての物語に絶望させ、この世界を暗黒で満たす為に」




「く……くそおっ！」

　イミナは破壊された自分のグローブを見つつ、悔くやしげに呻いた。

「ふん」

　漆黒の短剣を掌てのひらの中でくるっと持もち替かえつつ、真央は宣告した。

「勢いだけでは勝利には届かん。いい経験になったな。少女」

　言葉に一拍ぱく遅おくれて、イミナの両イヤリングが粉々に砕くだけ散ちる。

「う」

　少年のようなイミナの顔が、色気のような苦く悶もんに歪む。

「ボ、ボクの力は、……まだ、この程度……」

「まだ、その程度だ」

　消え行くイミナの前で、真央は断言した。

「我を舐めるな。少女」

　漆黒の短剣を持った真央は、消え行くイミナに言った。

「我は、魔天クラエルロウゼルだ。努ゆめ々ゆめ忘れるな」




　黒い世界の中、黒い箱の前で道化は呟き続ける。

「この戦いと、そしてその為の世界を」

　イミナと呼ばれた魔族が消失した黒い箱を示しつつ、道化は呟いた。

「貴方はただ一人、この黒い世界で眺ながめ続けていました」

　イミナと呼ばれた人形を箱の中から取り出しつつ、道化は呟いた。

「――そろそろ、この物語の決着が見えてこられたのではないですか？　我らが王よ」




「『金枝ミストル：：裂光残影・陽クトウーラ・ホワイト！』」

　葵の手から発射された白い球体が、ルミナに向かって突とつ進しんしてゆく。

「ふふ……」

　ルミナは右手に持った試験管を振ふり、中の液体を零こぼした。

　ぼふ。小さな爆ばく発はつ音おんと共に、零れた液から煙けむりが上がる。飛とび掛かかる白い球体はまるで煙に逸そらされるかのように軌き道どうを変え、ルミナの後方、あらぬ方へと飛んでゆく。

「ハズレ……」

　笑いと共にルミナは地面を蹴けり、葵へと一気に肉にく迫はくする。

「…………あなたの身体、あなたの胸、あなたの尻しり……」

　ぶん、と音を立て、その手の試験管を全て葵へと投げつける。

「……楽しそう……ふふ」

　宙を舞まう四本の試験管から異様な量の液体が零れ、葵の全身にかかる――

　――その一瞬前、葵はまた呪文を唱えた。

「『金枝ミストル：：裂光残影・陰クトウーラ・ブラツク！』」

　ごふっ！

「ぐっ……！」

　戻もどってきた白い球体が、背後からルミナの魔路クリフアを粉ふん砕さいした。

「おお…………お」

　覆おおいかぶさろうとしていた液体が寸前で消え、続いてルミナの全身が消えてゆく。

「おああ…………わ、私の……身体」

「研究者にしては」

　戻ってきた白い球体をぱしっ、と受け止めつつ、葵は冷静な声を出した。

「観察力が足りないな、ルミナ」




　黒い世界の中、黒い箱の前で道化は呟き続ける。

「火魅亨様。……貴方あなたは愛を求め、愛に満ちた世界を望み、世界を作る力を私に与え」

　ルミナと呼ばれた魔族が消失した黒い箱を示しつつ、道化は呟いた。

「魔王様。……故に私は、この世界を作り出しました」

　ルミナと呼ばれた人形を箱の中から取り出しつつ、道化は呟いた。

「貴方はこの世界の中心の存在……即すなわち主人公であり、しかし同時に」

　黒い世界の中で、道化は呟き続ける。

「しかし同時に、一人きりの傍ぼう観かん者しやであったのです。我らが王よ」




「うひーん！」

　カミナの刃はを間かん一いつ髪ぱつギリギリ奇き跡せき的てきに回かい避ひしつつ、理香は泣いた。

「黒部理香、ベルセルメルゼル」

　非難でも嘲ちよう笑しようでもなく、ただ事務的に名を呼びながらカミナは刀を引く。

「ぬしに恨うらみは無いが、これも奉ほう公こう」

　すたっ、と落ち着いた音を立て、再び間合いを取って初動作の一に戻る。

「お覚かく悟ごを！」

「わ……ひ、」

　凍こおりついた刃のような視線を前に、理香はヤケクソのように叫んだ。

「み……『金枝！』」

　上ずった叫びと共に、その右手に漆黒のカマが実体化する。

「『閉へい鎖さ世界！』」

　実体化したカマから、じわじわと黒い霧きりが染しみ出し始める。

「ぬしのカマが、どのような威い力りよくを備えていようとも」

　す……と刀を動かしつつ、カミナは分ぶん析せきのように言う。

「我が太刀たち筋すじの速度には……」

　その言葉の途と中ちゆうで、

「……む！」

　その幼い顔が一瞬、年ねん齢れい相応の驚きよう愕がくに染まった。

　理香の作り出した黒い渦が、異常な形に変形をし始めた。

　渦が乱れ、形が変わり、そして色が変わる。黒かった渦が紫色に変色していく。

　紫色。さっきユイが三人を召しよう喚かんするのに使った渦と、同じ色。

「な……これは！」

　ばっ、と顔を上げ、頭上を見上げつつカミナは呻いた。

　その視線の先には、先程ユイが作った渦がある。カミナがくぐって来た渦がある。

「類るい似じ能力の発動による、相そう互ご空間干かん渉しよう……だと！」

「あ、あれ……？」

　理香はカマを持ったまま、紫色に染まった自分の渦を見て呟いた。

「つまり、わたしの渦とユイさんの渦が同じ性質を持った……って事ですか？」

「くっ……！」

　焦しよう燥そうの言葉と共に、カミナは理香に視線を戻した。

「つまり……」

　カミナの視線の先、理香は納なつ得とくしたように呟いた。

「この渦をカミナさんにぶつければ、カミナさんを魔界へ送そう還かん出来るんですね！」

「お、おのれ……！」

　その凛り々りしい眉を上げ、後ずさるカミナに向け、

「えーい！」

　理香はカマを振ふりかざし、紫に染まった渦を投げつけた。

「ユイ様……！」

　紫むらさき渦うずの直ちよく撃げきを食くらいつつ、カミナは微かすかに呟いた。

「お許しを！」




　黒い世界の中、黒い箱の前で道化は呟き続ける。

「もう、お分かりになられたでしょう」

　カミナと呼ばれた魔族が消失した黒い箱を示しつつ、道化は呟いた。

「『魔界』とは、魔ま獣じゆうが蠢うごめく終末の世界などではなく」

　カミナと呼ばれた人形を箱の中から取り出しつつ、道化は呟いた。

「『魔王』とは、数多あまたの魔ま物ものと深しん淵えんの恐きよう怖ふを従えた逆理の英えい雄ゆうなどではなく」

　取り出した三つの人形を背後に投げ捨てつつ、道化は呟いた。

「魔界とは煉れん獄ごくではなく。魔王とは帝てい王おうではなく。魔とは邪じや悪あくではなく。

　その全ては『ただその全てに無む縁えんなるもの』。

　何者でもなく何事でもない。故に誰にも残らず、語られる事もない――。

　それが……それこそが、真の『救えぬ魔』なのです」

　暗黒の世界の中で、道化は呟き続ける。

「つまり」

　暗黒の世界の中で、異形の少年は呟き続ける。

「ここが、魔界なのです」

　道化は、黒い世界の中で恭しく頭を下げた。

「貴方が、魔王なのです」

　道化は、魔王の前で恭しく頭を下げた。

「貴方は永遠に呪われているのですよ。我らが王よ」




「おりゃああああああ！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、光の天使は雷槍を振るった。

「くっ……この私が……！」

　かつ！　ユイの放った苦くるし紛まぎれの反はん撃げきが、優輝の手元であっさりと捌さばかれる。

「負けるなんてっ……！」

　からん。雷槍に弾はじかれたユイの剣が、地面に転がった。




「……敗北するのは……初めての経験ですわ。白瀬優輝さん」

　ユイの全身が透すけてゆく。両耳のイヤリングを粉砕され、その存在が消失してゆく。

「当然よ！」

　それに向け、優輝は力強く宣言した。

「悔しかったら、何度でもかかって来なさい！　ユイ！」

「ふふ……」

　消え行くユイは、幼い悪戯いたずらのような笑みを浮かべた。

「流石さすがですわね。天使セフィエル」

　真っ直ぐに優輝を見て、言葉を続ける。

「貴方なら……この世界を、あの道化を……」

「？」

「ああ……そうですわね」

　ユイは、小さく息を吐いた。

「貴方はかつて選せん択たくから漏もれた光の天使。今はただの登場人物……

　今の貴方には、道化に対抗どころか、認識する力すら無いんでしたわね」

「……へ？」

「いいでしょう。私を倒した御ご褒ほう美びとして教えてあげましょう。天使セフィエル」

　消え行くユイは、偉えらそうな口調で言った。

「道化によって、封ふう印いんされた記憶。普ふ段だんは決して表に出ない記憶。この世界の真実」

「？」

「それを……多分たった今だけ、お教えしますわ」

「ユイ？　ちょっアンタ何を」

「優輝さん、貴方になら――」

　ユイは優輝の声を無視し、言葉を続けた。

「貴方と、そこの亨さんの二人なら――
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　――あの悪意の創作者に対抗し、この世界にかけられた呪いを……解く事が」

　消え行くユイは、最後に質問をした。

「亨さん。優輝さん。あなたはこの世界を、この物語を――」

　ユイの質問は、途中で途と切ぎれた。




　黒い世界の中で、道化は静かに立っている。

「……」

　その右手には、いつの間にか長い杖つえが握られている。

　先に輝く宝石が取り付けられ、全体には得体の知れぬ文字が刻まれた杖。

　まさに、絵に描かいたような『魔ま法ほうの杖』。

「……光が、消えない」

　道化は、黒い箱に向け『魔法の杖』を、振った。

「……………………やり直しだ」

　黒い箱が、元の姿に戻ってゆく。

　時を逆さに進むがごとく、元の姿を取とり戻もどしてゆく。







おれと天使の世界創生・第二稿こう







　魔王は、『その世界』を、再び見ている。

　火ひ魅み亨とおるは、かつて辿たどった『その物語』を、再び辿っている。

　――まずは、開始の物語。『その石』と接触し、全てが始まったその瞬間。




　その日。高校二年生の新学期早々、四月九日夕方。

　ごつん。下校途中、箱はこ内ない市の河川敷で、いきなり頭に激痛が走った。

「っ！」

　唐突な衝しよう撃げきにその場に蹲うずくまり、頭を押おさえてしゃがみ込む。脳天にずきずきと痛み。

　しゃがみ込んだその足元に、白いヘンテコな石ころが転がっていた。

『我は世界の卵ユグドラシル』

　どこからともなく、声が聞こえた。

　背後から、誰かに石をぶつけられた？　そう思って立ち上がり、周りを見回す。

　周囲には、誰もいなかった。

『我は世界の卵』

　視線を落とし、足元のヘンテコな石ころをまじまじと見つめる。

　声は、その石ころから響いていた。

　正確には、その石ころが命中した箇か所しよから、頭の中に声が響いていた。

『汝はたった今、我と接触し一体化した。我の全ては汝の中に。世界を、産み出せ』




　暗黒の世界の中で、道化クラウンは呟き続ける。

「ではこのように、物語が少し遡さかのぼりました所で」

　最初の姿を取り戻した黒い箱の前で、世界の創生者は呟き続ける。

「今度こそ、文句のない展開を……文句のない暗黒を、お見せ致します」

　作られた世界の前で、悪意の世界創作者は呟き続ける。

「よくご覧いただき……今度こそ、永遠の呪いを完成させましょう。我らが王よ」




　魔王は、『その世界』を、再び見ている。

　火魅亨は、かつて辿った『その物語』を、再び辿っている。

　――次は、優ゆう輝きとの邂かい逅こうの物語。第一魔族ルキッフが優輝と戦った、あの瞬間。




「おお……何も知らぬ天の使いよ。そして空くう虚きよなる少年よ」

　ルキッフは天使を見つめ、大げさに嘆なげいた。

「道化の黒い箱に存在を歪められ尚なおそれに気付かぬ、哀あわれな者どもよ」

「あの、だからその」

「我らはここで見えるのもまた運命……道化の意思だというのなら」

　なんで人の話を聞かないんだ……こいつらは……

「どりゃああああああああああああああ！」

「ここより全てを始めるがいい！　それが王の宿命なれば！」




　暗黒の世界の中で、道化は呟き続ける。

「この物語の主人公はこのように宿敵と出会い、そして――」

　暗黒創生天使の手には、いつの間にか人形が握られている。

「――そして、宿敵は再び登場します」

　水色のソフトビニールのような人形。ルキッフが作った、水の巨きよ人じん。

「水の巨人を纏って、強力な絶望となって、再び襲しゆう来らいします」

　道化と名のついた天使は、ソフトビニール人形を、黒い箱の中に投げ込んだ。

「そして、そう。確か、次のように決着しました」




　魔ま王おうは、『その世界』を、再び見ている。

　火魅亨は、かつて辿った『その物語』を、再び辿っている。

　――次は、決着の物語。ルキッフの水巨人に優輝が消されようとした、あの瞬間。




「優輝！」

　目の前に、倒たおれ伏ふした女の子。

　すぐ近くに、魔の巨人。

　歩みを進めるその遥はるか先に、部長の夢。

　これが、おれの世界だ。

「目を覚ませ！」

　上から手を伸ばしつつ、亨は叫んだ。

「目を覚まして……」

　役目を終えた黒渦が、消失した。

　重力が復活し、身体が虚こ空くうへと投げ出される。

　空中から、それでも優輝に手を差し出しつつ、亨は叫んだ。

「おれの手を、おれの力を使うんだよ、優輝！」

　ここは、おれの世界だ。

　他の誰のでもない、おれの世界だ。

　これは、おれの物語だ。

　他の誰のものでもない、おれ自身の物語だ。

　優輝がそこにいて、理り香かがあそこにいて、そして部長が向こうにいる。

　それが、おれの物語だ！

　他人の世界や他人の物語なんか、知った事か！

　亨は、優輝に向かって、叫んだ。

「戦うぞ！」

　これが、おれの力だ。

「合体して戦うんだよ、白しら瀬せ優輝！」




　暗黒の世界の中で、道化は呟つぶやき続ける。

「このように」

　道化は箱の中から、壊こわれた水色のソフトビニール人形を取り出した。

「この物語の主人公は、魔王様に光の光景を見せ付けていたのです」

　暗黒の世界の中、悪意の創生者は呟き続ける。

「そして、次の展開は……確か、こうでしたよね。我らが王よ」




　魔王は、『その世界』を、再び見ている。

　火魅亨は、かつて辿った『その物語』を、再び辿っている。

　――次は、超魔弾サハクイエルの物語。テティスが絶望的な宣言をした、あの瞬間。




「まもなく、世界が滅ぶ」

　青髪の少女は、火魅亨の顔を見つつ、そう断言した。

「明日の正午きっかりに、世界が滅ぶ」

　真っ直ぐな視線、迷いを感じさせない凛とした視線で、青髪の少女は断言した。




　暗黒の世界の中で、道化は呟き続ける。

「そう。次は、この者達たち」

　道化の右掌の中に、いつの間にか二体の人形が握られている。

　一体は、男の人形。その首に赤いマフラーを巻いた、野性的な男。

　一体は、少女の人形。青色の髪を持つ、冷たい瞳をした少女。

「天空から、世界を滅ぼす超魔弾が来らい襲しゆうしたのです」

　道化は、二体の人形を、黒い箱の中に投げ込んだ。




　魔王は、『その世界』を、再び見ている。

　火魅亨は、かつて辿った『その物語』を、再び辿っている。

　――次は、闇やみの物語。夜の闇の中、優輝に向かって弱音を吐はいた、あの瞬間。




「なあ……」

　闇の中、亨は呟いた。

「マジ…………なのか？」

　色んな意味を含ふくんだ言葉。自分でも、その意味が分からない問いかけ。

「マジよ」

　しかし優輝は、即そく座ざにその問いに答えた。

「本当に、あと十時間で世界は滅ぶ。天空の滅めつ亡ぼうが、アンタめがけて、降ってくる」

「…………」

「それまでに、その首輪か超魔弾を何とかしないと、世界はアンタごと滅ぶ」

　バカバカしい。

　けど、この世界は、元々バカバカしい事でいっぱいだ。

　一発で全てをまっさらにしてくれる超魔弾は、その中でもかなり分かりやすい方だ。

「あの……」

　闇の中、亨は口を開いた。

「何よ」

「あの、さ」

　闇の中、亨は言葉を続ける。

「おれって、さ」

　この先の言葉を、口にしていいんだろうか。

　でも、言葉は止まらなかった。

「おれってさ、生きてても、いいんだろうか」

　外に出した言葉は、闇の中、自分でも予想外なほど強く響ひびいた。

　おれは、生きていていいんだろうか。

　おれがいなくなれば、世界は平和なんじゃないだろうか。

　おれが生まれなければ、世界は滅びなかったんじゃないだろうか。




　暗黒の世界の中で、道化は呟き続ける。

「魔王様……あなたはそもそも」

　暗黒の世界の中で、悪意の創作者は呟き続ける。

「生きていては、いけない存在だった。自ら、そう思っていた」

　暗黒の世界の中で、暗黒の天使は呟き続ける。

「だから最初のあの瞬間、光ではなく闇を、セフィエルではなく私を、選択した」

　暗黒の世界の中で、魔王の代行者は呟き続ける。

「だから私は、貴方に残った最後の光を……光のセフィエルを、消去する為に」

　暗黒の世界の中で、暗黒の創生者は呟き続ける。

「この呪のろわれし物語を、始めたのです」

　暗黒の世界の中で、黒い箱の創作者は呟き続ける。

「貴方に絶望を見せ付け、世界を暗黒で染める為に」




　魔王は、『その世界』を、再び見ている。

　火魅亨は、かつて辿った『その物語』を、再び辿っている。

　――次は、光の物語。夜の闇の中、優輝が光の言葉を吐いた、あの瞬間。




「アンタ、さあ」

　闇の中、天使の声が低く響いた。

「何いきなり真面目に語ってんのよ。バカじゃないの」

「だって……」

「アンタがいなくなって世界が救われて、それでめでたしめでたしだと思ってんの？」

「……」

「部長が新人賞に投とう稿こうできて、それでハッピーエンドだと思ってんの？」

「……」

「アンタ抜ぬきの三人でコミケに参加して、それで楽しいと思ってんの？」

「…………」

「私達が、何の為にここに来たと思ってんの？」

「…………」

　けど……心の中で、思ってしまう。

　けど、どうしようもないじゃないか。実際に、どうしようもないじゃないか。

　あんなもん、どうやって止めるんだよ。

　どうやって、世界を救うんだよ。

「だから、何度も言ってるでしょ！」

　優輝は闇の中、焦じれたように声を出した。

「『奇き跡せきは、力ずくで起こすのよ』！」




　暗黒の世界の中で、道化は呟き続ける。

「なのに……」

　暗黒の世界の中で、暗黒の天使は呟いた。

「何故なぜ、絶望しない！　何故、光が残っている！」

　暗黒の世界の中で、微かな光の前で、創作者は呟いた。

「セフィエル！　たかが登場人物の一人に成り下がった分際で……！」

　暗黒の世界の中で、僅わずかに輝かがやく黒い箱の前で、道化は呟いた。

「創作者である私に、何故逆らうのだ！」




　魔王は、『その世界』を、再び見ている。

　火魅亨は、かつて辿った『その物語』を、再び辿っている。

　――次は、突とつ破ぱの物語。絶望の超魔弾と対峙した、あの瞬しゆん間かん。




「絶望と滅亡から、世界を救うのよ！」

　古びた飾かざり時計を遥か眼下に、棄すてられた公園を遥か眼下に。

　優輝と一いつ緒しよに、空を飛ぶ。翼つばさを持つ天使と共に、空を飛ぶ。

　絶望の超魔弾は目前、すぐ近くにある。

　巨きよ大だいな隕いん石せきが、冷たい瞳で世界を睥へい睨げいしている。

　どこも見ていない、何の光もない、暗黒の瞳。

　何の温かさもない、何の希望もない、凍いて付ついた瞳。

　超魔弾は、空虚な瞳で世界を睥睨している。

「……！」

　亨は、視線の前で思う。

　これは、おれの瞳だ。

　超魔弾は、おれの力を吸収した、おれ自身だったんだ。

　おれは、こんな瞳で世界を見ていたんだ。

　二年前のおれは、こんな風に世界を睥睨していたんだ。

　あの時世界に滅ぼされたおれは、こうして世界を滅ぼそうとしていたんだ。

　おれは……

「何やってんのよ！」

　すぐ近くで、天使が叫さけんだ。

「バカ亨！　余計な事、考えてんじゃないわよ！　バカじゃないの？」

「すまん！」

　亨は、優輝の顔を見た。

　絶望の瞳は、目の前にある。

　滅亡を望む瞳は、目の前にある。

　余計な事なんか、考えなくていい。

　おれは今ここにいて、そしておれの横には天使がいる。それが全すべてだ。

　――今のおれは、こうして、ここにいる。それが全てだ。

「どりゃああああああああああ！」

　光の翼を纏った天使が光ひかり輝かがやく槍やりを構え、天空の絶望へと突とつ撃げきする。

　世界を滅亡から救う為、世界を絶望から救う為に、真っ直ぐに進んでゆく。

　凍て付いた瞳に、灼しやく熱ねつの意思が突進していく。

「行くわよおおおおおおおおおおお！」




　暗黒の世界の中で、道化は叫んだ。

「セフィエルが……あの光の天使が、作中で何を語ろうとも！」

　暗黒の世界の中で、暗黒の天使は叫んだ。

「作品世界をただ見つめる貴方には、何の関係もない筈だ、魔王様！」

　暗黒の創生者は、魔王に向かって叫んだ。

「作中人物が、何を語ろうとも！」

　悪意の創作者は、観測者に向けて叫んだ。

「貴方はそこで、永遠に呪われ続けるのだ！　依い然ぜん変わりなく！」




　魔王は、『その世界』を、再び見ている。

　火魅亨は、かつて辿った『その物語』を、再び辿っている。

　――次は、創作の物語。合宿の夜、彩あや華かと語り合ったあの瞬間。




「ごめん」

　亨は、首を振った。

「書けない」

　さっきまで周囲に満ちていた、熱気と興奮の空気。

　それが一気に、凍て付いたように冷めてゆく。

「ごめん」

　亨は、また首を振った。

「……おれは」




　魔王は、『その世界』を見て、ふと思った。

　火魅亨は、『その物語』の中で、ふと思った。

　……書けるんじゃ、ないのか？

　今のおれなら、書けるんじゃないのか？

　世界を創生する事が、出来るんじゃないのか？

　世界を創生する事の意味を、誰だれかがおれに教えてくれたんじゃないのか？

　世界創生の意義を、誰かがおれに教え続けてくれたんじゃないのか？

　おれはこの物語から、暗黒ではない何かを見み出いだしてきたんじゃないのか？

　この物語の中、あの光の天使はずっと光を示し続けてくれたんじゃないのか？

　世界を創生する意味を、おれは取り戻そうとしているんじゃないのか？




　暗黒の世界の中で、道化は叫んだ。

「何故だ！」

　暗黒の世界の中で、暗黒の天使は叫んだ。

「この物語は、貴方に届かぬ光を見せ付け、呪い続けて来た筈はずだ！」

　暗黒の創生者は、魔王に向かって叫んだ。

「何故、貴方は――永遠に呪われ続けてきた筈の貴方は！」

　悪意の創作者は、観測者に向けて叫んだ。

「何故、光を目指そうとする！」

　叫びと共に、黒い箱の横に場ば違ちがいな旧式のテレビが出現する。

「この物語は――」

　道化の声と共に、場違いな旧式テレビに明かりが灯ともった。

「これら全ての物語は、貴方が求めて届かぬ世界の筈だ！」




　魔王は、『その世界』を、再び見ている。

　火魅亨は、かつて辿った『その物語』を、再び辿っている。

　――次は、暗黒の物語。劇場版ラヴリィアイを観みに行いった、あの瞬間。




　映画館のトイレ個室の中、壁かべに貼はられたポスターを見ながら、亨は思う。

　壁に貼られたポスターにはミライススムの姿が、映画の主人公の姿が描かれている。

　愛の中で愛を信じ、愛の為に悪と戦う正義のヒーローの姿が描かれている。

　ヒーローの上に、変わらないキャッチコピーが書かれている。

『掴つかみ出せ、キミの選択を！　選び出せ、キミの世界を！』

　亨は、便器の前にしゃがみ込みつつ思う。

　おれの選択は、どこにある？

　おれの世界は、どこにある？




　暗黒の世界の中で、道化は叫んだ。

「私は――」

　彼かれの王の前で、道化は叫んだ。

「貴方を呪うために、この世界を、この物語を作り出したのに！」

　魔王の前で、道化は叫んだ。

「私の意思を――製作者の意思を、無視するつもりか！」

　観測者の前で、道化は叫んだ。

「登場人物の分際で！　私の意思に逆らうつもりか！」

　火魅亨の前で、創作者は叫んだ。

「観測者の分際で！　私の発想に逆らうつもりか！」




　観測者は、『その世界』を、再び見ている。

　火魅亨は、かつて辿った『その物語』を、再び辿っている。

　――最後に、選択の物語。ユイが最後に言葉を語った、あの瞬間。




「ふふ……」

　消え行くユイは、幼い悪戯のような笑えみを浮うかべた。

「流石ですわね。天使セフィエル」

　真っ直ぐに優輝を見て、言葉を続ける。

「貴方なら……この世界を、あの道化を……」

「？」

「ああ……そうですわね」

　ユイは、小さく息を吐いた。

「貴方はかつて選択から漏れた光の天使。今はただの登場人物……

　今の貴方には、道化に対抗どころか、認にん識しきする力すら無いんでしたわね」

「……へ？」

「いいでしょう。私を倒した御褒美として教えてあげましょう。天使セフィエル」

　消え行くユイは、偉そうな口調で言った。

「道化によって、封印された記憶。普段は決して表に出ない記憶。この世界の真実」

「？」

「それを……多分たった今だけ、お教えしますわ」

「ユイ？　ちょっアンタ何を」

「優輝さん、貴方になら――」

　ユイは優輝の声を無視し、言葉を続けた。

「貴方と、そこの亨さんの二人なら――

　――あの悪意の創作者に対抗し、この世界にかけられた呪いを……解く事が」

　消え行くユイは、最後に質問をした。

「亨さん。優輝さん。あなたはこの世界を、この物語を――」

　質問の続きが、発せられた。

「――愛して、いますか？」




　火魅亨は、質問に答えた。




　黒い世界の中で、道化は叫んだ。

「暗黒の物語を、見せ付けたのに！」

　その右手には、いつの間にか長い杖が握られている。

　先に輝く宝石が取り付けられ、全体には得体の知れぬ文字が刻まれた杖。

　まさに、絵に描いたような『魔法の杖』。

「何故、光が増大している！　何故、あの質問に答えられる！」

　道化は、黒い箱に向け『魔法の杖』を、振った。

「やり直しだ！」







おれと天使の世界創生・第三稿こう







　その日。高校二年生の新学期早々、四月九日夕方。

　ごつん。下校途中、箱はこ内ない市の河川敷で、いきなり頭に激痛が走った。

「っ！」

　唐突な衝撃にその場に蹲り、頭を押さえてしゃがみ込む。脳天にずきずきと痛み。

　しゃがみ込んだその足元に、白いヘンテコな石ころが転がっていた。

『我は世界の卵ユグドラシル』

　どこからともなく、声が聞こえた。

　背後から、誰かに石をぶつけられた？　そう思って立ち上がり、周りを見回す。

　周囲には、誰もいなかった。

『我は世界の卵』

　視線を落とし、足元のヘンテコな石ころをまじまじと見つめる。

　声は、その石ころから響いていた。

　正確には、その石ころが命中した箇所から、頭の中に声が響いていた。

『汝なんじはたった今、我と接触し一体化した。我の全ては汝の中に。世界を、産み出せ』




「ああ」

　亨とおるは、頷うなずいた。

「おれが、世界を産み出す」

　周囲を見回す。さっきの光景だ。箱内川の堤てい防ぼう上の歩道、進行方向の右に河か川せん敷しき公園が広がり、その向こうで箱内川が静かに流れている。

　その目の前、河川敷歩道の脇わきに、

　光の天使セフィエルが、白しら瀬せ優ゆう輝きが立っていた。

「全く、もう」

　輝く翼を生やした光の天使は、腕うで組ぐみしたまま溜ため息いきのように言った。

「そもそもの原因は、アンタだったのね。亨」

　光を司つかさどる創生の天使は、始まりの光景の中で、いつものように立っていた。

「アンタが最初に、捻ひねくれた選択をしたせいで――」

　白瀬優輝はいつもの表情で、いつものように言った。

「余計な回り道を、しちゃったじゃない」




　暗黒の世界の中で、暗黒の創生天使は呻うめいた。

「何故……！」

　暗黒の世界の中で、暗黒の創生天使は呻いた。

「暗黒の物語を、絶望の物語を演出し続けたのに……！」

　暗黒の世界の中で、悪意の創生者は、火ひ魅み亨の名を持つ観測者の前で呻いた。

「何故、お前は……ユイの、あの質問に！」

　暗黒の世界の中で、道化クラウンは、火魅亨の前で叫んだ。

「『愛している』と返事した、火魅亨！」

　暗黒の世界の中で、道化は叫んだ。

「何故、『世界を愛している』と返事をした、火魅亨！」

　暗黒の世界の中で、道化は、出現した光の天使に向けて叫んだ。

「何故、お前が力を取り戻す！　光の天使セフィエル！」

　暗黒の世界の中で、道化は、彼の王に向けて叫んだ。

「何故、お前が光を取り戻す、暗黒の魔王！」




　暗黒の世界の中で、魔王だった者は言った。

「お前の意思なんか、関係ない」

　暗黒の世界の中で、火魅亨は言った。

「作者の予定なんか、関係ない」

　物語の主人公は、物語の創生者に向けて言った。

「これは、おれの物語だ」

　火魅亨は、悪意の創作者に向けて言った。

「おれが選択した、おれの物語だ」




　――――。

　口に出してしまえば、大した結論でもなかった。

　分かってしまえば、大した事でもなかった。

　亨は、静かに思う。確認でも確信でもなく、ただ思う。

　おれはかつて世界に絶望し、暗黒の世界を望んだ。

　……でも。

　優輝のおかげで。暗黒の中、光を示し続けた天使のおかげで。

　優輝のおかげで、おれはこの世界を愛する事が出来るようになった。

　優輝のおかげで、おれはこの世界を救う事が出来るようになった。

　これは、おれの物語だ。ミライススムの物語なんかじゃない。

　おれが、おれの意思でルキッフを止めた。

　おれが、おれの意思で超魔弾サハクイエルを止めた。

　おれが、おれの意思で世界を選択した。

　それが、おれの物語だ。

　製作者の意図なんて、関係ない。物語の意図なんて、関係ない。

　おれが、光の天使のおかげで、世界を救った。

　ミライススムのおかげで、白瀬優輝のおかげで、おれが世界を救った。

　それが、この物語だ。

　誰が何と言おうと、誰がどんな意思を持とうと、何の関係もない。

　おれの物語は、おれのものだ。

　全ての物語は、おれを祝福していたんだ。

　世界を救うラヴリィアイは、世界を救うおれを応おう援えんしていたんだ。

　それが、おれの物語だ。

　だから――




　光の世界の中、亨は隣となりに立つ優輝を見た。

「優輝！」

　隣に立つ天使に向け、力を取り戻した光の創作者に向け、亨は言った。

「おれと一緒に――」

　そう。こういう時に言うべき事は、一つだ。

「おれと一緒に――世界を、救ってくれ！」




　暗黒の世界の中で、暗黒の創生天使は呻いた。

「私の物語を――私の暗黒の演出を！」

　叫びと共に、その両耳のイヤリングが黒く輝きを放つ。

「私の予定していた物語の結末を、否定するつもりか！　主人公の分際で！」

　叫びと共に、暗黒の天使は呪じゆ文もんを唱えた。

「『金枝ミストル：：空想創生・暗翼顕現アインソフオール・グリモワール』！」

　その右手に、暗黒に輝く槍が実体化した。




　光の世界と『世界の卵』が、一緒になった。

　光の創生天使と、世界の創生者が、

　白瀬優輝と火魅亨が、手を繋つないだ。

「『金枝ミストル！』

　暗黒を切きり裂さく右みぎ腕うでを掲げ、白瀬優輝は叫んだ。

「『空想創生・煌翼顕現アインソフオール・グレースフエルニル！』」

　光の天使の輝く翼が、世界を覆いつくした。




　暗黒の天使を前に、火魅亨は叫んだ。

「世界を！」

　光の天使の横で、火魅亨は叫んだ。

「救うんだよ！」




　暗黒の創生世界の中で、人形達が呟いた。
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「やっと……ですわね」

　ユイと名が付けられた人形が、光を見上げて呟いた。

「ああ」

　ルキッフと名が付けられた人形が、気き障ざな動作で頷いた。

「まあ、ちょっと遠回りだったけどな」

　ジギィと名が付けられた人形が、口元を歪ゆがめつつ補足した。

「え？　皆みなさん、何を言ってるんですか？」

　ベルセルメルゼルと名が付けられた人形は、不ふ審しんそうに質問した。

「何かを思い出したのか？　ユイ、ルキッフ、ジギィ」

　テティスと名が付けられた人形は、重ねて質問した。

「ふん……上位の者から順番に、自じ我がを取り戻しているらしいな」

　クラエルロウゼルと名が付けられた人形が、偉そうに言った。

「むっ。ボクを馬ば鹿かにしたな、このチビ巨乳！」

　イミナと名が付けられた人形が、頬ほおを膨ふくらました。

「ふ……ふふ。じきに皆、思い出す。道化に作られた頃ころの、この記き憶おく……！」

　ルミナと名が付けられた人形が、独り言のように笑った。

「……つまり。どういう事だ」

　カミナと名が付けられた人形が、静かに言った。

「我らは創作者である道化により、この物語の登場人物として、人形として作られた」

　クラエルロウゼルと名が付けられた人形が、宣言した。

「だが、我らは最も早はや、人形ではない」

　クラエルロウゼルと名がついた魔ま族ぞくは、宣言した。

「私達創作者に作られ、創作者の導きによりあの世界へと出現し――」

　クラエルロウゼルと名乗った魔族は、宣言した。

「――しかし我らは、既に人形ではない」

　クラエルロウゼルは、宣言した。

「世界は、意思により創生される。そういう事だ」







　暗黒の世界が、目の前にある。

　全ての希望を、全ての物語を呑み込んでしまう、暗黒の物語。

　暗黒の世界に向かって、亨は優輝と共に叫んだ。




「『金枝ミストル：：世界創生ユグドラシル！』」




　そして――

『世界の卵』が、孵ふ化かを始める。

　世界が、創生される。
















　おれと天使の世界創生は――

　こんな風に、始まった。







プロローグ







　――という訳で。

　とりあえず、その後の事を簡単に書いておこうと思う。




　いつもの部室。いつもの文化発表部の部室。

　長机とパイプ椅い子す、本ほん棚だなと色々なグッズが置かれた、いつもの部室。

　いつもの部室の長机の上で、亨とおるはパソコンに向かって文章を作っている。




　あの瞬間。

　道化クラウンが消え去り、おれの『世界の卵ユグドラシル』が孵化を始めたらしい、あの瞬間。

　魔王であり主人公であったおれが『この自分』になった、あの瞬間。

『世界の卵』により新しい世界が創生され始めたらしい、あの瞬間。

　どうやら『おれ』が、新しい世界の創生者そのものになったらしい、あの瞬間。

　よく分からないが……とにかく、そういう事が起こったらしい、あの瞬間。

　その後、世界は――




「ねえ亨。何してんのよ」

　優ゆう輝きが、後ろから暇ひまそうに声を掛かけてきた。

「文章執しつ筆ぴつの練習らしいですよ」

　理り香かが、横から解説した。

「ふん。どうせ大した決意でもない。すぐに飽あきて投げ出す」

　真ま央おが皮肉っぽい笑いと共に、冷やかすように言った。

「一体、どんな文章を書いているのだ」

　葵あおいは、平へい坦たんな口調で言った。




　――世界は、特に何も変わっていない。

　道化が消え去り、その力が優輝の元へと戻り、新しい世界が始まった。

　世界が新たに創生され、世界の全てが書かき換かえられ、新しい世界が始まった。

　新しい世界は、ユイの質問に『愛している』と答えたあの瞬間から、また始まった。

　その日から、一週間が経過し――

　それでも、世界の全ては、以前と何も変わっていない。




　あれから一週間。七日間の間は、まあそれなりに色々な事があった。

　あの直後皆に全力で謝罪し、そのせいで部と家での立場が凄すごく低くなったり、

　ユイ・イミナ・カミナ・ルミナがこの箱はこ内ない高校に転校してきたり、

　ユイが「長期戦ですわ！」とか言って部活を作って部室をこの隣の部屋に構えたり、

　イミナが真央に「今度こそ勝つよ、この巨乳チビ！」とか言ってぶっ飛ばされたり、

　ルミナが葵に「貴方の身体を、調べたい……」とか言って付きまとったり、

　カミナが理香に「弟で子しにして下さい」と迫せまって逃にげられたり、

　ジギィが「我ら以外にも魔族はいる。共に魔族の王となろう」と言ってきたり、

　ルキッフが「夏と言えば水と水着。私の力が必要だろう」と誘ゆう惑わくしてきたり、

　箱内市で『背中に翅はねを生やした謎なぞの少年』目もく撃げき情報の噂うわさが飛とび交かったり、

　母親から、定期預金通帳と手紙が送られてきたり、




　まあ……そんな感じのことが、色々とあって、

　そして、世界は特に何も変わっていない。




　けど。

　亨はパソコンの上で指を動かしつつ、思う。

　世界は、変わっていないけど。

　おれは、ほんの少しだけ変わったかもしれない。




　ラヴリィアイ劇場版をもう一回見に行って今度こそ最後まで見たり、

　ハルカワタルがミライススムと和解して再び未来へと歩き出すシーンを見たり、

「どうだった？」と聞いてきた部長に「サイコーでした」と答えたり。

　そして、あとは……

　キーボードの上で指を動かしつつ、亨は思う。

　二年ぶりに、こうして文章を書いている。




　亨は今日も、パソコンに向かって文章を書いている。

　こうして文章を書く練習をし、そしてここから世界を作り出す。

　そして――また昔みたいに、自分の世界を作り出す。

　ミライススムから意思を貰もらい、未来に向かって歩いていた昔みたいに。




　という訳で、亨は今日もパソコンに向かっている。




　夏コミに参加する為に。

　自分の作品を世に出す為に。

　彩あや華かに追いつく為に。




　世界を、創生する為に。







おれと天使の世界創生・決けつ定てい稿こう







「ねえ、亨とおる」

　優ゆう輝きが横から、また声をかけてきた。

「何だよ」

　亨はキーボードの上で指を動かしつつ、優輝の方を見た。

「部長、さあ……」

　横に座すわる優輝は、長机に頬ほお杖づえをつきつつ言う。

「……部長の新人賞最終選考、どうなるのかな？」

「む……」

　亨はシャーペンを持つ手を止め、唸うなった。

　変わらない世界に、でも一つの大きなイベント。

　そう。あれから一週間経過。今日は新人賞最終選考の日。彩あや華かの結果が出る日だ。

　今、東京の出版社ではまさにその最終選考の会議が行われている筈だ。

　今日の五時くらいを目め処どに、今年の受賞者が決定するらしい。

　彩華が受賞するか、しないか。それがその時決まる。

「さあ……な」

　意味のない返事をしつつ、部室の時計を見る。

　現在、午後四時。もうすぐだ。もうすぐ、全てが決定する。

　…………。

「最終選考が終わったら、彩華の家に電話が来るんだよね」

　優輝も時計を見つつ、確かく認にんするように言った。

「そろそろ、かな……」

　亨は、息を吐いた。

　彩華は今、家で出版社からの結果連れん絡らくをひたすら待っている。

　連絡があったら、結果が出たら、すぐにこちらの携けい帯たい電話に連絡してくる約束だ。

　その電話を、部員全員でひたすら待っている。

「もし……さあ」

　優輝が遠えん慮りよがちに、『もし』を言った。

「もし……受賞しなかったら」

　小さな声で、仮定の話を続ける。

「部長……彩華は、関西に引ひつ越こしちゃうのよね」

「そうらしい……ね」

　亨は、事実を確認した。昨日彩華に知らされた、意外で突とつ然ぜんな事実。

　彩華の両親は仕事の関係でこれから二年間、関西に転勤になるらしい。

　彩華は、それに付いて行かなければならないらしい。

　だが……

　出版社は、東京にある。関西からだと、遠い。

　受賞したら、出版社へ行く機会も増える。関東の箱はこ内ない市に住んでいた方が便利だ。

　という訳で、最終選考を前に彩華と両親は一つ約束をしたらしい。

　即すなわち、『もし今ここで受賞したら、彩華は一人で関東に居続ける』。

　受賞したら、彩華は今後、おれの家に下宿して箱内高校に通うことになる。

　受賞しなかったら、このまま七月から関西に転校していく。

　受賞しなかったら、箱内高校もこの部活も辞やめ、関西へ引越していく事になる。

　受賞しなかったら……

「いや、止め！」
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　優輝が、空気を吹ふき飛とばすように言った。

「不安になってても仕方ない！　結果出るまでは忘れて、他の話をしよう！」

「他の話って何だよ」

「ええと……じゃあ、今のうちに彩華の部屋割りとか考えておこう！」

「そんな事をして、もしダメだったら絶望は物もの凄すごいがな」

「うっさい真ま央お！　じゃあまず、亨をあの部屋から追い出すとして」

「おい待て優輝」

「却きやつ下かします」

「おい！」

「アンタ、この世界の創生者なんでしょ。部屋の一つくらい増やせばいいじゃん」

「そんなご都合主義が出来るか！　お前、創作を何だと思ってんだ！」

「んじゃまあ、あの使ってない物置の部屋。亨の荷物は全部あそこに突っ込んで」

「待て！　お前大切なこと忘れてる！　あの家はおれの家！」

「次に、家事当番だけど……」

「あっ議題が変わった！　おい優輝、ちょっとはおれの話を聞け……」

　……あれ？

　そう言えば。言葉の途と中ちゆうで、ふと思い出す。

　そう言えば。『おれの話を聞け』と言えば。

　そう言えばおれ、あの合宿の日の『命令権利』。まだ使ってなかったような。

　おれはゲームに勝って、『何でも一つ命令する権利』をゲットしたんだよな。確か。

　真央の『金枝ミストル』は、契けい約やくによる強制命令を作り出す能力を持つ。

　その効果で、おれは優輝と葵あおいと真央に『何でも一つ』命令できるんだよな。

　声に出して、言ってみる。

「ええと、優輝？」

「何よ」

「『命令』です。おれの話を聞け」

「なっ……何よ！　話してみなさいよ！」

「うん…………あ、いや、別にいいよ」

「そ、そう！　じゃあこれでアンタの『命令』終しゆう了りようね！　文句ないわよね！」

　ふむ。一人頷く。

　まだ、効果は持続しているようですね。流石さすがは真央の『金枝』だ。

「……あ。何かまたこの男、要いらん事考えてる」

　優輝の不審な声を無視し、考え込む。

　ええと、つまりおれはあと、葵と真央に『何でも一つ』命令できる訳だよな。

「つまり……と」

　声に出して、確認。

　おれの『何でも一つ命令できる権利』は、真央の『金枝』により発生した……と。

　つまり、真央は自身の意思により『命令できる権利』を発生できる……と。

　で、おれは今現在、真央に『何でも一つ命令できる権利』を持つ……と。

　つまり。という事は。

　……真央を仲ちゆう介かいすれば、いくらでも『権利』を増やせるんじゃないか？　これ？

　真央に「おれの言う通りに『金枝』を発動しろ」という『命令』をすれば？

　例えば『命令権を三つに増やせ』という『命令』をすれば？

　例えば『ここにいる全員、おれの命令を聞け』という『命令』をすれば？

　それは……その『命令』は、必ず果たされる……と。ふむふむ。

「おお……」

　……これは何だか……夢が広がっていきそうな無限コンボですなあ……。

「亨、ちょっと亨！　アンタまた要らん事考えてるでしょっこらっ！」

　亨は、口を開いた。

「あのさあ、真央……」

　その瞬間、




　りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり。




　机の上に置いてあった携帯電話が、鳴った。

　表示された発信者は、勿もち論ろん『部長』。

　亨は、電話を取った。

「もしもし！」

「私だ！」

　部長の声は、部室の入り口からも響いてきた。

　携帯電話を持った部長が、部室の入り口に立っていた。

　部長が、部室に入ってきた。

　いつもの部室に、いつもの彩華が入ってきた。

　そして……

　彩華は、口を開いた。




　いつもの部室で、いつもの部員全員が叫んだ。

「おめでとー！」




　もうすぐ、夏コミがやってくる。

　彩華のプロデビューの日も、近づいてくる。

　全ての物語は、ここから始まる。




　おれと天使の世界創生は、こんな風に続いていく。







あとがき







　こんにちは・初めまして。冬樹忍です。『おれと天使の世界創生』はこの三巻にて無事完結となります。全体の展開や物語の構造については一巻の企画書を作っている時点で既に着想があり、しかしその時は正直そこまで辿たどり着けるかどうか不安ではありました。ですがこうして三巻目においてその地点へと過不足なく到達出来し作品として完成したと自負しております。ですので本屋で初めてこの三巻を手に取られた方、どうかお気軽に一巻二巻と共にお買い上げ下さいませ。よろしくお願いいたします。




　この物語の根底テーマにつきましては実はかなり前から私の頭の中にありました。「かなり前」とは具体的には三年半とちょっと前、時期的には『たま◇なま』の第一巻第一稿を書き上げた頃、つまり「生物は、何故死なない？」の投稿作をＨＪ文庫に送付させていただいたその直後くらいです。「生物は、何故死なない？」を書き終ったその返す刀で書き上げた十ページほどの短編、それがこの『おれと天使の世界創生』の原型となる物語です。因ちなみにその内容は「文明が崩壊しただ一人生き残った少年がヒマにあかせてそこら辺の何でもない漬物石を至高の宝と崇あがめる物語を作り出し設定を詳細に決定し自分だけの神の王国を作り上げ自分の頭の中だけの唯一神話を完成させ、そしてその頃ようやく巡り逢った他の生存者（年端も行かぬ少女）をぶっ殺して世界を滅ぼしてしまう話」でした。なんだかあらすじを聞くだけでウンザリしてしまいそうなこの物語の主人公が、他ならぬ火魅亨君その人だったのです。ぶっ殺された少女がどこの誰だったかは今となってはどうでも良い事です。あれから三年半余りが経過し私自身やそれを取り巻く環境も変化しそしてその物語も形を変えてここに完成しました。どんな風に完成したかは読者の皆様がご判断する事であって私が口を挟む事ではないと思います。




　さて昔の話ついでですが私は大学時代文芸部に属しておりまして、地方のド田舎に下宿しやはり地方のド田舎の大学に通っておりました。今のようにネット環境が充実していない時代、本を買うには近くのスーパーに入っている個人商店のみです。そこでライトノベルを見つけては購入しそのまま部室に持ち込んで皆で好き勝手な事を言い合っていました。卒業と共にその町を離れ年月が経過し、そして今その町のホテルに宿泊しいつもの机で三巻の最後の書き直しを行いそしてこの文章を書いています。あの時から数年、私自身も変わったり変わらなかったりしていますがこの町も変わったり変わらなかったりしています。いつもの本屋はまだそこにありライトノベルコーナーもまだ変わらずありそして発売中の『おれと天使の世界創生』二巻もその棚に同じく並んでいました。ひょっとしたら私はこの為にプロになったのかもしれないしこのおかげでプロになれたのかも知れません。プロになった私が今何をしているかと言うとやっぱり完全な趣味でエロ短編などを執筆しているわけですが。何を考えなくても人物の声に耳を澄ませば物語は自おのずと浮かび上がってくるのです。とりあえず今現在はユイさんの身体を煮込んで心を溶かしている途中です。ホントに何にも変わってないな。




　そういう訳でそろそろページも尽きそうですのでこの辺りで。この度たびは手に取ってくださいましてありがとうございました。願わくばまた別の物語か或あるいは同じ物語でお会いしましょう。




　２０１０年　７月　21日


冬樹　忍


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


冬樹 忍先生／魚先生
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